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　夏の盛さかりとなって、太陽はいやましにその輝かがやきを強くしていた。

　青空を灼やくぎらぎらとした光、ドンと大きくそびえた入道雲。強きよう烈れつな印象を残す景色は、見る者の体温をそれだけであげてしまいそうだ。

　八月。

　今年の夏は、格別に暑かった。

　猛もう暑しよを飛び越こえて酷こく暑しよとさえいわれた昨年より、さらに丸一度平均気温を上じよう昇しようさせ、あちこちで陽炎かげろうがのぼっている。いや、いっそ陽炎のたつような水分さえも蒸発しきって、日本列島が焦こげてしまいそうな勢いだ。

　まるで、これこそが魔ま術じゆつの結果なのではないかと思わせる、異常な暑さ。

　だが、そんな想像も、あながち妄もう想そうとは笑えまい。

　なぜなら、いまや魔術世界は百年に一度という大戦を控ひかえていたからだ。

　戦いくさの名を、大魔術決闘グラン・フエーデという。

　いかめしいとも、古風ともとれる名前だった。

　とはいえ、ひとつの世界の運命を賭かけるというその深刻な本質に比べれば、いともささやかな戦いでもあった。

　それはそうだろう。

〈協会〉と、〈螺旋なる蛇オピオン〉。

　ふたつの組織より選せん抜ばつされた魔法使いは、そのいずれも超ちよう一流とはいえ、わずか二十人足らずだというのだ。

　そういう風に戦いを誘ゆう導どうせしめたのが、たったひとりの──本来は魔法使いですらない少年の暗あん躍やくによるものと、誰だれが信じられるだろうか。

　いや、情報として知らされてはいても、真に納なつ得とくできた者はごくわずかだったに違ちがいない。だからこそ、少年の後ろに〈銀の騎き士し団だん〉の騎士総長や〈ゲーティア〉の新しい首領の名前をあげて、すべては彼らの陰いん謀ぼうによるものだという噂うわさもまた、大手を振ふって世界中をまかり通っている。

　しかし。

　ここに、少年の『力』を信じる人たちがいた。

　──奈な良ら・飛鳥あすか。

　古代の王たちが眠ねむる、山やま間あいの土地だ。

　空気すらどこかほんのりと生ぬるく、肌はだにまとわりつくようだ。呪じゆ力りよくがこもったその在り方のゆえ、慣れない人間は、時折目眩めまいや立ちくらみに襲おそわれるという。

　そんな土地の、ある山の中腹に建てられた木造の屋や敷しきだ。

　よくぞこんな山中にと思わせる、和式の建築であった。けして華か美びではないが、建材のひとつひとつに入念な注意が払はらわれていることは、一目で分かった。

　壁かべの艶つや、床ゆかの光こう沢たく、庭のたたずまい──そのすべてが、この屋敷の経てきた年月を、雄ゆう弁べんに物語っている。こうした建物は、単に金にものを言わせれば造れる、というものではない。そしてある種の魔法使いであれば、その呪的な意味にも気づいたであろう。

　そして。

　その長い廊ろう下かを、大おお柄がらな男がばたばたと足早に渡わたってきたのだ。

　二メートル近い身長で、顔の真ん中に見事な獅し子し鼻ばなが居座っていた。肩かたに盛り上がった筋肉など、ゆったりとした和服ごしにもそのカタチが見てとれるほどだ。鬼おににも見間違えそうなその貫かん禄ろくと裏腹に、実はまだ十九歳ばかりの少年だった。

　いや、もう青年と呼ぶべきか。

　紫し藤とう辰たつ巳み。

　そう呼ばれる巨きよ漢かんは、この春に大学生となり、神こう戸べの地方大学へ進学していたのだ。この葛かつら城ぎ家での守もり人としての修しゆ行ぎようと並へい行こうし、不ふ釣つり合いなほど小さなシャープペンシルを握にぎって受験勉強に励はげんできたことを、見てきたものだけが知っている。

　庭に面した一番大きな部屋の前で止まり、がらり、と大きな手で障子を開く。

「……いつきが来たって、ホントか!?」

　開口一番、辰巳はそう尋たずねた。

　相手は部屋の中央に座った、巨漢の三分の一もなさそうな老ろう婆ばであった。

　上品な絣かすりの和服を着こなした姿はごく小柄なのに、辰巳にもまったく劣おとらない不思議な存在感を持ち合わせていた。

「……辰巳。もう少し静かにならないのか」

　眼光鋭するどく、ちらと視線だけをやって、老婆──葛かつら城ぎ鈴すず香かが言う。

「や、その、今急に聞いたばっかりで寝ね耳みみに水で……」

「……まあ、いいだろう」

　その言い訳に、わずかに顔をしかめて、鈴香が首を縦に振る。

　それから、ゆるりと視線を外の庭へ移した。

「残念だが、あの子ならもう帰った。あたしと弓ゆ鶴づるに会って、最近の霊脈レイラインの調子を訊きいただけで、そそくさと出て行ったよ」

　後に出てきた名前は、葛城家において、今霊脈レイラインの守もり人をつとめる者の名前であった。

　橘たちばな弓鶴。

　一昨年の冬、葛城家に伝わる鬼の呪のろいを一身に受けて、消え去ろうとした青年だ。

　いつきの妖精眼グラム・サイトと辰巳の奮ふん闘とうによって、破は滅めつしかけていた彼はぎりぎりで救われた。その後、自らの身に受けた呪いを浄じよう化かするためもあって、この一年半ほぼ屋敷に蟄ちつ居きよの身であったものが、ようやっと動けるようになったのだ。

　ただ静かに呪いを浄化していくだけの一年半は、呪いに内臓を腐くさらせていった過去の年月にも劣らぬほど厳しいものであった。

「……もう、行っちまったのか」

　辰巳が、しかめっ面つらで言った。

「あいつ、せめて俺と香かおりにぐらい挨あい拶さつしていけばいいのに」

「今や、あれは魔術世界全体の焦しよう眉びの的だ。一カ所に長くとどまってはおれまい。まして、もう数日で魔術決闘フエーデの開始日だろう」

　諭さとすでもなく、老婆は淡たん々たんと口にする。

　辰巳も、長くは愚ぐ痴ちらずにため息をついた。

「なんか、えらい遠くまで行っちまったみたいだな」

「かもしれん」

　老婆が、首しゆ肯こうする。

「〈協会〉自体の魔術決闘フエーデを仕切った人間など、古今東西に聞いたことがない。相手をつとめるのが、その〈協会〉の会議を蹂じゆう躙りんした結社、〈螺旋なる蛇オピオン〉とくればなおさらだ。──たった今を切り取るならば、〈アストラル〉は葛城家よりも重要度の高い組織だろう」

　日本はおろか、東洋全体でもトップクラスの地位を握る葛城家。

　その家の当主をつとめる老婆──葛城鈴香なればこそ、重みのある台詞せりふだった。

　しかし、辰巳はその言葉に含ふくまれた、別のニュアンスに眉まゆをひそめた。

「だったら、何だよ」

「魔術決闘フエーデの両者に対して、あまりにも〈アストラル〉は小さすぎる」

　老婆が、言う。

「大魔術決闘グラン・フエーデだったか。果たしてこの魔術決闘フエーデが終わるまで、〈アストラル〉はもちろん、あの少年も無事でいられるかな」

「…………」

　沈ちん黙もくが、部屋に広がった。

　それから、

「ああ、仕方ねえ！」

　ばりばりと頭を搔かいて、巨漢は立ちあがった。

　老婆が、つられて顔をあげる。

「どうした？」

「追っかけてくる！　駅まで遠いんだし、まだ間に合うかもしれねえだろ！」

　明るい声で口にして、そのまま大きな背中は、廊下の向こうへと消えていったのだ。

　どたどたどたと、騒さわがしい足音がすぐに遠ざかっていく。先に老婆が言った注意など、欠片かけらも覚えていないようだった。

「…………」

　しばらく、老婆は動かなかった。

　畳たたみの中央で正座したまま、くくっと低く喉のどを鳴らした。

「馬ば鹿か者ものが」

　なぜか、その声は淡あわく笑っているようにも聞こえたのだった。




　　　　＊




　──時間と、場所は移る。




　夜である。

　今度は、海の近くだった。

　空にぽっかりと浮ういた月が、闇やみ色の水面みなもを照らしあげている。




　ざざざ　ざざざ

　ざざざ　ざざざ

　ざざざ　ざざざ




　波の音が遠く、近く。

　寄せては返し、返しては寄せて。

　その繰くり返しに乗じて、何かまったく別のものも持ち込まれてくるような──持ち去られてしまうような──そんな感かん慨がいを覚えさせる音だった。朧おぼろな月光と、周囲にこびりついた磯いその香かおりもあいまって、この港一帯が遠い異世界のようにも思えてしまうのであった。

　女の影かげが滑すべり寄ったのは、そうした港の端はしに建てられた、小さな倉庫だった。

　とある貿易会社の名前で借りられた倉庫なのだが、その実情は普ふ通つうに考えられる貿易商のものとは程ほど遠い。

　女の風ふう貌ぼうも、そうだった。

　まるで夜に同化してしまいそうな、黒ずくめの衣い装しようを女は纏まとっていたのだ。

　喪も服ふくを思わせる黒服と、黒い手て袋ぶくろ。この蒸むし暑さにかかわらず、顔の上半分もきめこまかなヴェールで覆おおっていた。それでいて汗あせひとつ搔いていないのは、この女もまた普通の人間とは異なった『何か』である証しよう拠こだ。

　彼女にとっては、数週間ぶりに戻もどる我が家であった。

　世界にいくつも持っている商売用の拠きよ点てんの中で、最も小さくて、最も落ち着くのがこの倉庫だったのだ。

　ポストに入っていた大量の郵便物の中から、ある手紙を見つけて、女は軽く首を傾かしげた。

「……あら、若社長がいらしてたのねぇ」

　可か憐れんな声で、囁ささやいた。

〈トリスメギストス〉首領、ディアナ。

　月の女め神がみの名を持つ彼女は、多くの魔ま術じゆつ結社に呪物フエテイシユを供給することを生業なりわいとする呪物商人であった。魔術世界全体の慌あわただしさもあって、彼女のような商売は重宝されることとなり、この二ヶ月ばかりは目まぐるしいまでの忙いそがしさに襲おそわれていたのだ。

　それも、数日後に大魔術決闘グラン・フエーデを控ひかえて、一いつ旦たんは落ち着いていた。

　倉庫には簡単なキッチンなども用意されており、そこでハーブティーをつくりながら、ディアナは封ふう筒とうから便びん箋せんを取り出す。

　一枚目をゆっくりと読みながら、

「……〈アストラル〉も、忙しそうなことねぇ」

　ヴェールの下で、女は目を細めた。

　ひどく懐なつかしそうで、いたわりに満ちた眼まな差ざしだった。

　自分自身のことよりも、その相手のことの方がよほど気になると──そういった感じの声こわ音ねであった。

　それだけ長いこと付き合っている客だったのだ。

　自分の結社としても、向こうの会社としても、先代からの仲である。ディアナが小さかった頃ころ、向こうの先代社長に何度となく世話になったことを、まだ彼女は忘れていない。

　今の若社長になってからも、その付き合いは絶えず、むしろつながりは濃こくなっていた。

　魔術結社の首領と呪物商の付き合いというよりも、それはもっと当たり前で、少し笑ってしまうような関係であった。

　なんとなく、あの若社長のことを、ディアナは年の離はなれた弟のように思っていたのだ。

（……無茶で、無む鉄てつ砲ぽうで、心配ばかりかけさせる弟ですけれどねぇ）

　唇くちびるを、ほころばせてしまう。

　あの少年のことを思うとき、ディアナはなぜか優やさしい気持ちになってしまうのだった。

　二枚目の便箋に移ったところで、ふとその指が止まった。

「────？」

　ヴェールの下で、眉び宇うが寄せられる。

　手紙の内容に、不ふ吉きつなものがあったわけではない。

　しかし。

「これだと……まるで……」

　その言葉の続きは、潮しお騒さいにかき消されたのであった。




　　　　＊




　──再び、舞ぶ台たいは変わる。




　今度は、夕暮れ。

　町中の、小さな神社であった。

　どんな町にもひとつかふたつはありそうな、古ぼけた社やしろだ。なんでも歴史自体は相当古いらしいのだが、知名度は極きわめて低く、つい数年前までたまの祭りを除いてほとんど住民も寄りつかなかった場所である。

　朱しゆ色いろの鳥居には、そっけなく蔵くら名な神社とのみ書かれている。

　その神社の裏で、神職用の狩かり衣ぎぬを纏まとったおよそ十六歳ほどの少年が、口を開いたのだ。

「彼が来たというのは──本当ですか？」

「ああ、一時間ほど前だったぞ」

　よっこらせと、縁えん側がわから巫女みこが身を起こしながら言う。

　なんともざっくばらんな態度は、巫女という言葉にはふさわしくない。実際、彼女の地位は巫女ではなく、現代でも珍めずらしい女おんな神かん主ぬしであったのだ。

　長い髪かみを夕ゆう陽ひの色に染めて、その肩かたには物ぶつ騒そうな直刀までも担かつがれていた。

　剣けん神しん・経フ津ツ主ヌシノ神カミを祀まつる、この神社の神かん宝だからである。当然、法的な所持許可も出されている貴重品なのだが、女神主──御み凪なぎ鎬しのぎは、かなり適当に扱あつかっている節があった。

「兄さんは、ちょうど商店街で夏祭りの打ち合わせに出てたろ？　だったら別にかまわないってんで、あたしが応対した。まあほれ、兄さんが正式な神主になったといっても、あたしの神主の地位が無くなったわけじゃないしさ」

　兄さん、と女神主は言う。

　女の年はまず二十歳はたちは超こえている。そこからすれば、血のつながってない兄きよう妹だいかとも思われるが、そういうわけではなかった。

　少年神主──御凪諸もろ刃はは、かつてある事情から、魔術の眠ねむりについていたのだ。

　その結果、九年もの間年をとることもなく、この社しや殿でんで横たわっていることとなった。髪も爪つめも伸のびず、昔の面おも影かげだけをずっと留とどめた兄の隣となりで、女神主たる御凪鎬はひとりこの神社を切り盛りしていたのだ。

　それを助けたのが、〈アストラル〉の貸し出し魔法使いレンタルマギカだった。

　もう、二年も前のことである。

　九年前の姿の兄は、当然いろんな場所で怪あやしまれたわけだが、幸いもともと童顔だったこともあって、なんとかかんとか誤ご魔ま化かせていた。この二年で成長したこともあって、今はほぼ問題なく蔵名神社のもうひとりの神主として認にん識しきされている。

「つか、あいつらもすぐ近くに住んでんだから、もっとしょっちゅう来ればいいのにさ」

　鎬が唇をとがらせる。

「まあ仕方ないでしょう。こんな末まつ端たんでも、彼らの噂うわさは聞こえてくるぐらいですからね」

　言いながら、諸刃はあの魔術結社の首領のことを思い出していた。

　自分たちが貸し出し魔法使いレンタルマギカを借りたのは、あの少年が二代目社長を継ついで間もない頃だった。

　今から考えると、ずいぶん印象が変わったものだと思う。なにしろ当時の少年伊庭いつきは、魔術の存在そのものに戸と惑まどっており、一刻も早く社長業をやめてしまいたい、と口走るほどだったのだから。

　まさか、その少年がここまで魔術世界に深く食い込むとは、誰だれにも予想出来なかったろう。

「で、彼はなんと？」

「いや、うちの神様の具合を訊ききに来ただけ。アフターサービスだってさ」

「アフターサービス……？」

　言葉自体は、不思議じゃない。

　あの魔術結社は会社という形態を取っているのだから、そういう業務もやるだろう。

　そうでなくてもお節せつ介かいな性質タチで、祭りの時季になるといつも顔を出して、何くれとなく手伝ってくれていた。こちらもできる範はん囲いでは助力しているが、到とう底てい釣つり合っているとは思えない。

　その少年が、わざわざアフターサービスと断った理由を思い、諸刃は暗い顔になったのだ。

「それじゃあ……」

　続く言葉を、少年神主は吞のみ込んだ。

　言こと霊だま、という。

　口から出した言葉は現実になるという神しん道とうの信しん仰こうが、少年神主を黙だまらせたのだ。

　だから、怪け訝げんそうに振ふり返った妹をおいて、諸刃はぎゅっと唇くちびるを嚙かみ、夕暮れの光を浴びながら思った。

（それじゃあまるで……もう会えないからって、そう言ってるようじゃないですか）
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　　　　１




　馬ば鹿かみたいに暑い日差しの中で、梢こずえのそよぐ音だけが爽さわやかだった。

「うっおおおお、死ぬ死ぬ死んじゃう。暑さで死ぬ焦こげる焼ける爛ただれる縮れる滅ほろびるーっ！」

　そして、まったく爽やかでない声が、オープンカフェにこだましている。

　夏休みだというのに、学生服を着た一団であった。

　もちろん店外に届くクーラーの冷気程度では、今年の暑さを乗り切れるはずもなく、冷たいオレンジスムージー片手に、そこらでもらった団扇うちわもばたばた煽あおいでいるのだった。

「いいから山やま田だは黙って食べればいいと思う」

「こ、この！　一年ばかりでちょっとイケメンになったと思って、いい気になりやがって！　去年からバンバン休みやがったの、姉貴がとりなさなかったら、補習ですまなかったって分かってんだろうな！」

　嚙みつくように、碁ご盤ばん顔の山田が机を叩たたく。

　いつきの自じ称しよう親友で、小学生時代からの付き合いだ。

　受験を控ひかえ、物理部の部長の座も後任に譲ゆずり渡わたした状態らしい……のだが、受験勉強をしている様子は欠片かけらもなかった。もともと実務をやっていたのはほとんど副部長だということもあって、山田の遊び放題に拍はく車しやがかかっただけにも思える。

　もちろん、その目の前にいるのは、伊い庭ばいつき本人だった。

「……というか、山田もその補習に参加してたのは、どういうわけ？」

「親友に付き合ってやろうっていう甲斐かい性しようだろう！」

「それ絶対違ちがうと思う」

　眼帯もなくなって、すっきりした顔のいつきが、呆あきれた風にかぶりを振ふる。

　すると、

「山田くんは英語と古典関係の点数が全然足りてないって、だいぶ前から苫とま小こ牧まい先生がぶつぶつ言ってたもの」

　くすくす、とこちらは委員長の功刀くぬぎ翔しよう子こが笑う。

　おさげのよく似合っていた少女は、少し前から髪かみを下ろし、セミロングにしていた。何かしら心機一転するような出来事があったらしいのだが、詳くわしいところはいつきも知らない。ただ以前よりも綺き麗れいになったと、そんな感想を抱いだいていた。

「ば、ばらすなよ！」

「いや、功刀さんに言われる前から分かってたし」

「だから、最近のイバイツの突つっ込みはクール過ぎなの！　こう、もうちょっとひっくりかえるぐらいのリアクションを見せてよ！」

「そ、そう言われても……」

　ここは以前のいつきっぽく、口ごもってたじろいだ少年に対して。

　山田は、急に興味を失ったようにくるりと振り返って、言い訳を始めたのだ。

「あ、あ！　もちろん穂ほ波なみさんとアディリシアさんは特別なんで！」

「……ありがと」

　ややはにかんだように、栗くり色いろの髪の少女がそっとうなずいた。

　穂波・高たか瀬せ・アンブラー。

　着ている衣い装しようこそ皆みなと同じ夏服だが、印象はぐっと大人びていた。浮うかべた微び笑しようが、ひどく柔やわらかかったせいかもしれない。ロンドンを中心に、〈協会〉のもとで過ごした一年近い時間は、少女をどのように変えたのだろう。

　それから、

「というか、私とホナミはちゃんと休学届けを出してましたし、補習は形式上私たちの学力を確かめただけですわ。功刀さんに至っては、単に私たちに付き合ってくださっただけですし」

　同じテーブルについていた、三人目の少女がため息をつく。

　金きん髪ぱつの縦ロールも麗うるわしく、翠みどりの瞳ひとみはなお美しい。

　ごく普ふ通つうのソフトドリンクが、この少女の白い指に持ち上げられると、極ごく上じようの葡萄ぶどう酒しゆのように見える。単なる美び貌ぼうによるものではなく、少女の挙きよ措その底に積み重なった歴史と洗練こそが、そんな錯さつ覚かくを周囲に感じさせるのだ。

　無論、アディリシア・レン・メイザースその人であった。

　ついさっき山田が言った通り、夏休みの補習を機会として、ほぼ一年ぶりでクラスメイトたちが一堂に会していたのだった。

「……でも、会えて良かった」

　にこにこと、功刀が笑え顔がおを見せた。

「たかが一年でしょう？　もともと私たちは転校生ですし、これぐらいの期間日本を離はなれるのも、そう珍めずらしい事じゃありませんわよ」

「それでも嬉うれしいに決まってるでしょ。友達なんだもん」

「そ、そう」

　功刀から素す直なおな笑顔を向けられて、アディリシアが言葉を濁にごす。

　いつきの場合でもそうだが、案外こうした真っ直すぐな感情の発はつ露ろに弱い少女である。

　にんまりと笑って、穂波がアイスクリームからスプーンを持ち上げる。

「アディは、そういう照れ隠かくしをするとこ、結局直ってないんやね？」

「あ、あなたこそ、いつもそうやってからかってばかりで！　もう少しぐらい性悪を直そうとは思いませんでしたの！」

「残念ながら、直すようなところが見つからへんかったから」

[image: ]

「また！」

　ぎゅっと顔を寄せ合い、視線の火花を散らすふたり。

「ちょ、ちょっとふたりとももうちょっと落ち着いて」

「いっちゃんは黙だまってて！」

「イツキは黙っててくださいませ！」

　ついでに、ぴしゃりと撥はねつけられるいつきも含ふくめて、一年前まで何度も何度も見せられてきたようなやりとりであった。

　その光景に、山田がちょっかいをかけて弾はじき出され、功刀がくすくすと笑ってなだめるあたりまで予定調和。誰だれもの表情が忙いそがしく移り変わり、笑い声と怒ど鳴なり声と困った声とがかわりばんこに交こう錯さくする。

　何も変わらない。

　何も変わっていない。

　一年の時間は彼らを見違えるほど成長させたけれど、その関係性までつくりかえてしまったわけではない。そのことが嬉しくて、楽しくて、ほんの少し切なくて、彼らは夏の暑ささえも忘れてはしゃぎあった。

　それから、もう一時間ばかり学校やゲームや受験の話をして、解散となった。

「じゃあ、またな！」

「また、二学期に」

　山田と功刀が連れ立って去っていく。

　ふたりとも同じ予備校に通っているらしく、これから授業らしかった。もっともクラスは功刀が一番の進学校コースで、山田が地元の中ちゆう堅けん狙ねらいだそうだから、これまた似合いの組み合わせと言える。

　その背中を見送ってから、ふと穂波が口を開いた。

「……あれで、良かったん？」

「うん、あれでいいんだ」

　答えたのは、いつきだった。

　少年はどこか苦く、どこかさっぱりした顔をしていた。

「この夏休みだけ、布ふ留る部べ市しから避ひ難なんしてもらうっていう手もありましたけれど？」

「今回の魔術決闘フエーデの影えい響きようは布留部市だけにとどまらないもの。ちょっとだけ避難してもらってても仕方ないよ」

「……そやね」

　アディリシアといつきの言葉に、同じテーブルに座った穂波がうなずく。

「これで、学生ごっこも終わりかな」

　背せ伸のびして、小さく呟つぶやく。

　それから、

「ごめん、噓うそや」

　と、すぐに訂てい正せいしたのだ。

「終わりやない。あたしはここに戻もどってきたい。いっちゃんともアディとも、山田や功刀さんとも、もう一度ここに戻ってきて馬ば鹿かみたいな話をしたい」

「僕も」

「私も、ですわ」

　いつきと、アディリシアがうなずいた。

　そんなふたりに、穂波はいくらか挑ちよう発はつ的な声こわ音ねで続ける。

「今回、〈アストラル〉と〈ゲーティア〉は審しん判ぱん役やもんね。──どういう結果を望んでるんかは知らんけれど、あたしは全力でやらせてもらうから」

「当然ですわ」

　微び笑しようするアディリシアとともに、それぞれの誇ほこりと敵てき愾がい心しんを張り合わせる。

　そのときだった。

「いつき」

「お兄ちゃん社長！」

　路地の向こうから、ふたりの声がかかったのである。

　とりわけ、後者の呼こ称しようでいつきを呼ぶ者はひとりしかいない。

　ラピスとみかんが、迎むかえに来たのだ。

　こちらのふたりも、また少し背が伸びたようだった。みかんは巫女みこ装しよう束ぞくで、ラピスは黒いツーピースのいつもの格好。ただ、どちらも衣装の袖そでや襟えりに〈アストラル〉の社章をつけていた。

　その隣となりにはオルトヴィーンと、中空に浮ふ遊ゆうした黒くろ羽はもいる。

　ふ、と少女の顔が、隣を向いた。

「穂波お姉ちゃん」

「穂波さん」

　みかんと、黒羽だった。

「…………」

　返事は、しない。

　その気持ちが分かっているのか、オルトヴィーンも穂波には声をかけなかった。〈学院〉時代からの古い後こう輩はいであるからこそ、ルーン使いの少年は最も少女の気持ちを汲くみ取れたのかもしれない。

　と──

「──穂波さん」

　ちょうど反対側の路地からも、別の声が生まれたのだ。

　穂波が振ふり返る。

　そちらには、猫ねこ屋や敷しきと影かげ崎ざきが立っていたのである。

「……にあ」

「にゃあ」

「うにゃあ」
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　スーツ姿になった猫屋敷は、しかし変わらずに四匹ひきの猫をまとわりつかせ、影崎の方は何の感情も窺うかがえぬ異い貌ぼうのままで、ともにこちらを見み据すえていた。

　夏の日差しを受けて、色いろ濃こくアスファルトに刻みつけられる両陣じん営えいの影。

　ある意味で、象しよう徴ちよう的な光景だったかもしれない。

　かつての〈アストラル〉と、今の〈アストラル〉と。

　憎にくしみでも敵意でもなく、ただ静かに澄すんだ信念を抱かかえて。

「じゃあ、また」

「またね」

「また会いましょう」

　手を振って、穂波は猫屋敷たちと、いつきとアディリシアは〈アストラル〉の皆みなと合流して背を向けた。

　昔のような別れ。

　明日にはまた会うかのような、さりげない言葉。

　しかし、三人の言葉には、無言の意味が含ふくまれていた。




　つまり──ここから先は、魔術の時間マギ・ナイトなのだと。




　　　　２




　ごぅん、ごぅん、と低いエンジン音が聞こえていた。

　電車や飛行機のそれとは違ちがう、極きわめてゆったりとしたリズムの音である。夏の入道雲と青空を過ぎていく独特な音は、聞く者の胸を躍おどらせる。きっとそれは、初めて人類が空を飛んだときの、思い出の音につながるからだ。

　飛行船。

　布留部市──というよりも、関東地方全体を預かる〈協会〉の支部であった。

　歴史的に、〈協会〉は極東における影えい響きよう力が低く、結果として有力な霊れい地ちや霊脈レイラインを抱えるより、こうした自由度の高い拠きよ点てんを設けることとなったのだ。

　しかし、この支部が、これほど重要人物を数多く迎えたことは初めてだろう。

　そして、おそらく二度とはあるまいとも思われた。

　時間は、正午の少し前。

　飛行船のゴンドラの、小さな一室だった。

　品のよい調度を飾かざられたその部屋の壁かべ近くに、いつきはひとりで座っていたのだ。

「……はあ」

　少年はスーツの胸を押さえて、何度か深呼吸した。〈アストラル〉の皆は一足先に会議用の部屋へと移動している。このゴンドラでも一番大きな部屋だが、今回に限っては小さすぎたかもしれない。

　会議の開始まで、後十分少々であった。

（……もう、始まっちゃうんだ）

　そう、思う。

　もうすぐ始まる会議には、多くのものがかかっている。

　自分だけではない。まったくもって、それどころではない。この数年、魔ま術じゆつ世界を騒さわがせてきた事件が、この会議でひとつの決着点を示される。

　──いや、自分が示さねばならないのだ。

「…………」

　心臓が高鳴るのを、感じる。

　恐きよう怖ふはある。怯おびえもある。だけど、それとはもっと別の、身体からだ中が震ふるえだしてしまいそうな高こう揚よう感も感じていた。

「……はは、武む者しや震ぶるいっていうのかな、これ」

　呟つぶやいて、思った。

（穂波が聞いたら、笑うかな？）

　脳のう裏りに浮うかぶのは、二年前のこと。

　初めて出会ったときの──実際は十年ぶりの再会であった、あの公園での出来事。何度となく甘さをたしなめられ、社長としての不出来を怒おこられていた日々を、少年はひどく懐なつかしく思い出す。今から思えば、単に右目で呪じゆ力りよくが見えるだけの素人しろうと相手に、穂波はどれだけ我が慢まんしていたことか。

（ホントに、どうしようもなかったなあ）

　苦く笑しようする。

　逃にげだそうとしたことだって、一度や二度ではない。魔法だけではなくそれに関かかわる人々や建物だって、昔のいつきからしてみれば恐怖の対象でしかなかったのだ。いかなる神秘も見通す少年の瞳ひとみは、いかに魔術が世界を汚お染せんする代しろ物ものか、容よう赦しやせずにすべて伝えてきた。

　それでも今、ここにいる。偶ぐう然ぜんの重なりだけではなく、自分自身の意志をもって選せん択たくした結果として、大魔術決闘グラン・フエーデの管理役さえ買って出た。

　自分は、成長できたのだろうか。

　それとも、ただ単に、世間ずれしてしまっただけだろうか。

　多分、その問いに答えなどない。分かってはいても、つい考えてしまった。会議がいかなる結果に終わっても、これまでの道程を裏切らない自分で在りたかった。

　そんなことを、考えているときだった。

　急に、扉とびらが開いたのだ。

　そこから入ってきた人ひと影かげに、少年は二度瞬まばたきする。

「……どなたです？」

　と問うたのは、これまで何度か設けられてきた〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の会議でも、見たことがない顔だったからだ。

「あ、あ、ああ」

　と、相手はどもり気味にうなずく。

　白人の、小太りの男であった。

　年ねん齢れいは三十そこそこか。緑色のスーツはなかなかの仕立てなのだが、ぽっこり突つき出たおなかと、いかにも挙動不ふ審しんな雰ふん囲い気きがそれを台無しにしている。落ち着かなげに周囲を見回してから、男はぎゅっと両手を握にぎりしめて、こちらへ口を開いた。

「き、ききき、きみが伊庭いつき君かい？」

「え？　あ……はい」

　何度か瞬きしてうなずくと、相手は思い切り両手をバンザイの格好に振ふり上げたのだ。

「わわ、わ！　す、すす、すごい！」

「は、何が？　ふわっ!?」

　いつきが戸と惑まどったのも、当然だ。

　泡あわでも吹ふき出しそうな勢いで乗りだし、感動に打ち震えた様子で、小男はこちらの手まで摑つかんできたのである。

「あ、あああ、あ、あ、ほ、本物だ！　す、すごい、すごいな。き、きみが、〈アストラル〉の、に、に、二代目社長なん、だ、だって！　す、すごく、活かつ躍やくしてる、る、る、るのを、い、いろいろ、き、聞いたよ！」

「え、え、えっと……その、ま、待ってください！」

　思わず、こちらもどもりつつ、ふるふるとかぶりを振る。

　そもそも、この男は誰だれなのか？

　まったく関係ない人物がこの飛行船にいるわけがない。だが、〈協会〉にしても〈螺旋なる蛇オピオン〉にしても、どこか似合わない男であった。いっそ敵意ならともかく、こんな感情を示されると、どう対応していいものかまったく分からない。

　そう迷っているところに、

「──あなた、自己紹しよう介かいしてないわよ」

　もうひとりの人影が、部屋へ入ってきたのだ。

　チャイナドレスを纏まとった女であった。

　切れ長の目が印象的な、いかにも大人の雰囲気を纏わせた美しい女である。その白い手にそっと肩かたを触ふれられると、小男は雷かみなりに打たれたみたいにびょんと後ろへ跳とんだ。

「ご、ごご、ごめん」

　まずは謝罪してから、言葉を継つぐ。

「はは、は、初めまして。きょ、〈協会〉所属の、の、ぎょ、ギョーム、む、む・け、ケルビーニ、に、に、と言いま、ま、す」

「ギョーム・ケルビーニさん？」

「は、はい！」

　こくこくと、何度も嬉うれしそうに小男がうなずく。

　それから、隣となりに佇たたずんだ女性も一礼した。

「初めまして。妻の劉芳蘭リウ・フアンランと申します。夫はあなたのファンでして、会うのを楽しみにしてましたのよ」

「ふぁ、ファン!?」

　聞き慣れない単語に、大きくのけぞるいつきである。

「なな、なんですかそれ！」

「不思議かしら？　あなたがこの一年であげてきた功績は魔ま術じゆつ世界全体を見回しても、ほとんど類例がありませんわ。公然と口にするかどうかはともかくとして、憧あこがれる人間がいることはそれほどおかしくないでしょう？」

「え？　ええと……その」

　女の言うことも分かる。

　分かるが、かといってそのまま吞のみ込めるものでもない。一体何が起きているのかと、ただただ戸惑うばかりだ。

　そんな少年に、女──芳蘭も淡あわく微び笑しようした。

「私もあなたには興味がありました。……先代の〈アストラル〉には少しだけお会いしたことがありますし」

「先代って、父さんとですか？」

「いいえ。伊い庭ば司つかさ様とはお会いしてません。私が会ったのは隻せき蓮れん氏と入社直前の猫屋敷さんですわね」

「入社直前の、猫屋敷さん……」

　ちょっと珍めずらしい感じのフレーズだった。

　現在〈協会〉に派は遣けんされているとはいえ、いつきにしてみれば最古参のイメージが強い猫屋敷である。京きよう都との事件で当時の人となりも知らされてはいるが、改めて入社以前の青年のことを聞かされると不思議な気分になった。

　それと、と前置きして女が続ける。

「後、もうひとり。当時の〈アストラル〉では柏かしわ原ばら姓せいを名乗っていた──私の師、影崎です」

「──え!?」

　その意味を理解するのに、一いつ瞬しゆんの間がかかった。

　過去の〈アストラル〉に影崎が所属していたことは、もはやいつきも知っている。だが、影崎が弟で子しを持っていたというのは初耳だったのだ。

　こっそりと拳こぶしを握にぎり、女の目を見返す。

「じゃあ、あなたは──」

「ええ」

　いつきの言葉に、芳蘭がうなずいた。




「──今は夫と同じく、魔法使いを罰ばつする魔法使いです」




「…………」

　それで、この飛行船に居合わせている理由は分かった。

　魔法使いを罰する魔法使い。〈協会〉直属の実戦部隊ならば、なるほどこの会議には必要だろう。

「か、会議の、の、前に、一度、ど、し、私人とし、して、きみと、会ってみたかった、た」

　小男のギョームが、少し申し訳なさそうに言う。

　夫と同じく、と芳蘭は言った。

　ならば、魔術を扱あつかわせれば、このギョームも驚きよう天てん動どう地ちの使い手なのだろう。どちらかがその気になったなら、自分を殺すことなど、いともたやすくやってのけるに違ちがいない。

　その事実を重く嚙かみしめた上で、

「おふたりとも、今日はよろしくお願いします」

　いつきは、できる限り丁てい寧ねいに頭を下げた。

　その態度にギョームがおどおどと両手を振ふり、芳蘭は面おも白しろそうに眉まゆを持ち上げて訊きいた。

「夫ふう婦ふというのは驚おどろかないの？」

「え？」

「たいていの方は夫と私の組み合わせを見ると、不思議そうな顔をしますもの。もっと好こう奇き心しんが強ければ、積極的に尋たずねてきますわね。あなたはそうしないの？」

　すると、少し考えてから、少年はことりと首を傾かしげたのだ。

「えっと……お似合いじゃないかな、と思います」

「あら、嬉しいことを言ってくれるわね」

　芳蘭が唇くちびるに手を当てる。

　少し間をおいて、部屋の入り口を振り向いた。

「──うちの社長に、何の用だ」

　そこに、新たな人ひと影かげが現れていたのだ。

　夏にはあるまじき真しん紅くのコートに、黒い革かわの手て袋ぶくろ。

　目つきも悪く、〈アストラル〉ルーン魔術課正社員オルトヴィーン・グラウツが、魔法使いの夫妻を牽けん制せいしていたのである。

「オルトくん」

「もう会議が始まるからな。迎むかえに来た。案の定つかまってやがったな」

「いやその、ちょっと挨あい拶さつしてただけで」

「黙だまれ。さっさと来い」

　ずかずかと入り込み、少年の腕うでを摑つかんでオルトヴィーンが身を翻ひるがえす。

「じゃ、じゃあ後で」

「ええ、また後で」

　引っ張られながら、片手を振ったいつきへ、芳蘭は微笑を返す。

　そして、荒あら々あらしく扉とびらが閉じられてから、夫へと向き直った。

「……これで良かったの？　あなた」

「……うん」

　ギョームがうなずく。

　自信なげな小男が、こればかりははっきりと口にしたのだ。

「こ、これで、いい」

　自分の、丸まっちい指を見やって、男は言う。




「ぼ、僕はい、伊庭いつき、きと会った。この魔術決闘フエーデに、に使えるか分からない、い、けれど、そのことはき、きっと意味を成す、すはずだよ」




　　　　＊




　飛行船のゴンドラとは思えぬ、豪ごう奢しやな空間だった。

　踝くるぶしまで埋うまりそうな柔やわらかい絨じゆう毯たんが隅すみ々ずみまで敷しかれ、中空には水すい晶しようと紛まごうシャンデリアが飾かざられている。まだ正午だが、古式ゆかしい蜜みつ蠟ろうの蠟ろう燭そくが使われているのは、〈協会〉の伝統ゆえかと思われた。

　その中央に、一辺十数メートルはありそうな長テーブルが配置されている。

　今、そのテーブルにはさまざまな人々が集つどっていた。

　人種も性別も年ねん齢れいも何ら共通点のない──しかし、ある一点において強きよう烈れつ極きわまりない共通点を持つ人々が。

　つまり、魔ま法ほう使つかいたちが。




　向かって右に、〈協会〉の面々。




　──〈協会〉副代表、ダリウス・レヴィ。

　──魔法使いを罰ばつする魔法使い、道術、影崎。

　──同じく魔法使いを罰する魔法使い、魔術系統不明、ギョーム・ケルビーニ。

　──同じく、禁きん呪じゆ、劉芳蘭。

　──同じく、陰おん陽みよう道どう、猫屋敷蓮れん。

　──同じく、ケルト魔術、穂波・高瀬・アンブラー。




　以上の六人が、テーブルの〈協会〉側についた人間であった。




　続いて。

　向かって左に、〈螺旋なる蛇オピオン〉の面々。




　──白き女教皇プリエステス、〈王冠ケテル〉の座セフイラータブラ・ラサ。

　──褐かつ色しよくの肌はだの魔法使い、〈慈悲ヘセド〉の座セフイラー、サタジット。

　──もうひとりの妖精眼グラム・サイト、〈調停テイフエレト〉の座セフイラー、フィン・クルーダ。

　──蒼そう白はくの死霊術師ネクロマンサー、〈永遠ネツアク〉の座セフイラー、メルキオーレ。

　──魔術系統不明、〈尊厳ホド〉座セフイラー、ジェイク。

　──自動人形オートマタの錬れん金きん術じゆつ師し、〈礎イエソド〉。

　──吸きゆう血けつ鬼きの異名持つルーン使い、〈王国マルクト〉の座セフイラーツェツィーリエ。




　以上の七人が、テーブルの〈螺旋なる蛇オピオン〉側についた人間であった。




　そして。

　中央にただひとり座るのが〈アストラル〉の社長。その後ろには〈アストラル〉の社員と〈銀の騎き士し団〉の人間が、彼を支えるように立っていた。




　──伊庭いつき。

　──オルトヴィーン・グラウツ。

　──葛城みかん。

　──黒羽まなみ。

　──ラピス。

　──〈銀の騎士団〉正騎士、クロエ・ラドクリフ。

　──〈銀の騎士団〉騎士総長、ジェラール・ド・モレー。

　──〈ゲーティア〉首領、アディリシア・レン・メイザース。




　以上の八人が、この大魔術決闘グラン・フエーデを管理する側の人間であった。

　つまり、合計して二十一人にものぼる魔法使いたちが、この場には集合していたのだった。




　　　　＊




「……では」

　と、いつきが咳せき払ばらいした。

　緊きん張ちようを解くため、わざとしたものだった。肩かたの力が抜ぬけたかは分からない。ただ、これで話を始めずにはいられなくなった。多分、そうした意図も何人かには気づかれたろうが、かまわない。

　背水の陣じんで、少年は臨のぞむ。

「大魔術決闘グラン・フエーデの、最終会議を始めたいと思います」

「最終か」

　苛いら立だたしげに、〈協会〉の副代表ダリウスが唇くちびるを歪ゆがめた。

「そのわりには、何も決まっていないがな。秘密主義は結構だが、いささか遅おそきに失したのではないか？　せめて決けつ闘とうの形式ぐらいは早々に明かしていた方が、ここまでもっとスムーズにすすんだと思うが」

　少年を睨ねめつける碧へき眼がんには、殺意に一歩足りないだけの気き迫はくがこもっていた。

　とはいえ、実際に苛立っているというよりも、牽けん制せいの意図であることは明らかだった。いつきを牽制することで、会議の主導権を取りに来たのだ。拙せつ速そくをいとわず、先の先から斬きりつけにくるやり方であった。

「ご不快に思われたら申し訳ありません。ただ、あまり早く発表しすぎると、皆みなさんが対策などに使われるコストが、必要以上に膨ふくれ上がると判断したためです」

　するりと、いつきはかわそうとする。

　もっとも、これも言葉の表面だけの意味にはとどまらない。対策などという言い方は、別の内容も含ふくんでいた。つまるところは、魔術決闘フエーデ以前の汚いやり口ダーテイワークだ。

　どのような戦いになるか分かっていれば、〈協会〉も〈螺旋なる蛇オピオン〉も魔術決闘フエーデが始まる前から暗あん躍やくしただろう。場合によっては、事実上の決戦がそこで始まってしまい、大魔術決闘グラン・フエーデという名目自体が瓦が解かいしても不思議はない。

　だから、いつきは決闘の形式を明らかにしないことで──大魔術決闘グラン・フエーデと自らの立場を守ったのだ。

「そうした対策を確実に取れることも、組織としての力量の内ではないか？　先のことを見み越こせぬ結社が魔ま術じゆつ世界の筆頭にふさわしいとは思えないが」

「ええ～？　別に魔術世界のトップ争いをするわけじゃないでしょ？」

　これに口を挟はさんだのは、〈螺旋なる蛇オピオン〉の女教皇──タブラ・ラサであった。

　半はん透とう明めいの白い瞳ひとみで周囲を見やって、純白の少女は微び笑しようする。今日の会議も彼女は霊エーテル体で参加しているのであった。普ふ通つうならば、〈螺旋なる蛇オピオン〉側の方が先にヒートアップしてもおかしくないのだが、いずれも海千山千たる外げ法ほうの魔法使いたちは、彼女に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいをおいているようだった。

「私たちが争っているのは、あくまでいつきくんの目に入ってた呪物フエテイシユ──紅あかい種の所有権だったはずよ？　いつのまに魔術世界の覇は権けんなんかにすりかわったの？　勝手な思いこみはよくないと思うけど」

「そちらこそくだらない詭き弁べんはやめろ」

　ダリウスが、片かた眉まゆをあげる。

「〈螺旋なる蛇オピオン〉の目的は創世とか言ったな。魔法使いが魔法使いらしく生きられる世界をつくるのだと。それが、魔術世界の覇権でなくて何だ」

「結果論よ。それに〈創世〉された世界を支配したいなんて言ってないでしょ？　そりゃ求められたらやぶさかじゃないけど」

　ぷう、と少女は頰ほおを膨らませる。

　一見は、子供と大人のやりとりだ。ダリウスの当然の懸け念ねんを、少女は子供めいた理り屈くつで突つっ返しているようにしか思えない。

　しかし、その内には恐おそるべき意味がこもっていた。

　少女は、以前言ったのだ。

　三ヶ月前のロンドンで、〈螺旋なる蛇オピオン〉の目的を明かしたのである。




　──『〈創世〉よ』

　──『もう、この地球ほしで魔法使いが勝てないことは決定してるわ。たとえ火星だろうが木星だろうが、宇宙のどこにいっても魔法使いは科学に勝てない。物理法則がそうなってるんだもの。……だから、新しい宇宙をつくるの。正確には宇宙になるだろう卵ね』




　荒こう唐とう無む稽けいというなら、これほどの荒唐無稽はあるまい。いかに強大な魔術とはいえ、ひとつの世界を創造してのけるなど、到とう底てい可能とは思えない。

　しかし。

　笑い飛ばすことも、誰だれにもできなかった。

〈協会〉でさえはたして見つかるかという一流以上の魔法使いが集つどい、ひとつの目的に邁まい進しんしているという事実が、ただの妄もう想そうだと断言できないだけの『力』を与あたえていたのだ。

　一体、〈螺旋なる蛇オピオン〉が自らの願いを叶かなえたとき、そこには何が訪おとずれるのか。

「世界をつくるだとか……馬ば鹿かげた扇せん動どうをまだ続ける気か」

「ホントにそう思ってる？　アレに霊脈レイラインいくつ分の『力』がこもってるかは〈協会〉でも調べたんでしょう？　私たちが用意するのは世界をつくる『力』じゃなくて、そのきっかけとなる『力』。科学がほんの短時間ブラックホールをつくりえたのと、たいして変わらないわ」

「どの道、その魔術儀ぎ式しきを始めるのは魔術決闘フエーデが終わった後だろう。紅い種の所有権を認めたところで、その儀式まで許すと思うな」

「──待ってください」

　言葉の刃やいばをかわすふたりを、いつきが制する。

　形式上とはいえ、大魔術決闘グラン・フエーデを管理する少年の言葉に、タブラ・ラサとダリウスはともに口を閉とざした。互たがいに落としどころをはかっていたタイミングに、うまく少年がつけこんだともいえる。そうした──ある種卑ひ怯きようとも言える強さを、少年はこの一年で身につけていた。

「それについて、先に説明することがあります」

「説明？」

　ダリウスの眉み間けんに皺しわが寄った。

　そうすると、機き嫌げんの悪い獅し子しにも見み紛まがった。こちらの身体からだなど一吞のみで嚙かみ砕くだきそうな獰どう猛もう極きわまる金獅子である。実際に強大な呪じゆ力りよくさえ纏まとった視線は、へたな魔眼を凌しのぎそうにも思われた。

　その圧力に耐たえ、いつきはこう続けた。

「……決けつ闘とうにおける前提条件です。今回の大魔術決闘グラン・フエーデに際して、〈アストラル〉は入念に入念を重ね、ある魔法円を市内全体に敷ふ設せつしました」

「何それ？　魔法円？　その魔法円を使った魔術決闘フエーデを行うってこと？」

「いいえ、魔術決闘フエーデ自体には関係ありません」

「じゃあ、何よ。まさか魔術決闘フエーデ前にみんなでお絵かきしてたってわけじゃないでしょ」

「はは、さすがに」

　頰を搔かいてから、少年はうってかわった真面目まじめな顔で告げる。

「この魔法円は、今回の魔術決闘フエーデの勝者に与える賞品です。布留部市に集中した三つの霊脈レイラインと感応し、〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉が行うだろうたいていの魔術に対応できるよう調整してます。──つまり、大魔術決闘グラン・フエーデに〈螺旋なる蛇オピオン〉が勝利した場合、すぐさまこの魔ま法ほう円えんを使ってくださってかまいません」

「ちょ──」

「な……っ！」

　場に、緊きん張ちようが走った。

〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の、双そう方ほうに。

　がた、とダリウスが椅い子すから立ち上がり、机を叩たたいた。

「どういうことだ！　それでは〈螺旋なる蛇オピオン〉への一方的な肩かた入いれだろう！」

「いいえ、魔法円は紅あかい種の穏おん当とうな破は壊かいにも使えるよう仕上げてます。必要なら、もっと別の用よう途とに使っていただいてもかまいませんが──結局のところ、〈協会〉にとっても条件は同じです」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめ、いつきが返す。

　その言葉に、長テーブルの双方で不穏な気配が渦うず巻まいた。

　動どう揺よう、である。

　どちらの勢力も、ここでの決闘をまだ前ぜん哨しよう戦せんととらえていたのだ。たとえ紅い種がどちらの手に落ちようとも、そこから先、〈協会〉が破壊するにしても、〈螺旋なる蛇オピオン〉が目的の儀式を行うとしても、それだけの時間は生じる。最悪、厄やつ介かいな〈アストラル〉は排はい除じよした上で、決着をつけることも可能だった。

　しかし、即そく座ざに儀式が行えるなら、話は変わる。

　いくら〈協会〉や〈螺旋なる蛇オピオン〉が形なり振ふりかまわぬとはいえ、決闘に負けたその場で実力行使というのは難しい。そもそも魔術決闘フエーデに最大の戦力をぶつけている以上、さすがに一日やそこらで補ほ充じゆうできるはずもない。

　ダリウスが、ぎりと磨すりつぶすように歯を嚙みしめた。

「……それは、本当か？　仮に本当だとしても、魔術系統が異なれば呪波干かん渉しようは避さけがたいぞ。その問題をどうクリアする」

「もともと紅い種に蓄ちく積せきされた呪力は、純じゆん粋すいでほかの魔術の色を持たないものです。いえ、僕の妖精眼グラム・サイトの性質からいえば、どんな魔術にも対応できる万色の呪力と言ってもいいかもしれません」

　す、と右目にいつきが触ふれる。

　かすかに──宝石のごとき輝かがやきを残した右目。すなわち、それこそが妖精眼グラム・サイト。

「ほとんどの魔術に対応できることは、もうこの眼めで確かめています。魔法円自体の形式は、既き存そんのそれをぎりぎりまで取り払はらい、最も原始的な範はん囲いにおさめたものです。このあたりは、もともと多くの魔術系統を内包する〈アストラル〉の実績を信しん頼らいしていただければ、ありがたく思います」

　しれっと、少年が自分の結社の実績をアピールする。

〈協会〉や〈螺旋なる蛇オピオン〉に比ぶるべくもないが、この仕事はこの仕事で〈アストラル〉のほかに担になえるものはないのだと、そう納なつ得とくさせるための仕し掛かけ。

「…………」

　ダリウスは理解する。

「……ふうん？」

　タブラ・ラサは最初から知っていたかもしれない。

　伊庭いつきこそ、場合によっては一番の大敵になりえるのだと。

　テーブルに、重い沈ちん黙もくが落ちる。三者の圧力は見事に拮きつ抗こうした。それぞれがそれぞれを認めたからこそ、三すくみの状態となって、言葉はテーブルの中央にくすぶった。

　しかし、

「……いつまで……けほ、引っ張るつもりです……」

　と、喘ぜん鳴めい混じりに問いかける声があったのだ。

　不健康そうな青白い顔で、〈螺旋なる蛇オピオン〉側のテーブルから少年を見上げているのは、〈永遠ネツアク〉の座セフイラー、死霊術師ネクロマンサーメルキオーレ。

　かつてロンドンの霊脈レイラインを操あやつって、洪こう水ずい寸前の豪ごう雨うを起こし、穂波とアディリシアのコンビをひとりで退けた魔法使いであった。

「同感だ」

　さらに、仮面をかぶった錬れん金きん術じゆつ師し、〈礎イエソド〉がうなずく。

　ユーダイクスと同型の自動人形オートマタにして、このメルキオーレとともに昨年ロンドンを襲おそった魔法使いだ。〈アストラル〉にしてみれば、〈螺旋なる蛇オピオン〉という組織の実力を初めて味わった事件でもあった。

「魔術決闘フエーデの諸条件を、早急に開かい陳ちんすべきだと提案する。でなければ始まらん」

「ふうん。〈螺旋なる蛇オピオン〉はずいぶんせっかちなんやね？　そんなんやから、変な革命じみた力ちから業わざに出てるわけ？」

　穂波が、そこに口を挟はさむ。

「革命が必要だというなら」

「勝手な必要性を訴うつたえて、何もかもひっくり返そうとするのは、むしろ詐さ欺ぎ師しの手口やと思うけれど」

　少女も一歩も退ひかず、〈螺旋なる蛇オピオン〉の陣じん容ようをひとりずつ見つめる。

「だいたい、あんたらの言う〈創世〉の結果、今の世界がどうなるかは分かってるん？　科学がブラックホールをつくったときやって、地球が壊こわれるんやないかって危き惧ぐした人らはいた。もちろん、それは杞き憂ゆう以外の何物でもなかったけれど、あんたの場合は、杞憂やって言い切れるの？」

　それは、まさしく〈螺旋なる蛇オピオン〉の目的にまつわる、最大の不安であった。

〈創世〉。

　その結果として、何が失われるのか？

　魔ま術じゆつの原則は等価交こう換かんである。新しい世界をつくるための代だい償しようとは、まさしく今の世界そのものではないのか？

「ソレ、言い切る必要ッテ、あるんデス？」

　隣となりで、三連の金ネックレスをつけた白人が、オーバーに両手を持ち上げる。

　蒼あおい派手なサングラスをつけ、指には大ぶりの宝石がついたいくつもの指輪をはめて、白シャツの胸きよう襟きんを大きく開いた二十代後半ほどの巨きよ漢かん。

　魔術系統不明、〈尊厳ホド〉の座セフイラー、ジェイク。

「何やて？」

「魔法使いは、ソモそも世界なんてどうでもいい者たちデショウ？　言ってみれば、〈創世〉の結果、今の世界がどうなろウが、魔術ノ進歩にさえツナガレバいい。今の君ノ発言は、まさシク〈協会〉の腐ふ敗はいをあらわしてルんじゃナイデスカー？」

　軽い口調で、しかしけして冗じよう談だんなどではなく、ジェイクは言ってのける。

　彼らは、こう告げているのだ。

　──それがどうした、と。

　自分たちの〈創世〉の結果、今の世界がどうなろうが知ったことではないと。

「……にあ」

「にゃあ」

「私たちも、今の世界に依い存そんして生きていることに、変わりはないと思いますが」

　式しき神がみたる黒くろ猫ねこと白猫──玄げん武ぶと白びやつ虎この頭を撫なでながら、猫屋敷が言う。

　眼鏡めがね越ごしに、うっすらと開かれた瞳ひとみが、ジェイクと名乗る魔法使いを見定める。魔法使いを罰ばつする魔法使いとなってから、眼鏡とスーツで身を鎧よろうようになった青年は、一層その鋭えい利りさを増したようだった。

「だカラ、その依存関係自体ヲ破は棄きしようっていうノガ、魔法使いってモノじゃないんデス？」

「それは──」

「……いいえ」

　抑よく揚ようのない声が、会話の流れを否定した。

　何の個性もない、いっそ薄うすら寒いほどの平板な声こわ音ね。おおよそ魔法使いとは、自らの個をもって、世界という全に抗あらがう在り方であろうに、そうした個性を一いつ切さい感じさせない相手。

　何の強制もせず、しかし全員の視線を集めて、男は言う。

「すべての魔法使いがそうだと、思わない方がよろしい。西洋圏けんの魔術に、支配と被ひ支配の関係が多いのは認めますが、必ずしもすべての魔法がそうなわけじゃありません」

「ハハハ！　これハ面おも白しろイ。確かニ、我ラの魔術は西洋圏の方が多イデスネ！　つまり、あなたのような仙せん人にんデアレバ、まったく別ノ考え方ガあるというコトデスカ!?」

　ブルーのサングラスにその相手を映し、ジェイクは大いに肩かたを揺ゆらした。

　影崎。

　魔法使いを罰する魔法使い。

　それは世界中に散らばって、魔術結社たちを監かん視しする〈協会〉の精せい鋭えいたちの名だ。抑よく止し力たる彼らは安易に管理地を離はなれられなかったため、この大魔術決闘グラン・フエーデですら半分も集められなかった。──だが、このひとりだけでその不足を埋うめるに足ると、誰だれもが納なつ得とくさせられる異い貌ぼうの悪魔。

　単純な『力』だけを問うならば、テーブルに並んだ〈協会〉の陣容でも、彼こそが最強であろう。

　いや。

　この会議に参加した、あらゆる魔法使いと比ひ較かくしても。

　あるいは──ここにいるすべての魔法使いを足し合わせたとしても？

「ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ！」

　大きく、ジェイクが笑った。

「ズット楽しみにしてたんデスよ！　あなたとコウシテ向かい合うのヲ！　京都ノ時ハ、フィンとコウシンにとられちゃいマシタカラネ！　どうデスカ!?　もう少しグライ手の内を見せてみまセンカ!?」

「……ご要望とあれば」

　ちら、と影崎の視線が隣へ向いた。

　つまり、自らの主あるじ──ダリウス・レヴィへと。彼の許可さえあれば、最強の魔法使いはいつなりと自らの鞘さやを払はらうはずであった。

　緊きん迫ぱくが、会議場を包む。

　影崎は一切の敵意を漏もらさず、ジェイクだけが一方的な闘とう志しを燃やして。

　だが。




「静せい粛しゆくにお願いします！」




　突とつ然ぜん。

　鋭するどい刃やいばにも似た、清せい冽れつな声音が会議場を断たち切った。振ふり向かずとも、誰がその言葉を発したかは明らかだった。

　中央、伊庭いつきの後ろで、白いケープが翻ひるがえっている。

　女おんな騎き士し。

　クロエ・ラドクリフ。

「っくくくく」

　その隣となりで、上司たる〈銀の騎士団〉騎士総長ジェラール・ド・モレーが笑えみを嚙かみ殺していた。〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の双そう方ほうに、自分の組織が影えい響きようを及およぼしているこの状じよう況きようが、よほど愉ゆ快かいでたまらないらしい。

「魔術決闘フエーデの管理者として、この場での闘とう争そうは許可しません。また、第一責任者である伊庭いつき氏の言葉を聞いていただけるよう、勧かん告こくします」

「ホウ」

「…………」

　ジェイクと影崎が、あらためて伊庭いつきへ視線を向ける。

　場の全員が、それに倣ならった。殺意寸前まで高まった圧力はそのまま、ただひとりの少年へと殺さつ到とうする。

　少年は──困ったように頰ほおを搔かいた。

「黒羽、資料をお願いしていい？」

「はいっ」

　元気のよい返事とともに、これは簡素なプリントがそれぞれの参加者の前へ、騒霊現象ポルターガイストによってひらりと置かれたのだ。

　ダリウスが、そのプリントを片手に眉まゆをひそめた。

「これは何だ？」

「さきほど〈礎イエソド〉さんの言われた、魔術決闘フエーデの形式です。厳密にはその補足資料ですね。メインの形式については口頭で発表させてもらおうと思ってましたから」

「ほう？　口頭で問題ないほど、単純なのか？　この場の全員が納得するような決闘形式を決めるには、相当な時間の問答が必要かと思っていたが」

　ダリウスの言葉はもっともだ。

　だからこそ、秘密主義を非難した最初の発言が、単なる嫌いやみだけではなく成立したのだ。

「多分、どちらにとっても納得のいく形式だとは思いますよ」

「ずいぶんな自信だな」

「まあ、これぐらいは。どういう方法がいいのか、ずーっと考えてましたから」

　はにかんで、いつきは少し間をおいた。

　胸の内からこぼれてしまいそうな何かを、こらえているようでもあった。その何かを吐はき出すには、まだほんの少しだけ、勇気が足りないというようでもあった。

「……社長。ボクが言おうか？」

　後ろから顔を寄せて、オルトヴィーンが耳打ちした。

　ついで、スーツの裾すそがきゅっとつままれる。

「お兄ちゃん社長」

「いつき」

　背後に立っていたみかんとラピスが呼んだのだ。ふたり仲良く、スーツの右と左を握にぎっていた。さすがに、〈アストラル〉の間でこれ以上秘密をつくるわけにもいかぬため、彼らはいつきが言おうとしていることを知らされていた。

　知っているからこそ、少年を案じた。

　そして、

「……イツキ」

　と、これは今まで黙だまっていたアディリシアもまた、一言だけ名前を呼んだ。

　ただし、彼女だけは、その名前の響ひびきがやや違ちがっていた。

　少女は、案じてはいなかった。

　代わりに、信じていた。

　少年に、それ以上の言葉は必要ないと。

「……うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　彼女たちの言葉を受けて、少年は微び笑しようする。

　一度だけ深呼吸して、瞼まぶたを閉じた。

　それから、

「──魔術決闘フエーデの形式はこうです」

　数秒で開き、ゆっくりと口にした。




「〈協会〉ないし〈螺旋なる蛇オピオン〉の内、規定の三日間で魔ま術じゆつ的な方法をもって僕──伊庭いつきを倒たおしたものを、魔術決闘フエーデの勝利者とします」




「────っ！」

　テーブルに座った双方の陣じん営えいの、誰だれもが絶句した。

「いっちゃん！」

　思わず、穂波が昔の呼び名で叫さけんでしまったのもむべなるかな。

　これは隣となりに座った猫屋敷が制止して、席を立たないよう手首を握った。それでも、少女の動どう揺ようは静まらなかった。

　ダリウスさえも瞠どう目もくし、問い返そうとしたところで、別の人間が席を立った。

　くすんだ金きん髪ぱつに、鳶とび色いろの瞳ひとみをした若者。

「……今のは本気ですか。イツキくん」

　フィン・クルーダ。

　もうひとつの妖精眼グラム・サイトを持つ、〈調停テイフエレト〉の座セフイラー。

　普ふ段だん、喜き怒ど哀あい楽らくの最初と最後しかあらわさない若者が、今ばかりは表情を強こわばらせていた。白い指がテーブルの上でかすかに震ふるえ、ぎゅっと握りしめられる。

「本気です」

　いつきがうなずく。

「こんなの、本気以外で言えるはずがありません」

「は……はっははははははははははは」

　すると、テーブルの一席から、一ひと際きわ大きな笑い声があがったのだ。

　ひどく下げ卑びた──しかし、人の耳をとらえて離はなさない妖あやしさを秘ひめた声だった。

「おいおいおいおいおいおいおいおいおいおいおい！　どうしたんだお前！　いつのまにそんないい男になっちまったよ！　いいなあ、それはいいなあ！　お前がご馳ち走そうか！　もちろんそこまで言うからにはぶっ殺してしまってもかまわないんだよなあ！」

　ほかでもない。吸きゆう血けつ鬼き、ツェツィーリエである。

　猛もう獣じゆうにも似て血なまぐさい女は、その鋭するどい歯をむき出しにしていた。今にも涎よだれが溢あふれ、滑なめらかな喉のどを汚よごしてしまいそうなほどだった。幾いく多たの死を貪むさぼった瞳は、少年ただひとりを映して、興奮に浮うき立っていた。

「魔術決闘フエーデである以上、それがなしとはいえないですが……できれば殺さないでいただきたいです。戦せん闘とう不能にしてもらえれば、それで結構ですから」

「それこそないなあ。こんなに楽しませてもらったんだから、きっちりかっちりこっちもお返ししてやらないと。ああ、ああ、退たい屈くつな会議ばかりだと思って、さっきからぶち壊こわしにしたくてたまらなかったけれど、これなら我が慢まんしてよかったともさ」

　唇くちびるを舐なめあげ、ツェツィーリエは笑う。

「お手て柔やわらかに。僕も、僕の行使できる力の限りで、抵てい抗こうしてみます」

　と、いつきは微苦笑した。

　それから、ゆっくりとテーブルに着いた全員を見回した。

「皆みなさん、異存はありませんか？」

「…………」

　誰も、答えなかった。

　あるはずもない。〈協会〉、〈螺旋なる蛇オピオン〉の好戦派にしてみれば、伊庭いつきは最も憎にくむべき対象だ。その相手が自らリスクを引き受けたとなれば、否いなを唱えるはずもなかった。逆に、穂波や猫屋敷はいつきを思い留とどめたかったろうが、こうも鮮あざやかに会議が意思統一されてしまえば、そんなことを言えるはずもない。

「では、いくつかの確かく認にんをさせてもらいます。参加者は〈協会〉七人、〈螺旋なる蛇オピオン〉九人。人数の差を考こう慮りよして、〈協会〉側には外部からの魔術儀ぎ式しきによる支し援えんを二度まで認めています。相そう違いありませんか？」

「問題ない」

「うん、その通りよ」

　ダリウスとタブラ・ラサが、ともに肯こう定ていする。

　それを見てから、いつきは続けて問うた。

「〈協会〉でひとり、〈螺旋なる蛇オピオン〉にふたり、この会議に出席されてない魔術決闘フエーデの参加者がいらっしゃいますが」

「それも問題ない。当人の意志は確かめている。決闘には参加するはずだ」

「ま、全部手の内を晒さらしちゃうのも興ざめだもんね？」

　ふたりが、それぞれの反応を返す。

「……では、これで決まりだな」

　と、〈銀の騎き士し団〉騎士総長ジェラール・ド・モレーが総そう括かつした。

　柔やわらかな絨じゆう毯たんに杖つえをつき、老騎士はアディリシアと目配せする。すると、一歩前に出てからアディリシアが全員へ呼びかけた。

「細かい諸条件で調整などあれば、〈銀の騎士団〉と〈ゲーティア〉が承うけたまわりますわ。期限は明後日の魔術決闘フエーデの開始まで。……よろしいですわね？　イツキ」

「はい」

　アディリシアの言葉に、少年がうなずく。

　それから、




「──では、以上をもって、大魔術決闘グラン・フエーデの最終会議を終わらせていただきます」




　深々と一礼して、伊庭いつきは会議の閉幕を告げたのであった。
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　会議の終しゆう了りよう後ごはそれぞれ解散となり、飛行船から降りていた。

　比ひ較かく的粛しゆく々しゆくとした進行だったといえる。この二年、凄すさまじい抗こう争そうを繰くり広げてきた〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉との戦いを抑おさえ、魔術決闘フエーデの形式も吞のみ込ませたわけだから、見ようによっては、仲ちゆう介かいした〈アストラル〉の面目はこれだけで十分立ったとさえ言える。

　……が。

〈アストラル〉事務所に帰ってきてすぐ、オルトヴィーンは不ふ機き嫌げんそうな顔で腕うでを組んだのだ。

「──ありゃ、両方気づいたな」

　唇くちびるを歪ゆがめ、組んだ腕の肘ひじあたりを苛いら立だたしげに人差し指で引っ搔かく。

「や、やっぱりそうかな？」

　自信なげに、いつきが首を傾かしげた。

　そうした主人の様子に、オルトヴィーンは唇をとがらせる。

「当然ちゃ当然だろ。必ずどちらかが勝つって条件ゼロサムゲームにしてないんだから、〈協会〉にしろ〈螺旋なる蛇オピオン〉にしろ、こんなんじゃ騙だまされてくれねえよ。その上で黙だまって通したのは、その方がやりやすいと思ったからだ」

　憎にく々にくしげに、鋭するどい糸切り歯を少年が剝むく。

　指し摘てきされればきっと嫌いやがるだろうが、その顔はあのツェツィーリエに酷こく似じしていた。あの師にしてこの弟で子しありといったところか。

　そんな会話を聞いて、そばのデスクからみかんがひょっこりと手をあげた。

「お兄ちゃん社長。それって、前に言ってたの？」

「……うん」

　少し間をおいて、いつきはうなずいた。

　念のため、入り口を振ふり返る。〈アストラル〉の屋や敷しきには強力な結界が張ってあるが、〈螺旋なる蛇オピオン〉や〈協会〉の一流どころなら突とつ破ぱできぬとは限らない。

　わずかな時間、妖精眼グラム・サイトを発動し、不ふ審しんな呪じゆ力りよくがないのを確かく認にんしてから、少年社長は改めて口を開いた。

「僕は、〈協会〉にも〈螺旋なる蛇オピオン〉にも勝たせる気がないんだ」

「…………っ」

　みかんと、その隣となりに浮うかんだ黒羽が息を吞んだ。

　確かに、聞いてはいた。

　それでも──耳にするのが二度目だとしても、やはり驚きよう愕がくに足る言葉だったからだ。

「やっぱり……当たり前ですけど……本気なんですね」

　黒羽が、ぎゅっと半はん透とう明めいの両手を握にぎりあわせて、少年に問う。

「うん。もしも〈協会〉が勝ったら、確実に〈螺旋なる蛇オピオン〉に関かかわった魔ま法ほう使つかいを処しよ刑けいすると思う」

　いつきは、小さく息をついた。

　それは当然だ。

　魔法世界での権けん威いを保つためにも、これほど正面から刃は向むかった組織を、〈協会〉が生かしておくはずがない。魔術決闘フエーデで趨すう勢せいが決まったなら、日和ひより見みを決めていた他の結社も巻き込み、〈協会〉は全力で〈螺旋なる蛇オピオン〉を潰つぶすだろう。

「だけど、それじゃいけないんだ」

　言って、いつきは軽く拳こぶしを握る。

「僕は……〈螺旋なる蛇オピオン〉も、魔法使いには必要なんだと思う」

「…………」

　ラピスは、少年をじっと見つめていた。

　宝石のような瞳ひとみから、感情は窺うかがえない。ただ、少年の言うことを真しん摯しに聞いていることだけは、十二分に伝わった。

「だからこそ、秘密裏りとはいえ、多くの結社が支持してるんだ。彼らは魔法使いとして、〈螺旋なる蛇オピオン〉の可能性を信じている。いや、信じたくてたまらないんだ」

　これまでに出会った、〈螺旋なる蛇オピオン〉の支持者たち。

　影崎を筆頭とする魔法使いを罰ばつする魔法使いたちが、それらの支持者を端はしから駆く逐ちくしているが、それでも応おう援えんの声が完全に絶えることはなかった。

　それは──〈螺旋なる蛇オピオン〉が、魔法使いにとって希望だからだ。

　科学全ぜん盛せいのこの時代、魔法使いはもはや敗者に決定している。個人として強大な能力を持つことはできても、所しよ詮せんそんなものは蟷とう螂ろうの斧おのに過ぎない。圧あつ倒とう的多数の人間には理解されず、膨ぼう大だいな努力も塵ちりに埋うもれるだけ。

　その徒労に否いなを唱え、自分たち魔法使いこそを勝利者にする──という〈螺旋なる蛇オピオン〉の言い分は、彼らにとってまさしく女め神がみの祝福と思えただろう。

「でも、だからといって〈螺旋なる蛇オピオン〉に勝たせるわけにはいかない。〈創世〉って言ってた目的がどんな結果を招くかは知らないけれど、絶対に彼らはその副作用は考えてない」

　それも、会議で露ろ呈ていしたことだ。

〈創世〉の代だい償しようを問うた穂波に、〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラー──ジェイクは、そんなものはどうでもいいと言い放った。

　彼らにしてみれば、今の世界など「負けてしまったチェスの盤ばん面めん」程度の意味しか持っていないのだ。ひっくりかえそうが、壊こわしてしまおうが、罪悪感など持ちはしない。

　一体、どれほどの被ひ害がいが出るかは分からぬが、看過できるわけもなかった。

「……ま、それは明らかだな」

　ひとまわりして、オルトヴィーンが肯こう定ていする。

「どちらかといえば、ボクの嗜し好こうもややその意見よりなんだがな。仮にも魔法使いが市し井せいの隅すみで腐くさっていけと言われれば、それは世界のひとつぐらい壊したくなるだろう」

「……ご、ごめん」

「ふん、出来の悪い飼い主を持つとこれだからな。もう諦あきらめてる」

　ことりと首をすくめた少年に、オルトヴィーンは唇くちびるを歪ゆがめた。

　もっとも、歪め方ににんまりとした雰ふん囲い気きが混じってるあたり、単に少年をからかって愉たのしんでいるのかもしれない。

　この一年、いつきの右みぎ腕うでとばかりの活かつ躍やくを見せたオルトヴィーンではあるが、やはり忠犬というよりは、主あるじを振り回す悪戯いたずらな番犬という印象が強かった。

「で」

　顎あごをしゃくって、オルトヴィーンがさらに尋たずねる。

「一応、もう一度訊きいておくぞ。ここから、どうする気なんだ？」

「…………」

　少し黙だまってから、少年は答えた。

「いろいろ見てきて思ったんだけど……前の〈アストラル〉って……穂波も猫屋敷さんもみんないられたあの場所って……すごく幸せだったと思う」

　それ自体は、質問の答えにはなっていない。

　なってはいないが、少年が自分の内側から絞しぼり出そうとしている言葉だった。だからこそ、皆みなが聞き入ったのだ。

「でも、幸せってすごく難しいんだ」

　いつきは言う。

　ゆっくりと、一言ずつ。

　自分の道程を、確かめるかのように。

「みんな、悩なやんでて、苦しんでた」

〈アストラル〉とともに、いつきが歩んできた二年強の時間。

　悩まない人間などいなかった。

　苦しまない人間などいなかった。

　魔法使いであるにせよないにせよ、誰だれもが悩み苦しんで、ぶつかりあって──その果てに、ようやっと自分の居場所を見み出いだしていた。

　だからこそ、少年は思う。

「それぞれに言い分があって、それぞれに『力』があって、その言い分と『力』をぶつけあった後の均きん衡こうがとれた状態が……多分、平和っていうんだ」

　ただ戦いがないことを、平和というのではない。

　それは、おそらく──どうしようもなく、戦いを経なければ見つからないもの。

　だから、

「僕は、そこに届く道をつくりたい。〈協会〉にも〈螺旋なる蛇オピオン〉にも勝たせずに、その均衡をつくるのが、僕の目的だ」

　いつきの瞳ひとみは、ひどく厳しかった。

　ひょっとすると、あの会議の最中よりも。

　自分の歩もうとしている道のりが、困難極きわまると十分に知っていた。そうでなければ達成できない願いを持ってしまったのだと、分かっていた。

　だからこそ──




「──だからといって、自分の命まで賭かけるのは、少なからずやりすぎだと思いますけれど」




　事務所に、優美な声が生まれた。

　玄げん関かんの扉とびらを割って、漆しつ黒こくのドレスが忍しのび入る。屋や敷しきの外の夜が、人のカタチを取ったようにも見えた。

「アディリシアさん」

「ただいま、イツキ」

　黄金の髪かみを揺ゆらして、アディリシアが戻もどってきたのだった。

「えと……もう、〈螺旋なる蛇オピオン〉と〈協会〉の質問は終わったの？」

「──はい、終わりました。どちらもあっさりとしたものでしたよ。多分、自分たちの相談や準備の方が先だと思ったんでしょうね」

　これは、後ろからついてきたクロエが言ったのだ。

　どうやらこのふたりだけで戻ってきたらしく、騎き士し総長であるジェラールやほかの正騎士の姿は見あたらなかった。彼らは彼らで、魔術決闘フエーデの審判ジヤツジを務めるべく準備に入ったのだろう。

　ちょうど霧きり雨さめでも降っていたものか、肩かたからかけていたケープをクロエが払はらうと、小さく綺き麗れいな虹にじがかかった。

「じゃあ、クロエさんは──」

「私は、〈アストラル〉側で待機するように言われましたから。指揮権もいつき様にお預けします」

「え、いいの!?」

「ジェラール様の判断です」

　私もそれを望みましたけれど、とはクロエがぽそりと付け足したものである。

　その言葉に、きゅきゅっと黒羽とみかんが振ふり返り、眉み間けんにしわを寄せたり、胸むな元もとで両手を握にぎって妙みような闘とう志しを燃やしたりする。機き微びの分からぬラピスがことりと首を傾かしげ、オルトヴィーンはくだらなそうにため息をついたりするのだが、これはまた別の話だろう。

　それから、悠ゆう然ぜんとアディリシアが口を開く。

「ひとつ、気になってるんですけれど」

　アディリシアが、白い指先をほっそりした顎あごにあてる。

「あの羽猫は、どうなさいましたの？」

「あ。猫ねこ先生は用事があるって言って、最近戻ってこないの。……決闘には戻ってくるって言ってたけれど」

　みかんが、ちょっと自信なさそうに補足する。

　ちなみに、猫先生というのはみかんの命名だ。ほとんど彼女しか使ってない呼び名なのだが、いつもぴんと背筋を伸のばした格好や、こちらを諭さとすような口調を想像すると、不思議と似合ってもいた。

　ヘイゼル・アンブラー。

〈魔ま女じよの中の魔女〉と呼ばれた、先代〈アストラル〉の魔法使い。

　今回だと、布留部市に敷しいた魔法円は、このヘイゼルによる設計だ。既き存そんのほとんどの魔術系統に応用可能な魔法円など、彼女の広こう範はんな知識なしにできるものではなかった。

　ただ、その魔法円の構築図をよこした後は、姿を消していたのである。

　そう、とアディリシアは目を細めた。

「準備は手伝ったから、残りは自力でやりなさい、ということかしらね」

「かもしれない。厳しい人だし」

　いつきが、微び苦く笑しようする。

　その横顔を、アディリシアはすっと覗のぞき込んだ。

　隣となりのクロエが虚きよをつかれて瞬まばたきしてしまうほどの、自然さだった。

「怖こわくありませんの？」

　と、金きん髪ぱつの少女は訊きいたのだ。

「怖いよ」

　と、素す直なおにいつきも答えた。

「凄すごく怖い。今からだって逃にげ出してしまいたい」

　左手の拳こぶしを、そっと右手で覆おおう。

　祈いのるようなポーズになって、少年はデスクできゅっと肩をすぼめた。もともと小こ柄がらな身体からだもあいまって、そのまま消えてしまいそうにも見えた。

「……だけど、逃げたら、何も戻ってこないから」

　そっと、笑った。

（……イツキ）

　ふと、アディリシアは思う。

　この二年ほどで、少年は驚おどろくほど変わった。幽ゆう霊れいを見るだけで失神していた臆おく病びよう者ものは、幾いく多たの魔法使いと出会い──あるいは戦い、あるいは助け出し、ついには世界中の魔法使いを相手取るプレイヤーのひとりとなりおおせた。

　でも、この少年の根っこはずっと変わってないんじゃないだろうか。

　ただの泣き虫だったあの頃ころと、何ひとつ変わってないんじゃないだろうか。




　──『兄さんは本当にどうしようもないときだけ、なんだか別人みたいに振る舞まいます』

　──『だけど、それがずっとあんなままだっていうのは、ずっとああでないと駄だ目めなぐらいに追い詰つめられてるってことでしょ？』




　つい一ヶ月前、少年の義妹いもうとが言っていたように。

「……ホント、目が離はなせませんわね」

「え？」

　きょとんと、少年が振り返る。

　こちらの心配なんて、ちっとも理解してなさそうな顔が憎にくらしくて、アディリシアは意地の悪い質問をしてみた。

「ホナミは、そんなに大事ですの？」

「ふえわっ!?」

　途と端たん、少年がひっくりかえった。

　どすん、と椅い子すから落ちて尻しり餅もちをつく、よほど予想外の質問だったのか、そのまま目を丸くして少女に向き直る。

「え、いや、その──今、なんて──」

「何でもありません。ただ、ちょっとからかっただけですわ」

　ぷい、とアディリシアは視線をそむける。

　当の少女自身も、理解していない。どうして今いま更さら、自分がそんなことを問うたかなど、どんな心理が働いて自分の口をついてしまったかなど、あえて考えないようにした。考えすぎて動けなくなる愚ぐを、犯おかすつもりはなかったから。

　ただ、いくら目をそむけても、迫せまってくる時間があった。

　いかなる迷いも断たち切らねばならぬ──決断と戦いの時間は、すぐそこまで迫っていた。

「もう……始まりますのね」

　ぽつりと、呟つぶやく。

　そして、事務所の窓から、ほんの少しだけ欠けた月を見上げたのであった。




　　　　＊




〈螺旋なる蛇オピオン〉の面々は、飛行船を退出した後、布留部市の南方へと移動した。

　つい昨年、できあがったばかりの高級ホテルである。

　布留部市での滞たい在ざい先については、〈アストラル〉側もいくつか提示していたのだが、〈協会〉の息がかかっている可能性を考え、すべて固辞したものだ。もっとも、少しでもまともなホテルであれば、こんな珍ちん奇きな人間たちを受け入れはすまい。

　が。

〈螺旋なる蛇オピオン〉の魔ま法ほう使つかいたちは、ロビーから堂々と入っていったのである。

　どういうわけか、ホテルマンもそれを止めなかった。

　ばかりか、最敬礼の列で迎むかえ、ロイヤルスイート直行のエレベーターに乗るのを見守るばかりだ。ぴたり六十度で頭を下げた人々に手をあげて、高速エレベーターが直通で部屋に到とう着ちやくしてから、

「ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ！」

　と、ジェイクが大声で笑った。

「いやア爽そう快かい痛快！　なかナカ、いい買い物デシタネ！　日本のホテルはつくりト従業員ガしっかりしてテ最高！」

「というか……このホテル……ジェイクが買ったんだ」

　メルキオーレが、相変わらずの不健康そうな顔で言う。

　実際、この死し霊りよう術じゆつ師しや、仮面をつけた〈礎イエソド〉までも、ホテルマンたちはしわぶきひとつ漏もらさず迎えたのだから、なんとも見上げたプロ根こん性じようと言えよう。

「オウ、イエス！　布留部市が魔術決闘フエーデの舞ぶ台たいになると聞いたんで、翌日には買っちゃいました！　不ふ況きようだっていうンデ居い抜ぬきで三億ドルで即そつ決けつでしたヨ！」

　対するジェイクは、ぐぐっと親指を立ててサムズアツプして、白い歯を見せる。歯は磨みがき粉のＣＭにだって出られそうな白さであったが、この場にあっては恐おそろしく無む駄だな爽さわやかさだった。

　その隣となりから、髑髏どくろと鳥を混ぜたような仮面の主──〈礎イエソド〉はゆっくりと周囲を見み渡わたして、口を開く。

「では、この余計なゲーム機もお前か？」

「余計トカ言わナイ！　大事ナ戦イの前にはレクリエーションも大事ダと思っテ、皆みなのタメニ空輸してきたんだヨ！　やっパリ自分の部屋にゲーム機がないと落ち着かないシ、集中力の鍛たん錬れんニハアクションゲームが一番！　現代のゲーマーの最先端ハ、ヨガの導師グルにも匹ひつ敵てきスルとこの俺ハ断言スルネ！」

「ふむ、そういうものなのか」

　自分にとって未知のジャンルであるためか、案外すんなりと〈礎イエソド〉が吞のみ込む。

　フロアの半分をひとつの部屋とした、ロイヤルスイートルームの広間には、多くのゲーム筐きよう体たいが並んでいたのだ。

　百インチのモニタが十数個、その数だけ接続された据すえ置きゲーム機はもちろん、アーケードゲームの筐体まで各種取りそろえて、ＴＣＧ用の大型筐体からプリクラまで所ところ狭せましと連なっている。

　そこらのゲームセンターの、軽く数倍はありそうな規模だった。

　最新型のゲームはもちろん、マニア垂すい涎ぜんの掘ほり出し物の基き盤ばんまで勢せい揃ぞろいした有様で、なんとも得意満面に両手を広げ、ブルーサングラスの白人は呵か々か大たい笑しようしたものである。

「ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ！　ゼヒゼヒ皆サン感謝してくだサーイ！」

　──と。

　そのときである。

　ぷすんぷすん、と音を立てて、一ひと際きわ巨きよ大だいな球体の筐体が煙けむりをあげた。

「ホワット!?」

「あー。なんだこりゃ」

　けほけほと咳せきをしつつ、内側から妙みよう齢れいの女性が下りてきた。

「おいジェイク、これ駄だ目めだぞ。レバー握にぎっただけでぽっきり折れるでやんの。むかつくから、ちょっと画面殴なぐったら、あっさり壊こわれた。もうちょい頑がん丈じように造るようメーカーに苦情出しとけ」

「アアアアアアアアー、おおおおオオオオオ俺ノＲ３６０がアアァ!?！！！！！」

「いいだろ、おもちゃの一個ぐらいどうなっても」

「Ｒ３６０ハ骨こつ董とう品ひん！　芸術品！　おもちゃトカ言っちゃ駄目デス！　いえモチロンおもちゃだって、ソレぞれの素す晴ばラシサがあるんですケド！　ツェツィーだって分かっテヨ！」

「知るか。後、もう一度ツェツィーとか呼んだら殺す」

　吐はき捨てるように言って、ツェツィーリエがぎらりと鋭するどい糸切り歯を覗のぞかせる。

　彼女は知るまいが、真しん紅くのコートを着た弟で子しと、極きわめて似た表情でもあった。本気百％の殺意丸出しな視線が、ジェイクのブルーサングラスに激げき突とつする。常人ならば、その視線だけで気絶してもおかしくないほどだった。

「うお……」

　実際、ジェイクの足元は一いつ瞬しゆん揺ゆらぎ──




「──はいはい、喧けん嘩かはなしだよー」




　なんとものんきな声こわ音ねに、やんわりと制止されたのだ。

　ひたすら広い部屋の中央で、なおさら広い天てん蓋がい付きのベッドに座った半透明の少女が、にこにこ笑って言ったのである。

　さきほどのホテルマンには唯ゆい一いつ見えなかった霊エーテル体──白き女司祭プリエステス、タブラ・ラサだった。

「せっかく揃そろったんだから、みんな仲良く、元気良くね。あ、メルキオーレくんを除くと、むしろ元気は余ってるような気がするけれど」

　この少女ばかりは、〈螺旋なる蛇オピオン〉の中にあって、一点の邪じや気きもなかった。

　身に纏まとう司祭服と同様の、無む垢く。

　魔ま法ほう使つかいならば──中でも外げ法ほうを旨むねとする〈螺旋なる蛇オピオン〉の人間ならば──まず不ふ可か避ひであるはずの、闇やみを一いつ切さい感じさせない。

　太陽を思わせる笑え顔がおで、少女は身を乗り出してこう訊きいたのだ。

「んでんで、みんなはさっきの会議、どう思う？　特にほら、あの〈アストラル〉の伊庭いつきくん」

「……狙ねらいは……けほ……明らかじゃ……ないでしょうか……」

　蒼あおい顔で、メルキオーレが言う。

　喘ぜん鳴めい混じりの声で、死し霊りよう術じゆつ師したる青年は、自らの見解を告げたのだ。

「あいつ……伊庭いつきは……僕らにも……〈協会〉にも……勝たせる気がないですよ……」

「あっはははは。やっぱりそうだよね。おっもしろいこと思いつくよね！　今日までどんな魔術決闘フエーデになるのかいろいろ考えてたけれど、あの発想はなかったなあ」

　柔やわらかなベッドにぽんぽん飛び跳はねながら、明るい声音でタブラ・ラサは口にする。

「いつきくんを倒たおせれば勝ちってことは、どっちも倒せなかったら、どっちも勝てないってことだもんね。でも、魔法使いでもない素人しろうとひとりを倒せないとか、〈協会〉も〈螺旋なる蛇オピオン〉も言えないよねえ。うんうん、これは向こうもあたしたちも、うまくはめられちゃったかな？」

「重要なのは、我らに十分な勝算があることだ」

　これは、〈礎イエソド〉が口を挟はさんだ。

「決けつ闘とうの条件と方法自体には問題がない。ならば、単に競争相手に〈アストラル〉が入っただけのこと」

「ま、そうだわな。それに、やる気はがんがん湧わいたぜ？」

　ツェツィーリエもまた、真紅の唇くちびるから牙きばを剝むく。

　タブラ・ラサがうんうんとうなずいた。

「やる気は大事だよね！　勝ち目があるっていうなら、なおさらやめる理由がないし」

　そこまで言って、くるりと部屋の入り口あたりを振ふり向く。

「ところで、サタジットくんは、あの会議で何も言わなかったよね？」

「失礼ながら、余計な発言で場を混乱させるのは良策ではないと考えました」

　シルクハットを胸にあて、サタジットと呼ばれた男が言う。

　前回のロンドンの事件で、初めて姿を現した〈慈悲ヘセド〉の座セフイラーだった。

　片眼鏡モノクルにステッキを持った、褐かつ色しよくの肌はだの男。

　滑なめらかな肌からはいまだ二十代とも、落ち着いた物もの腰ごしは四十代とも思われる。影崎と同じ道術を使うためか、どこかしら似た雰ふん囲い気きを湛たたえた相手ではあった。

「肝かん要ようなのは、我らの目指す大義。それにどこまで近づいているかでございます。あの会議は、確かにその大義への進展がありましたし、我が主あるじにおかれましてはその意味を重々にご承知いただけているかと存じます」

　独特の言こと葉ば遣づかいで、サタジットは一礼する。

　先ほどのホテルマンたちよりも遥はるかに折り目正しい──右手をぴしりと身体からだに添そえ、右足を引いた英国式のお辞儀（bow and scrape）であった。

「んんー、サタジットくんらしい面めん倒どうくさい言い方だけど、要はうまくいってるから口出ししなかったってことだよね？」

「ご賢けん察さつ、恐おそれ入ります」

　頭をあげぬまま、サタジットが肯こう定ていする。

　タブラ・ラサはふむふむと納なつ得とくして、もうひとつ質問した。

「じゃあ、サタジットくんなら、どこから手をかける？」

「まず、〈アストラル〉への牽けん制せいとして、霊脈レイラインのひとつでも押さえておきたいと考えます。伊庭いつきがどのような策略を練っていたとしても、魔法使いを使う以上、霊脈レイラインから離はなれることはできません」

「なるほどー。誰だれが適任かな？」

「霊脈レイラインの適性からメルキオーレ。くわえて、戦闘能力及および継けい戦せん能力を鑑かんがみれば、ジェイクないしフィン・クルーダをつけるのが適任と愚ぐ考こういたします」

「うんうん。じゃあ、どうかな？」

「こっちは……かまわない……です……」

「イエース、もちろんオッケーですヨ？」

　けほけほと咳せき込んだメルキオーレの隣となりで、ジェイクが大きくうなずく。

　それから、

「……僕も、かまいません」

　少しだけぎこちなく、部屋の隅すみに佇たたずんでいたフィン・クルーダも首しゆ肯こうしたのだ。

　タブラ・ラサが首を傾かしげた。

「フィンくんはどうしたの？　会議が終わってから、ずっと不ふ機き嫌げんっぽいけれど？」

「いえ、何でもありません」

　と、枯かれ草色の髪かみの少年は、視線を逸そらした。

　大きなガラス窓から見える布留部市の光景に、〈アストラル〉事務所が含ふくまれていたことは偶ぐう然ぜんだろうか。普ふ通つうならば、ビルや建物に隠かくれて見えない事務所を、若者の妖精眼グラム・サイトなら発見できたかもしれない。

　自分を倒した者が、魔術決闘フエーデの勝者だと。

　そんな、とんでもない内容を発表した少年の姿も。

「ふうん？」

　タブラ・ラサも小首を傾げたけれど、それ以上の追つい及きゆうはしなかった。

　んーんん、と両手をあげて背せ伸のび。

　気持ちよさそうに表情をゆるめてから、少女が言う。

「じゃあ、どっちのペアにするかは後で決めるとして……〈協会〉への対応は？」

「まず、怖おそれるべきは影崎でしょう」

　サタジットが口にしたのは、〈協会〉でも特筆すべき異い貌ぼうの──魔ま法ほう使つかいを罰ばつする魔法使いであった。

「勝てる？」

「いいえ」

　あっさりと、サタジットはかぶりを振った。

「かの魔法使いが全力を行使した場合、それは天てん仙せんに匹ひつ敵てきします。私ごときが逆立ちしたところで、足元にも及ぶところではございません。……ですが、本来天仙が地上にあることが不自然の極きわみ。おそらく、全力は出せて後一度でしょう」

「まあ、そのために、去年フィンくんたちに頑がん張ばってもらったんだもんねー」

　タブラ・ラサが、目を細める。

　京都での、事件のことだった。

　猫屋敷の元所属結社〈八はち葉よう〉を契機として、伊庭いつきの紅あかい種を奪うばい合って、〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉が正面激げき突とつした一連の出来事。

　この大魔術決闘グラン・フエーデは想像もしてなかったろうが、あの事件は〈協会〉との決戦のために、サタジットとタブラ・ラサが打った布石だったのだ。

　つまり──最強の魔法使い、影崎を封ふうじるための。

「それでも、最低一回は使えるんだよね。それはどうしよう？」

「以前に話したとおりです。向こうも戦力を増強してる以上、それより先は臨機応変に手を打つしかないかと」

「ま、そうなるか。とりあえず一いち網もう打だ尽じんだけは避さけないとね。──えーと、穂波とかいうのはフィンくんの後こう輩はいだったそうだから、後で訊きくとして。猫屋敷って陰おん陽みよう師じは何度かやってきてるから、それなりに勘かん所どころがつかめてる？」

「俺と〈礎イエソド〉がやり合っタケレド、あいつ底意地悪イから、絶対二人以上でやった方ガイイヨ！」

　筋肉質の腕うでを振ふって、熱弁したのはジェイクである。

「うんうん、よろしい。んで、今回新しく出てきた〈協会〉の魔法使いについては──うまく遭遇できればだけど──サタジットくんか〈礎イエソド〉くんに検分してもらっていいかな？　初見での分ぶん析せきだときみらの目が一番だろうし」

「ご用命謹んでお引き受けいたします」

「承知した」

　サタジットが一礼し、〈礎イエソド〉が重々しく首肯した。

「……じゃあ、こんなものかな」

　司祭服の腕を組んで、のんきに少女はベッドの中央で天てん井じようを見上げる。

　不意に、その表情が変わった。

「……うん」

　と言って、小さく息をつく。

「正直、伊庭いつきが何を考えてるかは分からない。ひょっとすると、あたしたちのことで悩なやんでくれてるのかもしれないし、〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉とで割れてしまった魔法世界を、なんとかしたいのかもしれない。──でも、そんなのはどうでもいいの。あたしたちにとって大事なのは、紅い種をもってつくるあたしたちの世界だけ」

　少女は、宣言する。

　その言葉を前に、誰だれもが頭をうなだれる。

　奔ほん放ぽうなる〈螺旋なる蛇オピオン〉の意志は、彼女を前に統一される。

「決けつ闘とうは明後日あさつて」

　まるで歌うような、その台詞せりふ。




「もう始めるよ？　始めちゃうよ？　始めてしまうよ？　ちょおっと覚かく悟ごしててね？　みんなも、〈協会〉も、〈アストラル〉も──それ以外の人たちも」




　にっこりと笑って、少女はひそやかな戦いの、その始まりを告げたのであった。




　　　　２




〈協会〉の魔法使いたちは、飛行船に残っていた。

　もとより、飛行船自体が〈協会〉の支部なのだから当然だろう。

　さきほど、大魔術決闘グラン・フエーデの会議が行われた広間で、彼らはそれぞれテーブルの椅い子すに座っていた。

「……魔術決闘フエーデというよりも、狐きつね狩がりのような話だな」

　重厚な声が、ぴりぴりと部屋の空気を震ふるわせる。

　ダリウス・レヴィ。

　ひどく不ふ機き嫌げんそうな顔であった。

　この男は、あまり自分の感情を隠かくそうとしない。むしろ、その場その場の感情や激情も、自らの戦略に織り込むように振る舞まってみせる。

　それもまた王者としての資質かもしれぬ。

　思考の読みとれない相手に、ついていく臣下はいないだろう。常に鉄面皮を貫つらぬき、複雑な策略を張り巡めぐらすような人材は、参さん謀ぼう向きではあっても指導者としてふさわしくはない。

「だが、今回の狐狩りは、狐以外が多すぎるか」

「え、え、え、ええと、敵方の戦力は、は、把は握あく、で、できて、い、いるのですか」

　どもりつつも、丸まっちい手をあげたのはギョーム・ケルビーニであった。

　内気に見えながら、こうしたところで発言をためらわないのは、やはり一流の魔ま法ほう使つかいということなのだろう。魔法使い同士の戦いが、あらかじめ準備した切り札の晒さらし合いという性質を持つ以上、相手の能力を知ることは必ひつ須す事じ項こうだからだ。

　ダリウスは、軽く肩かたをすくめた。

「分かってる魔術系統や特とく徴ちようは、先に渡わたした通りだ。その上で、見解を付け加えるとすれば──」

　とんとん、と太い人さし指で、二度ほど机を叩たたく。

　うなずいて、近くに座った影崎が付け加えた。

「図ず抜ぬけた戦力は、タブラ・ラサとサタジットと考えます」

「そうなん？」

　穂波が疑問を抱いだいたのは、〈螺旋なる蛇オピオン〉の首領であるタブラ・ラサはともかくとして、サタジットには謎なぞの人物という印象しかなかったからだ。

　影崎と同じ道術を使うというのは分かる。

　が、それ以上の情報は、まったくの未知数だったのだ。

　ロンドンでの接せつ触しよくの際、集団瞬しゆん間かん移動をいともたやすく成し遂とげた冴さえは、確かに凄すさまじい。しかし、必ずしも単体の魔術の威い力りよくのみが、魔術戦闘の力量を決するわけではない。とりわけ集団VS集団の魔術戦闘となれば、個々の能力以上に連れん携けいや術式の相あい性しようが物を言う。

〈アストラル〉の戦いでも、何度となく見てきた結論。

　はたしてサタジットという魔法使いは、どれほどの力量と見積もればよいのか。

「同じ道士として言わせてもらえば、ああいう底の見えない手合いほど、厄やつ介かいには違ちがいないわね。さっきの会議でも、わざと発言しなかったみたいですもの。せめて一声でも聞ければ、分かるものもあるんですけど」

　と口にしたのは、チャイナドレスを着た、ギョーム・ケルビーニの妻──劉芳蘭リウ・フアンランだった。

　穂波や猫屋敷とは、先日のパリで手合わせした間あいだ柄がらである。

　すなわち、魔術封ふうじの禁きん呪じゆ使い。

　今、朱しゆ唇しんには、中国風の扇せん子すをあてている。

　その扇子も、特別な呪物フエテイシユのようだった。仙せん人にんが持つ特別な呪物フエテイシユは、宝貝パオペイなどと呼ばれたりするが、この女の持つ扇子がそうなのかまでは分からなかった。

「とりあえず、実戦慣れしてるタイプだとは思います。聞いてる話が確かなら、壺こ中ちゆう天てんの奇き異いを仕込める地仙あたり。それ以上は、直じかにやってみなくてはなんとも」

「なるほど」

　ダリウスが肩をそびやかす。

　黄金の髪かみが揺ゆれる様は、まるで獅し子しの王。

「もっとも……影崎の本質には及およぶまい。どうだ？」

「……だといいですが」

　こちらは影崎本人の言葉だ。

　自分をものさしに使われながら、男の無表情は毛一筋とて揺らがなかった。

　ダリウスは、単に鼻を鳴らしただけだった。

「お前を使わずにすむなら、それもいい。だが、おそらくは向こうも無む駄だ撃うちさせにくるだろう。自分の切り札は温存したまま、こちらの切り札だけは囮おとりで使わせようとするはずだ。もとよりサタジットやタブラ・ラサだけに限らず、〈螺旋なる蛇オピオン〉の人間など、総じてイカサマは得意に決まってるからな」

　一いつ拍ぱくおいて、さらに言う。

「ゆえに、お前は私が好きなときに、好きなように使い潰つぶすぞ。不服はないな？」

「ご随ずい意いに」

　影崎は、あくまで無表情に一礼した。

　自分の命さえも、どうでもいいと言うようだった。

　穂波も猫屋敷も、その発言にかすかに表情を強こわばらせた。〈アストラル〉時代、何度となく障害になったこの男の──あるいは先代〈アストラル〉に所属した魔法使いの──自じ暴ぼう自じ棄きとさえ取れる言葉に、一瞬耳を疑ったのだ。

　しかし、ダリウスにしてみれば、それも当然のことらしかった。

「──とはいえ、魔術決闘フエーデの条件からして、〈螺旋なる蛇オピオン〉を潰すだけではすむまい。勝利条件自体も検討は必要だろう」

　あたかも、そのふたりを揺さぶるかのように、ダリウスはさらに続ける。




「……伊庭いつきを、どう倒たおすかだ」




「…………っ」

　穂波が、息をとめる。

　影崎の話はあくまで牽けん制せいで、こちらが本命だったものか。

　さしもの少女も、幼なじみの少年を倒すという現実を突つきつけられ、つかのま意識を停止させられたのだ。

「あれについては、お前たちふたりが、よく知ってると思うが」

　水を向けられても、少女はすぐに答えられなかった。

　何度か口を開こうとして失敗し、ただ嗄しわがれた声だけを漏もらす。

「それ……は……」

「……でしたら、私から話しましょう」

　代わりに、猫屋敷が口を挟はさんだのだ。

「かまわないですね？」

「……いいだろう」

　ダリウスも、認めた。

　他の人間からも異論が差し挟まれないのを確かく認にんして、猫屋敷は言葉を継ついだ。

「まず、伊庭いつきの妖精眼グラム・サイトは、もともと守りに長たけた能力だと思います」

「ほう」

「……にあ」

　片かた眉まゆをあげたダリウスの前で、銀ぎん髪ぱつの青年はちょうど膝ひざに飛び乗った黒くろ猫ねこの頭を撫なでる。

　青年の目はいつものように細められ、彼の真意を明らかにしない。

　しかし、その言葉は非の打ち所もなく、伊庭いつきの『力』を明らかにしていく。

「なぜなら、あの瞳ひとみは探査魔ま術じゆつそのものを感知しますし、下手な攻こう撃げき魔術も先読みし、回かい避ひすることを可能とします。また、よほどの呪術を仕し掛かけたところで、どのような呪力を使ってるかが分ぶん析せきされてしまう以上、短期間で呪殺に持ち込むのは難しいでしょう」

「そう聞くと、ずいぶん厄介な能力だな」

　顎あご髭ひげに触ふれて、ダリウスが感想を呟つぶやく。

「だったら、弱点はどうだ？」

「簡単に考えられるのは、三つです」

　青年が、三本の細い指を立てて。

　すぐに、

「まず、回避しようのない広域術式」

　と言って、薬指を折る。

「いくら伊庭いつきが先読みしようと、半径数十メートルに及ぶ魔術は回避しようがありません。かつての──紅あかい種が瞳に埋うまっていた頃ころの伊庭いつきであれば、呪力ごと霧む散さんさせた可能性もありますが、現状の彼にそこまでの魔力強度はないものと思われます」

「なるほど、確かに一理ある」

　ダリウスがうなずく。

　続けて、猫屋敷は中指を折った。

「次に、人間の運動能力を超こえた攻撃速度です。単純な話、一発、二発の銃じゆう弾だんは先読みでかわせますが、フルオートのマシンガンを回避するのは不可能です」

　それは、かつてツェツィーリエがとった手段だ。

　完全に人間の運動能力を超える吸きゆう血けつ鬼きの攻撃は、伊庭いつきの妖精眼グラム・サイトをもってしても、すべて防ぎきるのは不可能だったのだ。ツェツィーリエのように単体でこうした攻撃を放つのは難しいが、それなりの仕掛けを施ほどこすか複数でかかるなら、その問題も解決される。

　そして、最後の人差し指を猫屋敷は折った。

「最後が、視みえすぎることを逆用した攻撃です」

「……ふん？」

　ダリウスが、興味深そうに眉まゆ根ねを寄せる。

　いささかももったいぶらず、猫屋敷はその意味を開かい陳ちんした。

「もともと、伊庭いつきが霊れい的てき現象に対して異様に臆おく病びようだったのは、彼なりの防衛本能だったと考えられます。つまるところ、おぞましい呪力を直視しすぎれば、精神に傷を負うと分かっていたためです」

「…………！」

　穂波が、一いつ瞬しゆん青年へと目を見開く。

　しかし、それも知らぬげに猫屋敷は続けたのだ。

「先に言ったように、よほど強力な術式でも彼の呪殺は難しい。しかし、精神外傷を目的とする呪術なら、むしろ通常以上の効果をあげる可能性が高いのです。無論、あちらもそれなりの防ぼう御ぎよ手段は考えているでしょうが、悪夢を主体とした精神攻撃の手段なら〈協会〉も多くのバリエーションを取りそろえているでしょう」

　そう言って、話をしめくくる。

　ダリウスは、少しの間顎髭に触れてから、感想を呟いた。

「ずいぶん、悪あく辣らつな手段だな」

「お気に召めさなかったですか？」

「いや、とても気に入った」

　くつくつと、ダリウスが肩かたを揺ゆらす。

　実に愉ゆ快かいそうに、ダリウス・レヴィは笑い声を嚙かみ殺していたのだ。蒼あおいスーツが震ふるえる様は、山が震えるのにも似ていた。

　それから、壮そう漢かんはテーブルの一いつ端たんに声をかけた。

「ギョーム・ケルビーニ」

「は、は、は、はい」

　こくこくと、小太りの男がうなずいた。

「伊庭いつきには、確かに面会したな」

「は、は、はい。た、確かに、あ、ああ、会いま、し、した」

「ならば、お前がこちらの切り札になるだろう」

「あ、あ、あ、は、はは、はい」

　ゆったりとしたダリウスのうなずきに、ギョームは石像になったかというほど緊きん張ちようの色を濃こくした。

　そのときだった。




「終わったか？」




　いつのまにか、新たな霊エーテル体が飛行船の広間に浮ういていたのだ。

　この場の全員に出現を気づかせぬ、凄すさまじい手練てだれであった。

　夜を、穂波は思った。

　手には黒の宝ほう錫しやく、額には茨いばらの冠かんむり。

　ひとつずつの爪つめさえも真っ黒な、漆しつ黒こくの肌はだの少年であった。

「ニグレド様……」

　ざ、とダリウスが立ち上がり、大きな拳こぶしを胸にあてて一礼する。

　劉芳蘭リウ・フアンランと、ギョーム・ケルビーニもすぐそれに倣ならった。

　ニグレド。

　穂波と猫屋敷も一度しか出会ったことのない──〈協会〉代表を名乗る少年であった。

「今、魔術決闘フエーデにそなえての会議を設けておりました。よろしければ、ニグレド様のご意見もいただますか」

「いや、よそう。もとより組織の運営は人のなす業わざと心得ている。吾われはそれに口を挟はさむことはせぬ。言うことがあるとすれば、ただひとつだけ。今も、念のためそれを言いに来ただけよ」

　人のなす業と、少年は言う。

　あたかも、自らはその外にいるかのごとく。

　古式めいた口調で、漆黒の肌の少年はゆっくりと片目を細めた。

「ただ……タブラ・ラサは、吾が相手する。それだけはよいな？」




　　　　３




　──〈協会〉。

　──〈螺旋なる蛇オピオン〉。

　──〈アストラル〉。




　三者三様の、陣じん営えい。

　それぞれがそれぞれの計画を抱かかえて、夜を迎むかえていた。

　はたまた、それぞれの陣営の内側でも、個々人としての思おも惑わくや感情が複雑に絡からまりあっていた。たとえばそれは憎ぞう悪おであり、渇かつ望ぼうであり、恋れん情じようであり、友情であり、闘とう志しであり、嫉しつ妬とであり、恐きよう怖ふであり、好こう奇き心しんや忠誠心やその他もろもろであり──それらすべての形作る、蜘蛛くもの巣のように精せい緻ちな魔ま法ほう円えんであった。

　あるいは、仏教ブツデイズムの曼まん荼だ羅らにも似ていた。

　いくつもいくつも折り重なった感情の渦うずと、因いん縁ねんの模様。

　一言で、運命と呼んでもいいだろう。

　ならば、その戦いは運命を決する──曼荼羅や魔法円の意味を決する──最後の一筆であったろうか。

　誰だれが、望みをかなえるのか。

　誰が、願いを砕くだかれるのか。

　誰が、飢うえを癒いやすのか。

　誰が、夢を失うのか。




　──その、すべてを孕はらんで。




　ついに。

　大魔術決闘グラン・フエーデは、その時間ときを迎える。
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　伊庭いつきにとって、その朝はいつもと変わらなかった。

　たいていの夏がそうであるように、あまりの蒸むし暑さに耐たえかねて目を覚ます。軽くシャワーを浴びて、朝食もいつも通りパンと牛乳。高校の宿題のノルマをかたづけ、昼前に家を出ることにした。

　……いや。

　少しだけ、噓うそが混じっている。

　家に戻もどるのは、結構ひさしぶりだった。

　ここしばらくは大魔術決闘グラン・フエーデの最終調整で、ずっと事務所に寝ね泊とまりしていたのだ。おかげで郵便受けには、新聞を筆頭とした各種郵便物が堆たい積せきしており、整理するだけで軽く数十分飛んだほどだ。ついでに、ほったらかしの部屋や廊ろう下かの掃そう除じにも夢中になってしまって、昨日は危あやうく夜よ更ふかししかけたのであった。

　思わず、苦く笑しようしてしまう。

　まったく伊庭いつき自分には、こんな平へい凡ぼんな日常がお似合いだ。幾いく多たの魔ま術じゆつが飛び交かうセカイ非日常に比べて、汚よごれた窓を拭ふいたり、夏休みの宿題に頭を悩なやましたりする生活は、どれだけ落ち着いたことだろう。

　もちろん、それは資質の優ゆう劣れつじゃなく、単なる向き不向きの問題なのだが、現実はうまくいかないものだなあと少年は思う。この大魔術決闘グラン・フエーデだって、自分よりずっとうまくやる人は、ごまんといるはずだ。たまたま妖精眼グラム・サイトを持っていたのが自分で、たまたま多くの人とすれちがって、たまたまこんなところまで流れてきてしまった。

　もちろん、そのときどきに自分の意思は強く反映されていて、それなりに頑がん張ばってきたとは思うのだけれど、たまに時間があると考えてしまうのだ。

「……やっぱり、似合わないよねえ」

　歩きながら、呟つぶやく。

　真夏の路地はひどく眩まぶしくて、空は突つき抜ぬけて蒼あおい。

　あちこちで雲が頰ほおを膨ふくらませており、いつきは昔どこかで聞いた歌をハミングしながら、陽炎かげろうの立つアスファルトを踏ふんでいった。

　もしも魔術に関かかわらなかったら、自分は今いま頃ごろ夏期講習にでも参加してるのだろうか。

　それとも、受験勉強そっちのけで、お祭りにでも繰くり出してるだろうか。

　想像できそうで想像できない、自分にあったはずの可能性。

「今度、みんなで花火大会でもしてみようかなあ」

　そんなことも、口にする。

　きっと、楽しいだろう。

　みかんや黒羽は大喜びしてくれるだろうし、ラピスも無表情ながら線せん香こう花火とかをずっと見つめている気がする。オルトヴィーンは……まあ終始むっつりしてるだろうけれど、一応は付き合ってくれると思う。アディリシアは少し離はなれた場所で微び笑しようしていて、クロエあたりはそこら中の花火を買い占しめてしまいそうだ。

　そこに、足りない人を思う。

　そこに、足りない笑え顔がおを思う。

　──ふたりの、こと。

　この一年、自分を突き動かしてきた欠落。

　たぎりおちるような夏の陽光に、いつきは片手をあげた。

「……ああ、本当に今日は暑いなあ」

　事務所の冷れい房ぼうは死にっぱなしだし、涼りようを取るために行きつけの甘かん味み処どころでも寄ろうかと考えて──その途と中ちゆうで、少年の足が止まった。

　少し考えてから、路地の角を曲がった。

　近くの、公園への道のりだった。

　歩きながら、少年はそっと右目を押さえる。

　かすかな痛みがあった。呪じゆ力りよくに反応して、瞳ひとみは赤みがかっている。

　周囲から、人の気配が途絶えていることにも、すでに気づいていた。人ひと払ばらいの魔術はいくつもあるが、これだけ自然な術式はよほどの腕うでがなければかなうまい。

「…………」

　恐きよう怖ふはあった。

　今からでも後ろを向いて、逃にげ出したくなるほどに、怖こわくてたまらなかった。

　でも、少しだけ嬉うれしいこともあった。

（……人払いも、してもらえてるみたいだし）

　できるだけ一いつ般ぱん人じんの被ひ害がいは避さけるよう、両組織へ通達していたのだが、一応その意図を汲くんでもらえたらしい。もちろん、魔法使いは本能的に一般人との接せつ触しよくを避けるものだし、単に面めん倒どうを避けたかったということかもしれないが、それでもこちらの要望を叶かなえてもらえたことは、喜んで悪くないだろう。

　数分で、公園に着いた。

　どこの街にだってあるような、小さく平凡なつくりの公園だった。塗と装そうの剝はげたシーソーや、錆さびた二つのブランコが、今は遊び手を無くし、寂さびしそうにきいきいと風で揺ゆれている。

　そこに、枯かれ草色の髪かみをした若者が待っていた。

　ふと、いつきは思い出した。

　初めて、その若者と会ったのも、この公園だったのだ。

　当時の彼は猫ねこを追いかけて、近くの楡にれの木に登っていたのだった。猫を拾い上げたら一いつ緒しよに下りられなくなった……というのは、当時の彼の弁だったが、いろいろな意味で、彼の人ひと柄がらをあらわしたエピソードではあった。

　いつも、大事な人と初めて出会うのは、この公園だった気さえした。

「……まさか、ひとりで外出してるとは思わなかった」

　フィン・クルーダが、静かに言う。

　もうひとつの妖精眼グラム・サイトを持つ若者は、厳しい面おも持もちでこちらを見み据すえていた。

　いつも曖あい昧まいな笑みを浮うかべている彼としては、珍めずらしい表情だった。

「なんとなく、そういう気分だったんです。〈アストラル〉の皆みんなは絶対一緒にいるべきだって言ってたんですけれど」

　とりわけ強固に反対したのはオルトヴィーンだった。それこそ腕ずくでも自分のそばから離さないという勢いで、捕ほ縛ばくのルーンまで投げつけられかけた次し第だいである。

　しかし、これはいつきが押し通したのだ。

　せめて一晩ぐらいは、自分の家で、昔のように過ごしたかったからだ。

　魔ま術じゆつの世界に──〈アストラル〉に関わる前の自分伊庭いつきを、ほんの少しだけ思い出してみたかったから。

　確かく認にんしたかったから。

　この道に進んだことに、悔くいがない自分を。

　それを聞き、フィンは改めて口を開いた。

「一体、何のつもりで、こんなルールにしたんです？」

「えと……一応、いろいろ考えたつもりです。で、〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉に一番納なつ得とくしてもらえそうなのはこれかなって」

「それは、納得するでしょうとも」

　断たち切るように、フィンは言う。

「〈協会〉にしろ〈螺旋なる蛇オピオン〉にしろ、ずっと君に計画を妨ぼう害がいされてきたんだ。それを打ち倒たおして、かつ魔術決闘フエーデに勝てるとなれば、文句の出るはずもない。だけど、そういう問題じゃないだろう」

　硬かたい声で、フィンは言う。

「今や十数人の飢うえた魔法使いが、布留部市を徘はい徊かいしてるんだ。ただ君ひとりを倒すために涎よだれを垂れ流してる。互たがいの牙きばと爪つめを削けずりあいながら、賞品としての君を追い求めている。そんな結果をつくりあげて、それで満足というつもりか」

　普ふ段だんの口調さえかなぐりすてて、フィンが言い募つのる。

　そして、

「君は！」

　と、声を荒あらげた。

「君は……自分の命をなんだと思ってるんだ……！」

　人によっては、その言葉に目を剝むいたかもしれない。

　フィン・クルーダが語気を荒げること自体、間ま違ちがいなく異常だ。ましてや他人の命など、この若者にとって価値のある概がい念ねんではないだろうと。

　ほとんど自動的に、他人の願いを叶え続ける願望器こそ、この若者の在り方ではなかったか。

「ありがとうございます」

「何が？」

　素す直なおに頭を下げたいつきに、フィンは眉まゆ根ねを寄せる。

「だって、心配してくれてるんでしょう」

「…………」

　フィンは、答えなかった。

　返す言葉が、分からないようだった。いつも流りゆう暢ちように日本語を話す少年は、つかのまあらゆる語ご彙いを失ったかのごとく、その場に佇たたずんでいた。

　夏の陽光ひかりで、地面に刻印される影かげばかりが濃こい。

　世界は、黒白に塗ぬり分けされている。

　長い沈ちん黙もくの後、フィンは口を開いた。

「今の僕は……君用の仕事をあてがわれてるわけじゃありません」

　ありませんと、やっとのことでいつもの口調を取り戻もどす。それもひびわれた仮面のようで、妙みような危なっかしさを感じさせた。

「だから、今ここで、君と殺し合う必然もありません。それはきっと、次の機会になることでしょう」

　ゆっくりと、一言ずつ区切るように話す。

「もしも、君が生き残ったなら、もう一度……」

　もう一度、どうしようと言いたかったのか。

　それを聞くことはかなわなかった。

「────っ！」

　いつきが、猛もう烈れつな勢いで振ふり返る。




「そいつは、あたしの仕事だからなああああああああああっ！」




　咆ほう吼こうが、いつきの背中を叩たたいたのだ。

　少年もまた、その存在に気づいていた。この一年、妖精眼グラム・サイトによる察知能力に磨みがきをかけていたのである。しかし気づいてはいても、対象の走り込んでくる運動能力と、呪じゆ力りよくを織り上げる呪的速度は想定外だった。

　そうだ。

〈螺旋なる蛇オピオン〉には、ひとりいた。

　人外の運動能力を持つ、魔ま女じよが。

　女おんな吸きゆう血けつ鬼き・ツェツィーリエ。長い髪かみをなびかせた人じん獣じゆう。同どう胞ほうのフィンがいることもかまわず、十数枚もの金貨を弾はじいた彼女は、狂きよう喜きとともに吼ほえた。




「汝なんじは始まり！　汝は導く船！　汝は輝かがやける松明たいまつ！」




　一昨日おとといの夜、猫屋敷は言った。

　伊庭いつきを打ち破る方法は、三つ思い浮うかぶと。

　しかし、それを考えつくのは彼だけではない。過ごした時間は短くとも、少年と戦ったことがある者は、同じような方法を思いつくだろう。

　とりわけ、戦いに──いいや、殺し合いに慣れた魔法使いならば。




「爆はぜろ、ケイナズ！」
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　炎ほのおをあらわす、北ほく欧おうの魔術文字。

　そのルーンが十数枚、いつきの逃にげ場を塞ふさぐように投とう擲てきされ──すべてが、同時に爆ばく発はつする。

　妖精眼グラム・サイトによる回かい避ひを上回る、広域術式が公園を焼き尽つくした。




　　　　＊




　濛もう々もうと、砂さ塵じんがあがっていた。

　ツェツィーリエのなした魔術による、破は壊かいの跡あとだ。

　凄すさまじい爆発によって、ジャングルジムは無む惨ざんにへし折れ、シーソーは付け根から砕くだかれていた。余波を受けただけの楡にれの木さえ、哀あわれに焦こげて、ぱちぱちと燃え燻くすぶっている。渾こん身しんの呪力を込こめられたルーンは、ナパーム弾だんの直ちよく撃げきにも匹ひつ敵てきする威い力りよくを示して見せた。

　なのに。

　女──ツェツィーリエは、不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを歪ゆがめる。

「なんだ……お前……？」

　当然、ツェツィーリエも、その一撃で勝負がつくとは思ってなかった。

　伊庭いつきもそれなりの防ぼう御ぎよ策は敷しいているだろう。〈アストラル〉の人間が待機してるかもしれないし、〈協会〉の魔法使いが妨ぼう害がいに入ってもおかしくない。いかなる可能性も考こう慮りよして、その上で炎のルーンを放ったつもりであった。

　だが。

　今、ゆっくりと公園に踏ふみ入ってきた人物は。

「……危なかったですわねぇ、若社長」

　足元に落ちた日傘を、拾う。

　質素ながら、品の良いレースの施ほどこされた品だった。しかし見た目通りですまないことは、今の爆発に耐たえ抜ぬいたことでも分かる。ツェツィーリエの放った炎のルーンから、公園の外から投擲されたその日ひ傘がさが、少年を守ってみせたのだ。

「若社長には防御用の呪物フエテイシユをいろいろ提供しましたけれど、あの魔術を喰くらえば、さすがにただではすまなかったですわ？」

　真夏の昼にもかかわらず、喪も服ふくのごとき黒い服と手て袋ぶくろを、女は身に纏まとっていた。

　顔にはきめ細かなヴェール。いましがた拾った日傘も黒で統一されていて、女は現実に実体を持った影かげのようだった。

　そんな相手は、ひとりしかいない。

「はじめまして」

　と、女は軽く会え釈しやくした。

「呪じゆ物ぶつ商〈トリスメギストス〉の、ディアナと申しますわぁ。どうぞお見知り置きを」

「……いいや」

　ツェツィーリエが、唇の端はしから涎よだれを滴したたらせつつ言う。

　何故なぜ、こんなところでこんな相手が現れたかなど、考えない。

　考える必要を、感じない。

「すぐに忘れるさ！　今殺す！」

　どっ、と地面を蹴けった。

　ほとんど四つん這ばいに大地を駆かける姿は、肉食獣そのもの。稲いな妻ずまのごとき疾しつ駆くはフェイントなど必要ともせず、最短距きよ離りで相手の頭ず蓋がいを破壊する。

　対するディアナは、そっと身を引いた。

「残念ですけれど、私、野や蛮ばんな戦いはあまり得意でないものでして」

　のんびりとした言葉が早いか。

　妙たえなる音が、響ひびいた。

「がっ!?」

　同時、ツェツィーリエが肩かた口ぐちを押さえ、身をひねる。

　目には見えない不可視の矢を、いつきとフィンの妖精眼グラム・サイトだけは視みた。マシンガンのフルオートでも止まるまいと思われた吸血鬼の突とつ撃げきは、その見えない矢であっさりと食い止められ──ばかりか、肩を押さえたツェツィーリエは苦く悶もんに顔を歪めたのだ。

「──鳴めい弦げんと申します」

　清すがしい声が、公園の入り口あたりから聞こえた。

　二十歳はたちそこそこと思われる、和服を着た青年だった。墨すみのごとき黒くろ髪かみに、凜りんと立った姿は、それだけで一いつ幅ぷくの絵になりそうだった。

　手には桃ももの木でできた弓を構えているが、矢らしきものは見えない。いいや矢はなかったのだ。吸きゆう血けつ鬼きを貫つらぬいたのは、呪じゆ力りよくのこもった音の矢であった。

　すなわち、その音こそが鳴弦。

「古来より伝わる、魑ち魅み魍もう魎りようを射い貫ぬくための清らな音です。あなたのような人外ならば、なおさらよく効くことでしょう」

　言って、弓は下げずに、青年は自らの名を告げる。

「葛城家、橘弓鶴と申します」

　橘弓鶴。

　二年前、伊庭いつきと〈アストラル〉が葛城家で救った青年。

　葛城みかんの元守もり人にして、かつては〈螺旋なる蛇オピオン〉とも関かかわったことのある魔ま法ほう使つかい。

「早く行ってください、いつきさん。大魔術決闘グラン・フエーデは始まったばかりなんですから」

「は、はい！　お願いします！」
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　ぐるりと踵きびすを返して、いつきが弓鶴の脇わきを抜ける。

　フィンの止める間もなかった。あるいはフィン自身がさっき言った通り、今の彼の仕事はいつきの打だ倒とうではないのだから、止めるつもりなどなかったのかもしれない。

「絶対に、無理しないでください」

「分かってますよ。いつきさんこそ気をつけて」

　いつきの言葉に応こたえて、弓鶴が形の良い顎あごを軽く引く。

「お前ら……」

　そのふたりへ、ツェツィーリエが呻うめいた。

「どういうこった……葛城家や〈トリスメギストス〉も……この大魔術決闘グラン・フエーデに参加するってのか……？」

　肩口を押さえたまま、ツェツィーリエが痛みを嚙かみ殺す。

　普ふ段だんならば、とうに回復してる程度の傷だった。そうでなくとも、生半可なことで弱みを見せる女ではない。ということは、鳴弦の矢はクロエたちが操あやつる祓魔式エクソシズムと同様、ツェツィーリエの再生機能自体にダメージを負わせたらしかった。

「葛城家は、何の関係もありません。僕個人の意志です」

　油断無くツェツィーリエとフィンを見張りながら、橘弓鶴が言う。

「それに……大魔術決闘グラン・フエーデには、僕たちが関わる余地が、最初からつくられていたはずですよ」

「ああ？」

　女の眉まゆ根ねが、ひそめられる。

　すぐ、ある答えを見つけだして、その表情に衝しよう撃げきが走った。

「まさか……」

　と、口走った。

「まさか、お前ら……っ！」




　　　　＊




　──少し、時間はさかのぼる。




　布留部市のビルの屋上で、ふたりの魔法使いが壁かべにもたれていた。

　片方はスーツ姿に眼鏡めがねをかけた青年、もうひとりはシックな白いシャツとスカートに身を固めた、やはり眼鏡の少女だった。

　穂波と、猫屋敷である。

「いっちゃんが、自分の家にいるってホント？」

「昨日、自分の家にひとりで戻もどったところまでは確実ですね。時々、白虎と青せい龍りゆうにも見張らせてましたが、他ほかの人間が出入りした様子はないようです」

　猫屋敷が、軽く眉み間けんを押さえ、地上の景色に視線を配りながら言う。

　ちょうど、遠目に少年の家を見張れる位置取りだった。

〈協会〉側もまた、いつきの動向を捉とらえていたのだ。

　これはごく単純な方法で──妖精眼グラム・サイトが魔術を察知してしまうのならば、魔術を使わなければよい──それだけの方法だ。つまるところは、猫屋敷の発案でダリウスが〈協会〉を動かし、衛星カメラによっていつきを追つい跡せきさせていたのだ。

〈協会〉が表向きの権力を保持しているからこそ、可能な方法だった。

　もっとも、大魔術決闘グラン・フエーデの間は、外部からの協力は魔術儀ぎ式しきを二回までに制限されている。同じ方法はもはや使えないだろう。

「いっちゃん……何考えてるんや！」

　穂波も、完全に昔の口調に戻っていた。

　対する猫屋敷は、困ったようにかぶりを振ふったきりであった。

「なんとなく……分かるような気はしますが」

「……にあ」

　眠ねむそうに、玄武が鳴く。

　本来なら、白虎あたりと意識を同調して見張っているところなのだが、それこそ妖精眼グラム・サイトに見つけられるので、猫屋敷は単純に遠えん距きよ離りからの監かん視しを選んだのだ。

　下手な呪物フエテイシユも、それだけで発見されかねないので、気を使う有様だ。

　敵に回すと、実にやっかいな能力だと、いまさらに猫屋敷は思い知っていた。

　そんなことを考えていると、やおら穂波が顔をあげた。

「猫屋敷さんも、なんであんな──社長のことをべらべらと話したん!?」

　何のことかなど、問うまでもない。

　妖精眼グラム・サイトの話だ。ダリウスの要よう請せいに応こたえて、猫屋敷は妖精眼グラム・サイトの考えられる弱点をすべて伝えた。それも、すぐ分かるような広域術式や高速攻こう撃げきにとどまらず、少年の元来の臆おく病びようさに注目した精神面を攻せめる術式まで提案してのけた。

「……では、手を抜ぬいて社長の弱点を話さない方が良かったですか」

「それは──」

「それは、貸し出し魔法使いレンタルマギカとして、全力を振るってないことになるでしょう。〈アストラル〉としての信義にももとります。私たちは納なつ得とくずくで〈協会〉に派は遣けんされてるのですから、その枠わく内ないできちんと全力を振るうべきです。違ちがいますか？」

「……そんなん、分かってる」

　不満そうに、少女は唇くちびるをとがらせた。

　自分たちが目指した生き方に、猫屋敷は正しい答えを出している。それは以前いつき自身とも話し合った──彼ら自身が誇ほこりとして刻み込んだ生き方であった。

「ですからこの場合、私たちからどうこうできることはほとんどありませんね。──まあ、できるとしてもひとつぐらいでしょう」

「ひとつ？」

　不満げに唇をとがらせた穂波に、猫屋敷はそっとうなずいた。

「誰だれよりも早く──私たちこそが社長を殺さぬよう、戦せん闘とう不能に持ち込んでしまうことです」

　深刻に語るでもなく、淡たん々たんと切り捨てるでもなく、自分の胸にゆっくり落とし込むように青年は話したのだ。

　だから、

「……そやね」

　と、少女も認めた。

　小さく肩かたを落として、息をつく。

　もちろん、猫屋敷の言い分だって、穂波は分かっていたのだ。こういう生き方を選んだのだから、少年と対立した以上ありとあらゆる手段を講じるのは当然だ。結果を出さぬ道に、何の意味もありはしない。

　それでも、ちゃんと訊きいておきたかった。

　吹ふっ切るために。

　あの幼なじみと会ったときも、自分が自分の誇れる魔ま法ほう使つかいであるように。




　──吹っ切る。




「うにゃあ」

　呼吸を整えたところで、ビルの柵さくに座っていたぶち猫ねこが鳴いた。

　猫屋敷が、双そう眼がん鏡きようを目に当てて、すぐにしまった。

「社長が、家を出ましたね」

「うん、追いかけよ！」

　穂波が、すぐさま屋上の入り口に駆かけ出す。

　空を飛べれば簡単なのだが、やはり妖精眼グラム・サイトに察知される可能性から、どちらも徒歩での追跡を選んだ。

　しかし、双そう方ほうの足が途と中ちゆうで止まった。

　穂波たちは、ともに眼めを見張った。

　屋上の出入り口に、新たな影かげが現れていたのである。

「……やはり、お前はここで張ってたか。猫屋敷」

　がっしりとした巨きよ影えいが、重々しく告げた。

　穂波が、小さく息を吞のむ。

「あんた……っ！」




　　　　＊




　異変が起きているのは、公園だけではなかった。

　伊庭いつきを巡めぐって、世界中を揺ゆるがす大魔術決闘グラン・フエーデの最中さなか、予測されざる事態が起ころうとしていたのだ。

　彼らの知る〈アストラル〉ではない。

　それを支し援えんする〈ゲーティア〉でもない。

　街中に配備された〈銀の騎き士し団〉ですらない。

　どれとも異なる──複数の勢力。




　その勢力が、今視し認にんされたのだ。




　　　　２




「……どういうこった」

　動けぬまま、いつきを見み逃のがしたツェツィーリエが、ぎりと歯を嚙かみしめる。

　不気味なほど、その音は大きく響ひびいた。錆さび付いたやすりとやすりを、無理矢理に擦こすりあわせるような音であった。

　瞳ひとみに怨おん念ねんの炎ほのおを宿して、吸きゆう血けつ鬼きは橘弓鶴と名乗った青年を睨ねめつける。

「葛城家だかなんだか知らないけど……なんでお前みたいなのがここに来てる？」

「伊庭いつきの、『力』であるためですよ」

　爽さわやかな声で、青年は答えた。

　無む駄だな力みなく、すっと立った姿はそれだけで一個の芸術だった。桃ももの木の弓に手をかけたまま、澄すみ渡わたった湖のごときその横顔は、戦いの最中さなかにあって一いつ切さいの殺意を感じさせない。ひとつの術理を極きわめた者の在りようだった。

　人を打ち倒たおすのに、殺意も敵意も不純物とみなす──武術のシステム。

　対するツェツィーリエはその真逆に、強きよう烈れつな殺気を漲みなぎらせた。

　美しい唇くちびるを自らの涎よだれで汚よごしながら、女は言う。

「だったら、ここに来るのは〈アストラル〉だろう。百歩譲ゆずっても、この大魔術決闘グラン・フエーデに参加するのは、〈ゲーティア〉か〈銀の騎士団〉止まりのはずだ。なんで、葛城家とやらが絡からんできてる……っ！」

「あなたも、聞いたはずですが」

「はあ？」

　凶きよう相そうをさらに歪ゆがめた吸血鬼のすぐ近くで、フィンがはたと瞬まばたきした。

「ああ……なるほど。そういうことですか。確かに、限定はしてなかったですね」

「そうでしょぉ。契けい約やく書しよにも書かれていたはずですわぁ。伊庭いつきは彼の行使できる全戦力で抵てい抗こうできると」

　これは、少し離はなれて見守っていたディアナが言ったのだ。

　喪も服ふくを纏まとった呪じゆ物ぶつ商人は、どこか楽しそうですらあった。

「その戦力に、〈アストラル〉という枠わくはなかったはずですわよぉ。〈ゲーティア〉や〈銀の騎士団〉は言うに及およばず、葛城家やほかの魔法使いすら、伊庭いつきに協力するという名目さえあれば参加できる──そういうことになりますわねぇ？」

「な……っ！」

　ツェツィーリエが、絶句する。

　確か、あの最終会議で、少年はこう言わなかったか。




　──『お手て柔やわらかに。僕も、僕の行使できる力の限りで、抵抗してみます』




　あの言葉が、こういう意味であろうとは。

「……は、はは、ははははははは」

　乾かわいた笑い声を、女が漏もらす。

「それはまたあたし好みだなあ。悪くない。悪くないさ。そんな外げ道どうなペテンで、友人まで地じ獄ごくにひきずりこんだってか」

　半顔を手で覆おおい、牙きばを剝むく。

　指の隙すき間まからこぼれた瞳は、極度の呪じゆ力りよくの集中で、獣けもののごとく変じていた。その獣を弓矢で牽けん制せいする青年との対たい峙じは、まさしく人と獣の歴史のようであった。

「……なにか勘かん違ちがいされてるようですから、いつき様の名めい誉よのために言っておきます」

　身じろぎひとつせず、橘弓鶴は口を開く。

「いつき様は、単にあいさつに回っただけです。事情を聞き出して、この決けつ闘とうに連れていってもらえるよう頭を下げたのは私たちの方ですよ」

「ええ、もちろんこちらもそうですわよぉ。あの若社長、放ほうっておくとひとりだけで特とつ攻こうしかねないですものねぇ」

　ディアナが太たい鼓こ判ばんを押す。

　のんびりした声は、少年を誰だれより信しん頼らいしているのだと言外に告げていた。

　実際、そうだった。

〈トリスメギストス〉の首領は、あの少年が〈アストラル〉を引き継ついですぐ──最も古くから、あの少年を知るひとりだった。そして、今となってはあの少年の成長を見てきたその時間こそが自分の誇ほこりだと、淡あわく微び笑しようした唇が語っていた。

「……はっ！」

　ツェツィーリエが歯は嚙がみする。

　彼女は、〈アストラル〉を大した戦力ととらえていなかった。

　なるほど、アディリシアや自分の馬鹿弟子オルトヴイーン、〈銀の騎き士し団〉から派は遣けんされた女騎士クロエは厄やつ介かいだ。しかし、ほかはまだ未熟な魔ま法ほう使つかいに過ぎない。自分ともうふたりほど座セフイラーがいれば、殲せん滅めつに大した手間は喰くわないだろうと考えていた。

　だが。

　伊庭いつきが、〈アストラル〉以外の人間も持ち出せるならば。

　かの少年の恐おそるべきコネクションを加味すれば──それはもはや、大魔術決闘グラン・フエーデに際して戦力を限定された〈螺旋なる蛇オピオン〉や〈協会〉に劣おとらぬ、一大戦力ではあるまいか。

「…………」

　睨にらみ合ったまま、ツェツィーリエは動けない。

　理由は、簡単だ。

　ツェツィーリエという吸きゆう血けつ鬼きと、橘弓鶴という魔法使いとの相あい性しようは最悪だったのだ。ある意味では、クロエの祓魔式エクソシズムよりも上だとさえ思った。クロエに見え隠かくれしていた術理や気質の甘さが、この青年からは微み塵じんも感じ取れなかったからだ。

　勝てぬわけではない。

　地力であれば自らが勝まさるという、その程度の自信はある。

　しかし……時間をかければかけるほど、いつきを捕とらえることは難しくなる。

　かっ、とツェツィーリエは口を開いた。

「……フィン！」

　この吸血鬼からすれば奇き蹟せきにも増して珍めずらしい──なんと、他人を頼たよったその叫さけび。

　枯かれ草色の髪かみの若者は、正しく反応した。




「──我は願うハイル！」




　少年の手が、呪力のこもった石を投とう擲てきする。

　円石サークル・ストーン。

　ケルト魔術で神聖視される、中央に穴を穿うがたれた天然石。

　目付けしていた弓鶴でさえ、反応できない速度だった。妖精眼グラム・サイトによって制せい御ぎよされたケルト魔術は、赤く、紅あかく、アカく──ただの一言で、その『力』を解き放つ。

　一いつ瞬しゆんの輝かがやきの直後、若者の込こめた呪力の意味は明らかとなった。

「────っ！」

　橘弓鶴とディアナが、そろって硬こう直ちよくする。




　公園から、ふたりの〈螺旋なる蛇オピオン〉の姿は、見事に搔かき消えていたのだった。




　　　　＊




　布留部市のあちこちで、魔法使いたちが駆かけずり回っていた。

〈螺旋なる蛇オピオン〉でも、〈協会〉の魔法使いを罰ばつする魔法使いたちでもない。

〈銀の騎士団〉の、精せい鋭えいたちだった。

　そして、布留部市のホテルの一部屋をおさえて、彼らを自在に指揮しているのは、髪も髭ひげも真っ白な老騎士だ。

「街中に結界を張れ！　戦いの場を即そく座ざに確定させるのが主眼だ」

　老騎士は、ホテルの椅い子すに腰こし掛かけたまま、秘書官とのやりとりで指令をくだしていた。

　ジェラール・ド・モレー。

　かの老人の指揮のもと、多くの騎士たちが祓魔式エクソシズムの結界を形成していたのだ。十字軍に端たんを発する祓魔式エクソシズムの結界は、単に一いつ般ぱん人じんを隔かく離りしたり、敵対魔術を防ぐだけではない、特別な性質を保持している。

　つまり──他の魔術系統の呪じゆ力りよくに、いち早く反応する性質だった。

　魔女を効率よく発見するための、異端審しん問もんのための魔術ともいえる。

（まあ……相手が〈螺旋なる蛇オピオン〉や魔法使いを罰する魔法使いでは気休めかもしれんがな）

　苦笑しつつ、ジェラールは騎士たちの報告にうなずいている。

　ツェツィーリエの危き惧ぐとは裏腹に、〈銀の騎士団〉は全面的な参加を考えてなかった。

　伊庭いつきの個人的なコネクションはともかくとして──むしろ、伊庭いつきの友人たる一流の魔法使いたちを参戦させるならばなおさら、〈銀の騎士団〉の組織全体まで参戦してしまっては、決けつ闘とうの正当性が疑われてしまうからだ。いかに契けい約やく上は問題なかろうと、外部から見たときの筋を通しておかなくては、大魔術決闘グラン・フエーデの前提から崩ほう壊かいしてしまう。

　つまるところは、いつきのやり口を正当化するためにこそ、〈銀の騎士団〉の組織としての介かい入にゆうを諦あきらめたのだ。

　ゆえに、老騎士は限定的な介入に終始する。

　それもまた、いつきが望んでいたことではあった。




　──『ジェラールさんには、僕らが──いえ、僕が安心して戦えるように、その支し援えんをお願いしたいんです』




（……支援としては、やりすぎてるか？）

　少しだけ、そんな思いも頭をかすめた。

〈銀の騎き士し団〉の騎士総長としてのみ決断するならば、あくまでこの大魔術決闘グラン・フエーデの準備だけですますのも手であった。〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の戦いが、最終的にどのような結果に転ぼうと、それなら〈銀の騎士団〉の存在感だけは示すことができるからだ。

　しかし。

　なんとなく、老騎士はあの少年を気に入っていた。

　魔ま法ほう使つかいの生まれというわけでもないのに、あるいはだからこそ、多くの魔法使いのために戦おうとする、あの少年を好もしく思ってしまっていた。

「気に入ったものは、仕方ねえよなあ」

　つい、昔の口調がほころび出た。

　騎士総長などと呼ばれるよりもずっと以前、騎士としても若じやく輩はいで、いっぱしの問題児として知られていた頃ころの、古い古い時代の記き憶おく。

　そんな記憶を、呼び覚ましてしまう少年であった。

「ん？」

　そこで、ジェラールの瞳ひとみが横に流れた。

　急ぎ部屋へ入ってきた秘書官が、新たな報告を伝えたのであった。

「……なるほど、そう動いたか」

　ジェラールは、少しの間瞼まぶたを閉じて黙もつ考こうした。

　伊庭いつきは、彼にさえ作戦の全ぜん貌ぼうを打ち明けてはいなかった。〈銀の騎士団〉は限定的な介入にとどめるというジェラールの決断を聞いて、それならと要求を切り出しただけだったのだ。

　ゆえに、ジェラールは自分なりの仮説を打ち立てるべく、沈ちん思しする。

　やがて。

　ひとつの疑問へと、辿たどり着いた。

「……だったら」

　と、白い眉まゆをひそめたのだ。

「……だったら、あの少年は、〈アストラル〉本体には何をさせている？」




　　　　＊




「はっ……はっ……はっ……」

　いつきは、駆かけている。

　勝手知ったる地元の街を、縦じゆう横おう無む尽じんに走っている。

　橘弓鶴とディアナに公園を任せた後、少年は一目散に逃にげ出していた。

　脇わき目めも振ふらず、ただただ道をひた走っていく。

　あたりからは、やはり一般人の姿が見えなかった。フィンの魔術がまだ利きいているのか、それとも〈銀の騎士団〉に仕し掛かけてもらった結界が功を奏しているのかは分からない。ただ、自分の地元で余計な人を巻き込まずにすむことには、ほっと安あん堵どの吐と息いきをこぼした。

　後は、自分の役割をこなすだけ。

　怖こわかろうと、心細かろうと、そんなことは関係ない。

　必要なのは頭脳。感情を切り離はなして、ただ思考を張り巡めぐらせろ。自分のせめてもの武器である賢さかしさを使いこなせるよう、必死に呼吸を整える。

　路地裏にもたれつつ、右目を押さえた。

（妖精眼グラム・サイト、を……）

　瞳に、『力』を込こめる。

　他人に捕つかまえられぬよう、周囲の呪じゆ力りよくを精密に把は握あくする。さっきからこの繰くり返しだった。疾しつ走そうと異能のコンビネーション。それこそ全力ダッシュと深海へのダイビングを休きゆう憩けい無しに連続させるようなものだったが、いつきはなんとか成し遂とげていた。ある意味では、この二年間最も少年が鍛きたえてきたのが、そうした持久力であったかもしれない。

（よし、大だい丈じよう夫ぶ……）

　周囲に不ふ穏おんな呪力がないのを確かめ、呼吸が落ち着くのを待つ。

　そして、もう一度、身を起こそうとしたときだった。




「いつき様」




「わ──っ!?」

　驚きよう愕がくで、尻しりからひっくりかえる。

　かろうじて壁かべに手を突ついてこらえたところに、生き真面目まじめな声がもう一度かかった。

「いつき様、私です」

「く、クロエさん！」

　路地の奥まったところに、白いケープを纏まとった女騎士が立っていたのだ。

　ほっと、息をつく。

　その様子を見てから、クロエは細い腰こしに手をおいて、むっといかにも文句のありそうな顔つきで少年に唇くちびるをとがらせた。

「……どうして、そんな驚おどろくんですか？　私にここで待っていろと言ったのは、いつき様ですよ」

「は、はい。そうです！」

　思わず、何度も頭を下げてしまう。

　対する少女騎き士しは、しばらくその様子を見つめた後、片目をつむって踵きびすを返した。

「じゃあ、ここからは……打ち合わせていた通りに？」

「はい、よろしくお願いします」

「──おお、ちゃんと合流できたのな」

　ついでもうひとり、路地の奥から直刀を担かついだ巫女みこが現れたのだ。

　長身の体たい軀くに、すっきりとした顔立ちの女であった。

「鎬さん」

　と、いつきは名を呼んだ。

　御凪鎬。

〈アストラル〉とも比ひ較かく的近い、蔵名神社に住む女おんな神かん主ぬしであった。
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「言われてた通り、その女を案内して回ってきたぜ」

　ふふん、と鎬が得意げに鼻を鳴らす。

「あ、ありがとうございます！」

「さすがに〈螺旋なる蛇オピオン〉やら〈協会〉の魔ま法ほう使つかいを罰ばつする魔法使いやらにはかなわないけどな。地の利ならこっちにあるっての」

　頭を下げた少年に、巫女はにんまりと笑った。

　こういう笑えみの似合う女であった。剣けん神しん・経フ津ツ主ヌシノ神カミを奉ほうずる巫女としてはふさわしいともいえる。唯ゆい一いつ神しんを崇すう拝はいする少女騎士クロエとは、なかなか興きよう趣しゆをそそる組み合わせだった。

「じゃあ……急いで、みんなのところに」

　そう、いつきが言いかけたときだった。

「っ──！」

　突とつ然ぜん、少年が右目を押さえてうずくまったのだ。

「どうした!?」

「いつき様！」

　ふたりがそれぞれ、血相を変えて少年に駆かけ寄る。しかし、それよりも早く少年は強く息を吐はき出して、顔をあげた。

「……だ、大丈夫。ちょっと目眩めまいがしただけ」

　淡あわい、微び笑しようを返す。

　実際、大したことはなかったらしく、顔色はすぐ元に戻もどった。

　何度か、その場で深呼吸をしてから、

「でも……ちょっとやられたかも。もう少し、僕ばっかり追ってきてくれるかと思ってたんだけど……」

「え？」

　疑ぎ問もん符ふを浮うかべた少女騎士の前で、いつきはきゅっと唇を嚙かんだ。

「霊脈レイラインのひとつを……押さえられたみたいだ……」




　　　　３




　その展望台からは、街の様子を一望できた。

　百メートルを超こえる高みからすると、交差路を往来する車の群れは、玩具おもちやのミニカーめいて見える。ガラスの向こうとこちらとで、世界の位相が変わっているかのよう。もちろん、それはただの錯さつ覚かくに過ぎないのだが、そうした錯覚をもとに現実そのものをねじまげてしまう技術こそ、魔術の本質ではなかったか。

　クリスタル・タワー。

　布留部市のシンボルとして名高い、クリスタル・タワーと呼ばれる市庁舎だ。

　もっとも市庁舎とは名ばかりで、ほとんどの業務はすぐ近くの新庁舎で行われている。タワーの土台となった旧庁舎ともども、基本的には観光施し設せつとして、いわば第二の余生を全まつとうしようとしているのだった。

　しかし。

　普ふ段だんなら市民や観光客で賑にぎわうタワーの展望台に、今はふたりの人ひと影かげしか落ちていなかった。

　十三年前、この場所で複数の魔術結社が激突したと、知る者はほとんどおるまい。人間としてほぼ極限とさえいえる多くの魔術を交こう錯さくさせ、ある者は倒たおれ、ある者は傷つき、自らの信念をぶつけあった知られざる古戦場。

　青年は、そこに佇たたずんでいた。

　細い身体からだに羽織った、黄色い長衣ローブが翻ひるがえる。長衣の下には仕立てのよいチュニックを纏まとい、数々の医い療りよう器具を差し込んだ中世の医師のスタイルだった。

　目の下は分厚いくまで縁ふち取どられており、整った半顔も長い髪かみに覆おおわれていた。長く長く冷たい水に浸ひたっていたがごとき青い唇くちびるは、低く、小さく、異国の歌を口ずさんでいる。





　──同じ羽の鳥は群れるもんだ（Birds of a feather flock together,）

　　　豚だってそうするように（And so will pigs and swine）

　　　ドブネズミやハツカネズミだってツレを選ぶもんだ（Rats and mice will have their choice,）

　　　私だってそうするように（And so will I have mine.）






　マザーグース。

〈螺旋なる蛇オピオン〉は〈永遠ネツアク〉の座セフイラー──メルキオーレが、そこに立っていたのだ。

「その歌は、聞くノ初メテだナ。メルキオーレは、なにカここニ思い入レあるワケ？」

　独特な口調で呼んだのは、もちろんジェイクである。

　きょろきょろと周囲を見回しつつ、広い幅はばの肩かたを大おお雑ざつ把ぱにすくめる。

「貧びん乏ぼう臭くさイ場所だネー。せっカク街のシンボルにするんだっタラ、もっとキンキラキンにした方ガ絶対楽シイと思うんだけどナ！」

「…………」

　返事はない。

　メルキオーレは黙もくしたまま、じっと床ゆかに触ふれていた。

「ちょっト！　ちょっとちょっト！　いくらなんデモ、無視はヒドくないデスかー？　俺傷ついチャイますよう！　俺のちっちゃいハートは、ＸＢＯＸ３６０のレッドランプぐらいデリケェトですヨウ!?」

　なんとも気持ち悪く身をよじって、ジェイクが抗こう議ぎの声をあげる。

　すると、かなりの間黙だまり込んでから、メルキオーレはやっと口を開いたのだ。

「……昔……ここで……師し匠しようのマルチェッラが……母さんが死んだんだ……」

「……、オォ」

　その言葉に、ジェイクは軽く呻うめく。

　彼も、知っていたからだ。

　十三年前、紅あかい種を完成させるために、この都市へ潜もぐり込んだ三人の〈螺旋なる蛇オピオン〉。そのことごとくが命を落とし、紅い種もまたしばらくの間〈螺旋なる蛇オピオン〉の情じよう報ほう網もうから失われた。

　それがなければ、〈螺旋なる蛇オピオン〉の計画はずっと早まっていたことだろう。

　後に、その紅い種はオズワルドの手に渡わたり、娘むすめであるアディリシアと伊庭いつきの手によって破は壊かいされたこと。

　そして。

　さらに後になって、新たな紅い種が生まれていたことが発覚する。

　伊庭いつきの妖精眼グラム・サイトに宿った……もうひとつの、紅い種。

「先代の〈アストラル〉と……〈ゲーティア〉との……三つどもえの結果だって……聞いてる……。実際のところ……誰だれがとどめをさしたかまでは……分からないし……殺されて……当然ぐらいのことは……母さんもしてたろうけど……」

　喘ぜん鳴めいとともに吐はき出される言葉は、この青年としては異例の量だった。

　フードの内側から、その視線だけがジェイクを睨ねめつけた。

「君だって……そうだろう……。君の師は……行者ヨーギのドゥマだって……聞いてる……」

「んーん、イロイロな技術を学ばセテもらったケドね。別に師匠ってワケじゃないヨ。向こうも勝手に盗ぬすマレタだけって、思っテルんじゃないカナ？」

　眉まゆをへの字にひそめて、ジェイクは大げさに肩をすくめた。

　彼らは、知らぬ。

　ちょうど同じような会話を、この都市でかつての〈螺旋なる蛇オピオン〉がしていたことを。




　──『勝手に盗まれただけですからね。正統な弟で子しとは言えないでしょうが、それでも彼が生きているなら、私の技術が完全に途と絶だえることはありません。それだけの応用性が彼にはあります』




　──『あなたの徒と弟ていでも、メルキオーレは随ずい分ぶん腕うでをあげていると聞いてます。次の世代でもまず座セフイラーを狙ねらえると』

　──『うちの糞くそガキなら、まだまだだ』




　そのやりとり。

　微び笑しようと苦笑とを互たがいに刻んだ、ドゥマ師とマルチェッラ母の会話は、どこかしら今のメルキオーレとジェイクに似通っていた。

　彼らもまた、過去からの思いを引き継ついでいるものであった。

　たとえばそれは、〈アストラル〉や〈ゲーティア〉と同じように。

「…………」

　メルキオーレは、床に触れたままだ。

　多くの魔ま術じゆつにとって、塔とうは特別な意味を持つ建造物である。それは天とつながるための儀ぎ式しき場であり、大地の霊脈レイラインから『力』を吸い上げるための神秘の井い戸どでもあった。

「ここの霊脈レイラインは……ずいぶん特とく殊しゆだね……。質も量も普ふ通つうなのに……感じが全然違ちがう……。多分……行者ヨーギであった……ドゥマ様が……いろいろと介かい入にゆうした……せいなんだろうけど……」

　床に触れた手を動かしながら、メルキオーレは軽く咳せき込む。

　昨年のロンドンにおいても、この死し霊りよう術じゆつ師しは霊脈レイラインを押さえる役目に回されていた。〈礎イエソド〉と協力することにより、ロンドンの霊脈レイラインを掌しよう握あくし、単身〈学院〉を襲しゆう撃げきしたのである。

　それは、この不健康そうな青年に、霊脈レイラインへの希け有うな適合性があったからだ。

〈螺旋なる蛇オピオン〉の中でも、特筆するに足る『力』が。

　青年の手が、長衣ローブの懐ふところをまさぐった。

　取り出されたガラスの筒つつの内側には、ピンク色に蠢うごめく肉にく片へん──人間の臓器が浮ういていた。




「我は祝福となす……乙おと女め座ざの腑はらわたよ……大地に隠かくされし流れを見み抜ぬけ……」




　口ずさまれるのは、死霊術ネクロマンシー特有の呪文。

　その言葉とともに、ガラスの筒が正確に北へ向かって投とう擲てきされ、砕くだけ散って中身を晒さらす。たちまち、きつい臭しゆう気きが周囲にたちこめた。

　乙女座の人間の、小腸。

　死霊術ネクロマンシーの祝福を受ければ、すなわち隠されたものを曝あばく呪物フエテイシユと変ずる。

　続けて、新たなガラスの筒を取り出し、メルキオーレが唱える。




「我は祝福となす……双ふた子ご座ざの肺よ……我に叡えい智ちを授さずけよ……」




　再び、投擲されるガラスの筒。

　撒まき散らされた内臓が、毒どく蛇じやのように床ゆかを叩たたく。メルキオーレの詠えい唱しように従って、それらは規律正しい呪じゆ力りよくを纏まとい、一種の魔法円を形成していく。

　今度は、双子座の肺。

　死霊術ネクロマンシーの祝福を受ければ、すなわち世界の叡智を収拾する呪物フエテイシユと変じる。

　三み度たびガラスの筒を掲かかげ、一ひと際きわ強く、メルキオーレは叫さけんだ。




「我は呪のろいとなす……獅し子し座ざの心臓よ……かのものの血の流れを縛しばれ……」




　ガラスの筒を叩きつけ。

　さらに、さらに、強く吼ほえる。




「乙女座よ、双子座よ、獅子座よ……腑よ、肺よ、心臓よ……我は願う、我は願う……我は我がすべてをもって……この三角律をもちて……竜りゆうの尾おを捕とらえよ……！」




　──何かが、動いた。




　魔術と関かかわりない人間でさえそれと分かるほどの、圧あつ倒とう的な気配。

　さしものジェイクが息を止め、周囲を見回したとき、その中心で青年が震ふるえた。

「か……っ！」

　床から──いいや、地中から噴ふき出た凄すさまじい『力』が、青年の身体からだへと突つき上がる。

　吹ふき抜け、突き抜け、貫つらぬいた。

「か……かは、が、ああああああっ！」

「メルキオーレ──ッ!?」

　激しく咳き込んだ青年が、片手をあげてジェイクを制止した。

　数秒、長衣ローブの背中が激しく痙けい攣れんする。

　口元を押さえた細い指の間から、鮮あざやかすぎる緋ひ色いろが滲にじんだ。

「お、オイ、メルキオーレ？」

「これは……なんともはねっかえりな霊脈レイラインだ……」

　青い唇くちびるが、この青年には珍めずらしい微笑を刻んでいた。

　かつて母とその同どう胞ほうが挑いどんだ霊脈レイラインを前にして、彼にも何らかの思い入れが生じていたのかもしれない。

「これだけ明確に……はねつけられたのは……初めて……。ああ……抵てい抗こうの強さだけで言えば……倫敦ロンドンのときより……ずっと上だ……」

　がくがくと、何度となく青年の身体は痙攣した。

　もとより瀕ひん死しと見える様子が、そうなるともはや死体そのものに等しかった。土気色の肌はだからはあらゆる生気が消えて、横顔に至っては半はん透とう明めいの幽ゆう霊れいじみている。

　しかし、

「……でも……尻尾しつぽは……押さえた」

　うっすらと、メルキオーレの顔に、酷こく薄はくな笑えみが広がったのだ。

「押サエた？」

「ええ……」

　笑ったまま、青年がうなずく。

「いつまでも……情報戦やら小細工やらで……こちらを押さえられると……思わない方がいい……」

　陰いん鬱うつたるメルキオーレの声は、まさしく宣戦布告。

　そう。

　伊庭いつきに対する、宣戦布告であった。

「これから……伊庭いつきを……検けん索さく……する……」




　　　　＊




　──風は、瞬またたく間に世界を駆かけ抜けた。




　霊脈レイラインのひとつが掌しよう握あくされた結果は、たちまち都市の霊的地図を塗ぬり替かえる。西洋の魔ま法ほう使つかいが王になぞらえられるのは単なる比ひ喩ゆではなく、土地に対する支配力を指したものであったが、今のメルキオーレの魔術は正しくその意味を体現した。

　ゆえに。

　その結果が干かん渉しようしたのは、いつきだけではなかった。

「あ……っ！」

　小さな声とともに、少女の身体が弾はじき飛ばされる。

「ラピスちゃん！」

「ラピス！」

　あまりにも軽く、ふわりと浮ういた身体が、空中で見えない手に受け止められた。

「ラピスちゃん！」

　黒羽の、騒霊現象ポルターガイストだった。

　空中に少女の身体を繫つなぎ止めたまま、霊エーテル体の黒羽が、慌あわててすぐ隣となりへと飛ひ翔しようする。

　それにならって、一いつ緒しよに見守っていたオルトヴィーンもすぐそばへ駆け寄った。

「おい、ラピス──」

「大だい……丈じよう夫ぶ」

　と、ラピスが頰ほおを擦こすった。

「ちょっと弾かれただけ。大したことない」

「でも……」

「……大丈夫」

　気丈にも──普ふ段だんの無表情にかすかな微び笑しようさえ含ふくませて、赤い髪かみの少女がうなずいた。

　ゆっくりと、自分の足で境けい内だいに降り立つ。

〈アストラル〉事務所からほど近い、寺である。

　竜りゆう蓮れん寺じ。

　かつて、隻蓮と呼ばれる僧そう侶りよが住職を務めていた寺院だ。これが神しん道とうの寺院だと黒羽のような霊エーテル体が侵しん入にゆうするのは困難なのだが、幸い隻蓮が管理していたこの寺は、外部の霊エーテル体も受け入れるだけの鷹おう揚ようさがあった。

　ある意味では管理のいい加減さともいえるが、この場合は朗報と言えたろう。

　そこには、ラピスと黒羽とオルトヴィーン──現役〈アストラル〉の三人が集まっていたのだ。

「それに……ほら」

　小さな手の平を、ラピスが見せた。

　すると、ふたりの表情が大きく揺ゆれ動いた。

「それが……いつきくんの言ってた」

「じゃあ、お前……」

「うん」

　と、少女は嬉うれしそうにうなずいた。

「ちゃんと……回収できた」

　そのときだった。




「──ああ、やっぱりそこにあったんだ？」




　三人が、猛もう烈れつな勢いで振ふり返る。

〈螺旋なる蛇オピオン〉か──さもなくば〈協会〉の人間と思ったのだ。いや、このタイミングで現れる者などほかにはありえまい。

　境内の入り口には、長身の人ひと影かげが現れていたのだ。

「うんうん、そうだよね。それを隠かくせる場所なんてそんなにないもの。〈ゲーティア〉や〈銀の騎き士し団〉だって、〈協会〉や〈螺旋なる蛇オピオン〉に全力で襲おそわれたら守りきれない。だとすれば一番安全なのは……もともとあった場所にこっそり戻もどしておくことだ。これってばミステリーの定石だよね？　とはいえ、そんな糞くそ度ど胸きよう、なかなか発揮できるもんじゃないけどさ」

　実に軽い声で口にして、ゆっくりと男は歩いてくる。

　頭には麻あさの中折れ帽ぼうをかぶり、細身の身体からだには仕立ての良いスーツを纏まとっていた。洒しや脱だつな着こなしに軽けい妙みような口調。パーティに連れていけば、きっと会話の中心となることだろう。

　しかし、そんな評価が通じる場ではない。

　まして、それだけの男が現れるようなタイミングでもなかった。

「お前──っ！」

　牙きばを剝むいたオルトヴィーンに片目をつむって、軽く帽子を持ち上げて、男はこう告げたのだ。

「その、紅い種をもらえないかな？」

「────！」

　もはや、問答の余地はなかった。

　オルトヴィーンの身体が、そのまま鋭するどい矢と化した。

　疾しつ風ぷうよりも速く、稲いな妻ずまのごとく、男の死角へと滑すべり込む。ぐるりと回った体が、ここまでのベクトルを上乗せして、男の鳩尾みぞおちへ肘ひじ打うちを叩たたき込む。

　──はずだった。

「おや危ない」

　するりと、オルトヴィーンの肘を、男の手の平が包み込んだのだ。

　それしか、感じられなかった。

　たったそれだけで、オルトヴィーンの肘打ちは逸そらされ、男は少年の右みぎ脇わきへと回り込んでいたのである。

「いっきなり危ないな？　もう少し、平和的にいかない？　今の〈アストラル〉ってばそんな好戦派なわけ？」

「っ！」

　少年が、身をひねる。

　膝ひざと足首だけで数メートルも跳はね、即そく座ざに懐ふところから小石を取り出す。




「汝なんじは氷！　汝は凍とう結けつ！　汝は停止！　されば阻はばめ、イーサ！」




　境内には木材も多いことを考こう慮りよしての、氷のルーン。

　小石に刻まれた[image: イーサ]（イーサ）のルーンが、たちまち大量の氷の茨いばらを生じさせ、大地を動き回る。その茨の触ふれた端はしから、周囲がたちまち氷こおり漬づけにされてしまう。

　相手の長所が、こちらの想像を超こえた機動力にあると──そこまで考慮しての選せん択たくだった。

　しかし、

「うん、選択はいい」

　と、すぐ斜ななめ後ろから声があったのだ。

　振り返るのと同時に放った裏うら拳けんが、これまた優やさしく軌き道どうを逸らされ、男のスーツを掠かすめただけで虚こ空くうを切った。

「一いち撃げき防がれただけでそういう選択ができるのは、君がよほど戦いに慣れている証しよう拠こだろう。でもまあ、機動力で君より優すぐれているというのが、そもそも勘かん違ちがいでは正しい判断はできないな」

「ふざ、けるな！」

　少年の両手が、颶ぐ風ふうに霞かすんだ。

　正拳、掌しよう打だ、手刀──いずれも吸きゆう血けつ鬼きの弟で子しの名に劣おとらぬ迅じん雷らいの速度。

　そのすべてが、男の体さばきによっていなされた。

　速さではない。

　男の反射速度は、けして人間のそれを超えてない。オルトヴィーンにしてみれば半分以下のとろくさい動きだ。

　なのに、当たらぬ。

　オルトヴィーンの繰くり出す拳こぶしも魔ま術じゆつも、男は自然体のままかわしていく。

（こ……れは……）

　オルトヴィーンの背筋に、ぞっと嫌いやな感覚が走った。

　あることを、思い出したのだ。

　まるで……かつて、伊庭いつきを敵に回したときのような。

「違うよ」

　と、まるでこちらの思考を聞き取ったかのように、男が告げる。

「俺に、妖精眼グラム・サイトなんて上等なものはない。まあ、そこのお嬢じようさんの霊エーテル体ぐらいは見えるけど、基本的には少し勘かんが鋭くて、この手の修しゆ羅ら場ばに慣れてるだけ。それはもう聞くも涙なみだ語るも涙の物語なんだけどね？」

「ふざけるな！」

　激げき昂こうした一撃が、紙かみ一ひと重えで空を切る。

　紙一重というのは、けして惜おしかったという意味ではない。それだけの余よ裕ゆうをもって、男に見切られてしまっているのだ。

「だから怒おこった大おお振ぶりはますます当たらないってば？」

　おどけた男の目の前から、今の拳の慣性を利用して、少年が再び跳ねた。

　瞬しゆん間かん、男の身体からだが硬こう直ちよくした。

　ばかりかその足はわずかに数センチ宙へ浮うき、十じゆう字じ架かに貼はり付けられたように、両手を横に広げて停止したのである。

　黒羽の騒霊現象ポルターガイストだった。

「……ああ、なるほど。このコンビネーションが狙ねらいか。こりゃ油断した」

「動かないでください」

　離はなれたまま、黒羽が厳しく言う。

　精度の問題もあり、オルトヴィーンと接近してる間は振るえなかったが、離れてしまえばどうにでもなる。

　その頭上で、樹木の何本かが根こそぎ引き抜ぬかれて浮ふ遊ゆうした。

　下手に抵てい抗こうすれば、すぐさまその樹木を投とう擲てきするぞ、という警告でもあった。

「ふむ。オルトヴィーンくんだっけ──のひきつけてる間に、君が騒霊現象ポルターガイストの準備か。相手の霊れい的加護の低いことが前提だけれど、なかなかいい戦術だね。オルトヴィーンくんの手数は相当なものだから、よほど実力差のある相手でもこれならハメられるだろう。いや、考えた人間は相当底意地が悪いね」

「……あなたは、どちらから来たんです？」

「どちら？」

「〈協会〉ですか？　〈螺旋なる蛇オピオン〉ですか？」

　どちらも、あの会議ではすべてのメンバーを連れていなかった。

〈協会〉にはひとり、〈螺旋なる蛇オピオン〉にはふたりの参加枠わくが残されている。実際のところ、〈協会〉の参加枠はすでにニグレドで決定しているのだが、これは今の黒羽が知るところではなかった。

　だから。

「……うん、まあ、そりゃ勘違いだ」

　その言葉とともに。

　男の足が、地面に下りた。

「え──？」

　騒霊現象ポルターガイストが無効化されたのだと悟さとったとき、ひらりと、一枚の霊れい符ふが男の指に挟はさまれていた。

「複雑な魔術相手だと無理だけどね。騒霊現象ポルターガイストは厳密には魔術じゃなくて、剝むき出しの呪じゆ力りよくを操あやつってるだけだ。魔法使いじゃない僕でも、ちょっとした呪物フエテイシユさえ用意してれば無効化できる。いや、逆に魔法使いだったら、こんな小細工服に仕込んでないんだけどさ？」

「動かないで！」

　樹木が、一気に男へと解き放たれる。

　次々と粉ふん塵じんを巻き上げて、大地へ突つき刺ささる樹木の嵐あらし。単純な威い力りよくだけなら一流の魔法使いにも匹ひつ敵てきする。まるで爆ばく弾だんでも落としたかのように、境けい内だいの一帯が破は壊かいし尽つくされ、しかし黒羽は悪夢でも見たかのように目を剝いた。

　突き刺さった樹木の狭はざ間まから、埃ほこりを払はらって男が歩いてきたのだ。

「──いやいや。わざわざ直ちよく撃げきを避さけるように投げてるんだから、そりゃなんとかなるよ」

　そんなはずがない。

　巻き上げた土ど砂しやや余波だけでも、人間を打ち倒たおすには十分なはずだ。騒霊現象ポルターガイストの精度自体に限界がある以上、タイムラグや隙すき間まは生じたかもしれないが、そんなもの黒羽本人だって予測不能な領域だ。

　それを──この男は、どう判断したのか。

「だから言ったよ。騒霊現象ポルターガイストは剝き出しの呪力を操ってるだけだから、なんとなく軌き道どうが読めるんだ。妖精眼グラム・サイトとか大層なものはなくてもね。──ほら」

　つい、と滑すべるように男の足が動いた。

　次の瞬間、まだ十メートル以上あった間合いが詰つまっていた。

「────！」

　意識の空白をつかれたのだと、それだけを黒羽は自覚した。先のオルトヴィーンとの格かく闘とう戦と同じ、速度ではなく純じゆん粋すいな技術による現象だった。

　間合いを盗ぬすむ、とそう呼ばれる技術。

　驚きよう愕がくさめやらぬ黒羽の手首を、男は霊符ごと握にぎりしめた。

「これで、霊エーテル体でも触さわれる」

「きゃあ！」

「うあ──っ！」

　黒羽ばかりか、すぐさま反撃しようとしたオルトヴィーンの手首も摑み、男がぐるりと腕うでをすくいあげたのだ。

　合気道の、呼吸投げに似た技わざであったろうか。

　視界が回転すると同時に、凄すさまじい衝しよう撃げきが少女の身体を撃うち抜いた。

　もちろん、霊エーテル体に単なる投げが通用するはずもない。オルトヴィーンにしたところで、地面に叩たたきつけられた程度で参るような身体からだはしていない。

　なのに、ふたりともがその衝撃に打ちのめされ、一時的とはいえ動けなくなったのだ。

「これも、ちょっとした裏技でね。さっきの霊符と同調しつつ、霊エーテル体に直接働きかけるのがコツ。君らが投げで参ってるんじゃなくて、俺が投げで参ったイメージを植えつけてる感じだよ。霊的な精神外傷ＰＴＳＤってとこかな。もともと魔法使いや幽ゆう霊れいなんて、他人のイメージに同調しやすい人種だからねー？」

　その瞳ひとみが、ゆるりと右へ流れた。

「ほら、危ない」

　その身体が、再び間合いを盗み、離はなれていた少女の手を摑つかみあげた。

　ラピスの手から、フラスコが投とう擲てきされようとしたところで、食い止めたのだ。

「錬れん金きん術じゆつは詠えい唱しようや呪力の誘ゆう導どうを最低限ですませられるのはいいけれど、逆に言えば触媒カタリストを押さえられればどうしようもない。……というか、それを霊脈レイラインから回収したばかりで、無茶するものじゃないよっと」

「離……して」

「ああ……ちょっとごめんねえ」

　ことりと首を傾かしげると、ラピスの手からフラスコと──もうひとつの品を取り上げた。

　逆の手に持っていた紅あかい種が、もぎとられたのだ。

〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉があれほど熾し烈れつに奪うばい合った品を、これほどあっさりと横合いからもぎとった相手に、黒羽たちはただ茫ぼう然ぜんと目を見開いた。

　隣となりで、何かが持ち上がった。

「返……せ……」

　立ち上がったのは、オルトヴィーンだった。

　まだがくがくと震ふるえる膝ひざを必死に叱しつ咤たして、真しん紅くのコートの少年は男を睨にらみつけた。

「それは……あいつに必要なんだ……」

　鋭するどい糸切り歯が、唇くちびるから覗のぞいていた。

　瞳は血の真紅に染まり、手て袋ぶくろに覆おおわれた両手はかぎ爪づめのごとく歪ゆがんだ。

　今にも、その本ほん性しようを現さんと──強大な呪力が少年の背中から溢あふれかえる。まったく想定外の相手だったが、もはや人じん狼ろう化も厭いとわぬと、その覚かく悟ごを固めたのだ。

　対して、

「必要、か」

　なんとなく困ったように、男は息をついた。

　ラピスを離し、とんと背中を押す。たたらを踏ふんだ赤い髪かみの少女を、オルトヴィーンが支えたのを見てから、ひょいと肩かたをすくめた。

「いやいや、安心してほしいな。俺が紅い種を持ってても、大魔術決闘グラン・フエーデの運営には何の問題もないよ。だって〈アストラル〉が紅い種を管理しているという前提はまったく変化してないんだもん」

「…………？」

　オルトヴィーンの眉まゆ根ねが寄る。

　殺意は微み塵じんも揺ゆらがず、しかし混乱も隠かくさぬままに、真紅の瞳だけが揺れた。

「あれれれれれれ？　ひょっとしてひょっとして俺ってばまったく知られてない？　もう完全に息子むすこにお株かぶを奪われちゃった!?」

　大変うざったい口調で話しながら、男が帽ぼう子しを取った。

　その下の顔は──彼らがいくつかの写真で見せられたものだった。

「お、前……」

「まさか……あなたは……」

　オルトヴィーンと黒羽が続けて呻うめきを上げて、ラピスだけはわけが分からずに、ふたりと男を交こう互ごに見つめた。

「うん、多分予想通りだ」

　と、男が笑う。




「〈アストラル〉前社長・伊い庭ば司つかさですよう？」




　ぴしっと額あたりに指をそろえて、男──伊庭司は快活に笑ったのであった。
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　いつきたちは、あの路地裏から足早に移動していた。

　歩きながら、会話を続けている。

　地元の人間しか知らない近道を使っているためか、〈協会〉か〈銀の騎き士し団〉の結界が作用しているためか、やはりほかの人間にはでくわさなかった。そうでなければ、クロエにせよ巫女みこ装しよう束ぞくの鎬にせよ、人目について仕方なかったろう。

　そうしながら、

「霊脈レイラインを……押さえられたですって？」

　話を聞いて、クロエの表情が険しくなった。

〈銀の騎士団〉は多くの戦争を経験してきた魔ま術じゆつ結社である。その歴史には、霊脈レイラインの戦術的・戦略的活用も含ふくまれている。だからこそ、敵方に霊脈レイラインを押さえられるという意味を、誰だれより深く悟さとったのだ。

「多分、見つかったと思う。ここからは、同じ場所に居続けるのも無理だ」

　いつきは、そっと右目を押さえている。

　伊庭いつきには、隠かくし通せぬ特とく徴ちようがある。

　つまり、妖精眼グラム・サイトだ。通常、相手の呪じゆ力りよくを見み抜ぬくために使われている魔眼だが、当然これ自体も微び量りようながら特とく殊しゆな呪力を発散している。

　だから、相手はこの土地の霊脈レイラインを辿たどって、妖精眼グラム・サイトの呪力を探し出せるのだ。

「そりゃ、ちっとまずいやな。地の利を生かすどころか、こっちが土地に振ふり回されちまう」

　口にした鎬の横顔も、かすかに青ざめていた。

　彼女とて、魔法使いとしてそれなりの知識は蓄たくわえている。専門である神しん道とう以外についても、大おお雑ざつ把ぱな判断は利きくつもりだった。

　しかし、ひとつの都市の霊脈レイラインを、そんな簡単に掌しよう握あくするような魔術にはまったく心当たりがなかったのだ。

〈螺旋なる蛇オピオン〉。

　長く〈アストラル〉が──いや、いつきが戦ってきたものが、いかに規格外であったか実感する。

「急いで、みんなと合流しないと──」

　少年が、呟つぶやいたときだった。

　視線が、ついとあがった。

　予定より早く移動していたこともあり、すぐ目の前が最初の合流地点となっていた。

　竜蓮寺。

　苔こけむした正門の石段から、見知らぬ相手が下りてくるのを少年は察知したのだ。

　真夏の厳しい陽光の下もと、涼すずしげな綿の帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶった男。瘦やせた体型に似合う、洒落しやれたスーツを着ている。一歩ずつ石段を下りてくるその姿は、なぜか銀幕の一場面のように、少年の瞳ひとみを釘くぎ付づけにした。

　いや。

　違ちがう。

　少年が眼を離はなせなくなったのは──まったく別のものを視みたからだ。

「……え？」

　息が、止まる。

　稲いな妻ずまに打たれたごとく、身体からだが震ふるえる。

　かつかつと、そのまま歩み去ろうとする男へ、

「──待て」

　と、少年は声をかけた。

　この少年らしからぬ、きつい口調だった。

　振り返らず、足だけを止めたスーツの男に、続けていつきは問うた。

「あなたは……何を持ってる？」

「ありゃ、ばれたか」

　悪気はなさそうに、男が両手をひらひらとあげる。

　それから、振り返った。

　ゆっくりと帽子を取り、胸に当てると、男はなんとも複雑な表情になった。

　──対して。

　いつきは、完全に硬こう直ちよくした。

「いつき様？」

「おい、いつき？」

　クロエと鎬がそれぞれ声をかけても、すぐには反応できなかった。それだけこの人物との遭そう遇ぐうは予想外であり、少年にとって無視できない意味を持ち合わせていた。

　決定的な。

　致ち命めい的な。

　意味を、持ってしまっていた。

「まさ……か……」

　声は、嗄しわがれてしまっていた。

　思考など、止まってしまっていた。

　見間違えるはずもない。確かに少年は覚えていた。ほとんど叔父おじ夫ふう婦ふに育てられていたとはいえ、その相手を忘れられるはずもなかった。

　アディリシアから──勇花づての伝言で、その相手が姿を現したことは教えられていたのに──それでも実際に会ってしまえば、ただただ茫然と目を見開くことしかできなかった。

「まさか……あなたは……」

「思ったより早かったなあ。まだ会わずにすますつもりだったんだけど。いやまったく、想定外ばっかりが続く。こりゃ寝ねてる間に勘かんが鈍にぶったかな」

　男が、頭を搔かく。

　癖くせの強い髪かみが、くしゃくしゃと揺ゆれた。

　その下の薄うす縁ぶちの眼鏡めがねと人好きのする目が、記き憶おくの欠片かけらに残っていた。

　まだ物心もついてない頃ころ、その瞳に見つめられて、その髪に触ふれていたような気がした。当時は勇ゆう花かにも嫌きらわれていたはずで、ずっと自分はひとりぼっちのまま膝ひざを抱かかえていたことだけを覚えている。

　この妖精眼グラム・サイトが、どうしようもなく怖こわかった頃。

　この妖精眼グラム・サイトの見てしまう、神秘や怪かい異いの何もかもから、逃にげ出したくてたまらなかった頃。




　──『ああ、怖かったのか？　また泣いてんのか？』




　あれは、誰だれの声だ。




　──『別に、怖いんなら怖がってもいいだろ。だけど、ひょっとしたら怖いのは向こうも一いつ緒しよかもしれないぞ？』

　──『向こうも、一緒？』

　──『ああ、幽ゆう霊れいだって化け物だって、ひょっとしたらお前を怖がってるのかもしれないぞ。こうぶるぶるぶるって、部屋の隅すみで頭抱えて震えてるのかもだ。そう考えたら、少しはマシにならないか？』




　あれは、誰の言ってくれたことだ。

　いつきの頭をぽんぽんと叩たたきながら、苦く笑しようしていたのは誰の顔だ？

「なんだ？　ずっとだんまりか？」

「…………」

　記憶と重なる、その軽い口調。

　何ひとつ涙なみだするところなどないのに、その声はひどく胸に響ひびいた。執しつ拗ように胃の底を搔き回し、少年の脳をどろどろに溶とかした。

「父、さん……!?」

　白い喉のどを引き裂さくようにして、伊庭いつきの唇くちびるから、掠かすれた声があがった。
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　その言葉に、クロエと鎬、それぞれの示した反応はいっそ激げき烈れつだった。

　鎬は少年を守るように立ちはだかり、クロエは数歩前に出て、ケープに隠かくしていた剣けんの柄つかを握にぎったのである。

「ん？　何何？　なんでいきなり険悪な雰ふん囲い気きになってんの？」

　きょとんと首を傾かしげた男に、鎬が唇の端はしを吊つり上げる。

「いつきの親おや父じは死んでるはずだろうが」

「こんな状じよう況きようで、死んだ父が現れて、いちいち本物と考えるほど私は人がよくできていません」

「ああ、なるほど。偽にせ者もの説か。それは考えなかった」

　ぽんぽんと首の裏を叩いて、伊庭司は──そう見える男は、納なつ得とくしたようにうなずいたのだ。

　そのまま、動きは膠こう着ちやくする。

　あまりの重大人物の登場に、誰もが迂う闊かつな行動を取れずにいるのだった。

　一体、何が起きているのか。

　ここから、どうしたらいいのか。

　そして、やはり口火を切ったのは、いつきだった。

「どうして……」

　と、少年は口にした。




「……どうして、父さんが紅い種を持ってるんですか？」




「ふうん」

　と、司は面おも白しろそうに目を細めた。

「どうして生きてるのかじゃない。いままで何をしてたのかでもない。ましてや偽者とか本物とかでもない。──俺がこいつを持っている理由か。こりゃ予想以上に立派な社長になったもんだな。一言で訊きく質問としちゃパーフェクトといってもいい。要はソレ、この大魔術決闘グラン・フエーデにおいて、俺はどんな立ち位置で介かい入にゆうしようとしてるかってことだもんな」

　肩かたをすくめて、司は言葉を重ねる。

「その年でそういう冷静さを──いや、冷静じゃなくても冷静なときと同じ行動をとれるだけの技術を身につけるのに、どれだけ修しゆ羅ら場ばをくぐってきた？　そういう類たぐいの能力だけは、努力でも才能でも身に付かないもんだ。置かれてきた環かん境きようと、その環境から何かを得ようとする真しん摯しさだけが、唯ゆい一いつそいつを獲かく得とくしうる組み合わせだろう。この俺だって、十代でそうはいかなかったぜ」

「……質問に答えてません」

　必死の思いで、いつきはそう言った。

　一体、何をすべきなのか、少年にも思いつかなかった。これまでこぼれないよう懸けん命めいに保ってきたコップの喫きつ水すい線が、ついに越こえられてしまった気分だった。

　だが、ここで踏ふん張らなければ、すべてが崩くずれるとも思った。

　自分を支えてきてくれた人たちの、その努力がすべて無む駄だになってしまうと思った。

　だから、拳こぶしを握った。

　爪つめを手の平に食い込ませて、耐たえた。

「……ふむ」

　少し難しい顔をしてから、伊庭司が右手をひねる。

　その指先に、鈍にぶく光る水すい晶しようのような種子がつままれていた。

　紅あかい種。

「寝ねてる間にずいぶん事態がややこしくなってるよな。まったくもって困ったもんだ。いやまあ、ある程度は予想していたけれど、正直俺が起きたときにはもう〈アストラル〉なんて無くなってるって思ってた。確か、いつきが受け継つぐまでは、猫屋敷くんがずっと留守を預かってくれてたんだっけ？　彼がそんなに愛着を持ってくれてるってのもずいぶん意外な話だよ」

　紅い種を見つめたまま、男は片かた眉まゆをあげる。

「もっとも、実際はその猫屋敷くんもいなくなってるわけで、俺のいた頃ころの面おも影かげはほとんどないわけだけどさ。──なあ、いつき」

　司が、呼びかける。

「何です？」

「質問の答えだよ。どうして紅い種を持ってるのかって訊いたじゃないか。だからほれ、ひさしぶりに再会したお父さんとしては答えをそのまんま言うのもしゃくだし、とりあえずヒントそのいちってとこ」

　そんなことをぬけぬけと言って、司が人差し指をたてる。




「──君は、魔ま法ほう使つかいがまっとうに幸せになれると、思うかい？」




「────っ！」

　少年は、絶句した。

　この男は、何を訊くのか。

　それこそは、いつきが目標にしていたことであり、今回の事件でも最も留意した事こと柄がらだったからだ。

　少年の──今の〈アストラル〉の核かくともいえた。

　まずい。

　膝ひざから、力が抜ぬけるのが分かる。この三ヶ月どころか、一年近くも張り詰つめてきた精神こころが、音を立てて崩れだしているのを、いつきは直感していた。

　ただ単に、父親の顔で自分の信念を確かく認にんされただけなのに、それだけで震ふるえだしてしまうのが分かった。

　どうしてだろう。

　どうして、こんなにも自分は怯おびえてしまうのだろう。

「……思って、ます」

　それでも、顔をあげた。

「思ってないわけがない！　僕が会ってきた魔法使いの誰だれだって、幸せになって悪いはずがない！　魔法使いである誇ほこりも、魔法使いである素す晴ばらしさも、けして普ふ通つうの幸せを踏みにじったりするもんじゃない！」

　それでも、叫さけんだ。

　自分の胸にあるものをそのままに、叩たたきつける。心に灯ともっている炎ほのおの熱を、そのままに吐はき出す。

　しかし、

「……だけど、望まない人にまで、その幸せを押しつけることはできない？」

　司の言葉は、少年の心臓まで凍こおりつかせた。

「違ちがうかな。ここまできて君の躊ちゆう躇ちよしている理由は、結局そういうことじゃないかと思ったんだけど。人間らしい幸せなんてそもそも望まない魔法使いは、結構な数いるからねえ」

　と、改めて司は口にする。

　指先で、紅い種をいじりまわす。

　宝石と植物が融ゆう合ごうしたかのような至高の呪物フエテイシユは、男の指先でくるくると回った。何人もの魔法使いの運命を歪ゆがめてきた呪物フエテイシユが、これほど気ままに扱あつかわれることは、初めてかもしれなかった。

「この十年近く眠ねむっていた間、魔術世界に何が起きていたかいろいろ調べてみた。とりわけ君が会社を受けついでからの二年間は注目してみたよ。積極的に君が魔術世界のプレイヤーとしてのしてきたのは後半の一年だけれど、前半の一年からその特とく徴ちようは出てたかな」

　司は、ゆっくりと話す。

　いつきばかりか、鎬やクロエもその言葉に聞き入ってしまう。

　明らかに友好的な雰ふん囲い気きとは思えないのに、仕し掛かけることさえできない。今、この場の主導権は完全に伊庭司に握にぎられてしまっている。

　あたかもそれこそ、〈魔法を使わない魔法使い〉の、魔法であるかのように。

「君は、人を追いつめることが──人に無む理り強じいすることができない」

　あくまでのんびりと、伊庭司は言い切った。

「だから、せっかく決定打を持っているのに使えない。わざわざ霊脈レイラインに紅あかい種を隠かくすなんて芸当をやらかしてるんだ。こいつの可能性や使い道、はたまた〈協会〉や〈螺旋なる蛇オピオン〉を黙だまらせる方法まで、十分気づいてるだろう。気づいてるのに、そうした強ごう引いんな方法を採れないから、大魔術決闘グラン・フエーデなんて茶番をやらかしてるんだ。──つまるところこいつは、望まない人間にも納得してもらうだけの、君なりの妥だ協きよう案ということだろう」

　ゆるゆると、真綿で首を絞しめるように、司は論点を絞しぼっていく。

　初めて会ったところなのに、これまで誰も見み極きわめられなかった──これまで誰からも隠し通してきた、いつきの心を切り開いていく。

「…………っ」

「別に、悪いことじゃないぞ？」

　さらに、司が言う。

「このぎりぎりまで、ひとりずつの人格や尊厳に配はい慮りよできるのは、むしろ美徳というべきだ。不幸と幸福の両方に、同じだけの価値を認められるのは人間だけの持つ能力だからね。うん、それが自分の息子むすこだと思うと、なかなか誇らしい気分になれるよ。いやまあ、俺の手柄じゃまったくないんだけどさ？　子育てとかちゃんとしなかったし」

「じゃあ……父さんは……何をする気で……」

　いつきは、かろうじてそう呻うめいた。

　この男が本物の父であるかどうか、もはや少年は考えることさえできなかった。

　ただ……恐おそろしいと感じていた。

　そう。

　理解されるのが──怖こわかった。

　ここに至るまで、いつきは何度となく綱つな渡わたりを繰くり返した。自分どころか他人の命まで賭かけるようにして、危あやうい天てん秤びんにコインを上乗せベツトし続けた。そうまでして自分のもくろみを押し隠し、〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉相手に交こう渉しようをもちかけられるよう、短期間で登り詰つめたのだ。

　なのに。

　その考えを、こうもたやすく見破ってしまう〈魔法を使わない魔法使い〉が──伊庭いつきは誰よりも怖かった。

　すると、

「んー」

　と、子供みたいな声をあげて、自分の顎あごあたりに人さし指をあてた。




「だったら……俺の望みは、君のできないことになるのかな？」




「え……」

　その答えに、いつきが呻く。

　言葉の意味を訊きき返そうと思った、そのときだった。

「…………社長！」

　小さく、叫び声が聞こえた。

　石段の上──竜蓮寺の正門から、真しん紅くのコートの少年が呼びかけていたのだ。

　オルトヴィーンだった。

　かすかに眉まゆを寄せ、すぐ少年は目を見開いた。

（結界──!?）

　竜蓮寺を覆おおう異変に、やっといつきも気づいたのだ。

　妖精眼グラム・サイトでさえ察知できなかったのにも、理由はあった。

　もともと、竜蓮寺には結界が張ってあるからだ。

　ただし今は、その結界自体が、大きく性質を変えていたのだ。黒羽のような外部の霊エーテル体さえ鷹おう揚ように受け入れていた寺院の結界は──今、内側に取り込んだものを逃にがさぬ檻おりと化していた。

　オルトヴィーンもラピスも、尋じん常じようの人間ではない。

　黒羽ほどではないにせよ、それぞれの身体からだに特とく殊しゆな呪じゆ力りよくを刻まれており、だからこそこうした結界には隔かく離りされやすい。

　必死の叫さけびさえも、耳を澄すまさねば聞こえぬほどに。

「そいつを──行かせるな──っ」

「そいつ──!?」

　振ふり返ろうとする。

　同時。

　竜蓮寺の陰かげから、別の人ひと影かげが躍おどり出た。

　十メートル近い高度をものともせず、石段をひとっとびに跳ちよう躍やくしたその影は、ズンと重い振しん動どうとともに着地して、司を守らんとするごとく立ちはだかった。

　いつきにとって、それも極きわめて重大な人物だった。

「おお、お疲つかれさま」

　にっこりと笑った司に、現れた僧そう侶りよは不ふ機き嫌げんなしかめ面つらを隠かくさず、答える。

「社長、面めん倒どうを起こさずさっさと行ってくだされ。あやつらも皆みな腕うでをあげておる。うまく結界で閉じこめられたが、そう長い時間は保もたぬでござる」

　特とく徴ちよう的な口調を、鑑かんがみるまでもない。

　そう。

　隻せき蓮れんだった。

　ぼろぼろになった袈け裟さも、特徴的な籠こ手ても、太く意志の強そうな眉も見み間ま違ちがえるはずのない──先代社長から〈アストラル〉に仕えてくれた、密教課契けい約やく社員。

　彼の口にした『社長』というのが、いつきを示した言葉ではない証しよう拠こに、目の前のおどけた顔が大きくうなずいたのである。

「や、これは悪いことをした。頼たのむよ、隻蓮くん」

　ふざけたウィンクとともに、司が身を翻ひるがえす。

「──じゃあな。元気にしてろよ息子むすこ。いやこれ、結構真面目まじめに祈いのってるんだからな？」
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「待って！」

　追いかけようとした手を、黒光りする籠手が遮さえぎったのだ。

「隻蓮さん！」

「…………」

　僧侶は、ひどく複雑な顔になった。

　ひとつだけ、息をついて、

「若、ご無事で何より」

　と、沈ちん鬱うつな声で言ったのだ。

「隻蓮さん！　通してください！　父さんが何をしようとしてるにせよ、今あれを持っていかれるのは──！」

「ですが、構えてくだされ」

「隻蓮、さん──」

「構えて！」

　その怒ど号ごうに、いつきの手が動いた。

　これまで何度となく繰くり返してきた訓練が、いつきの身体を条件反射的に突つき動かしたのである。

　不完全ながら防ぼう御ぎよしようとした肘ひじに、がっと隻蓮の拳こぶしが嚙かみ合う。

　強きよう烈れつな衝しよう撃げきに顔を歪ゆがめたいつきが、たたらを踏ふむ。

「隻蓮さん、なん、で……！」

「次ぃっ！」

　叫びとともに、新たな拳を放ちかけて、隻蓮の瞳ひとみは横に流れた。

「てめえっ！　いつきに何しやがる！」

　いつきの右手から、鎬が打ちかかったのである。

「ええ、ふざけないでください！」

　タイミングを合わせ、左からはクロエも抜ばつ剣けんして斬きりかかる。

　かたや剣神・経フ津ツ主ヌシノ神カミを奉ほうずる巫女みこの一いつ閃せん、かたや〈銀の騎き士し団〉直じき伝でんたる騎士の剣技。どちらも一いつ切さいのためらいなく、鎬は右上段からクロエは左下段から、最も防ぎにくい対角線をおさえて、隻蓮へ急きゆう襲しゆうする。

　ぴたりと合った呼吸は、洋の東西の違いこそあれ、幼い頃ころより剣を修めた者ならではの神かみ業わざであったか。

　しかし。

　ならば、続く結果は鍛たん錬れんの差か。くぐりぬけた修しゆ羅ら場ばの差か。

　鎬の刃はの側面に右の籠手を滑すべらせて、隻蓮の身体からだは独楽こまのごとく旋せん回かいした。左の籠手はクロエの剣を逸そらし、その慣性を利用して、いつきの懐ふところへ潜もぐり込む。少年の身体を盾たてとするその行こう為いに、ふたりの剣つるぎ乙おと女めの手が鈍にぶった。

　刹せつ那な、隻蓮の手が印をつくる。




「あまねく諸仏に帰命したてまつり──とくに風天に帰命したてまつる（ナウマク　サマンダ　ボダナン　バヤベイ　ソワカ）！」




　吹ふき荒あれるは、風神ヴアーユの嵐あらし。

　切り裂さくかまいたちではなく、爆ばく発はつのごとき衝撃が巫女と女騎士の身体を吹き飛ばした。隻蓮がけして手加減など加えなかった証拠に、ふたりはかすかに呻うめいたきり、どちらも立ち上がれなかったのである。

「鎬さん！　クロエさん！」

「……女によ性しように怪け我がをさせるのは本意ではござらんが」

「っ！」

　呟つぶやいた隻蓮へ、いつきが奥歯を嚙み、裏うら拳けんを放った。

　隻蓮もまた、それを受けた。

　息のかかりそうな至近距きよ離りで、ふたつの拳が交こう錯さくする。この二年間、すぐ目の前の竜蓮寺でいつきと隻蓮が何度となく交かわした修しゆ行ぎよう光景に酷こく似じしながら、まったくその本質は違っていた。

　少年の繰り出す鑚さん拳けんが隻蓮の肘で受けられ、劈へき拳けんが体さばきでいなされる。

「隻蓮さんっ！」

「どうした！　二年もかけた修行の成果は、その程度でござるか！」

　その叱しつ咤たに、少年の身体が加速する。

　けして、才能に溢あふれた動きではなかった。二年間たゆまず少年が積み重ねた拳とはいえ、先の鎬やクロエにも一段落ちる。いかな情熱をもってしても、彼女たちの十数年が、いつきの二年ばかりで追いつけるはずもない。

　それでも淡あわく右目は──妖精眼グラム・サイトは光を放ち、隻蓮の動きを先読みすることで、彼の未熟を補っていた。

「答えてください、隻蓮さん！　どうしてあなたが、僕と──」

「──答える必要はないでござろう。拙せつ僧そうが誰だれに与くみしておるかは明らかなはず」

「父さんが！」

　いつきが叫さけぶ。

　繰くり出した崩ほう拳けんを受けて、隻蓮の表情が揺ゆれた。

　びりびりと骨まで伝わるほどの、重みをそなえた拳だった。その拳を教えたのも、隻蓮自身だった。当時いつきに教示することとなった僧そう侶りよは、少年には才能がないと喝かつ破ぱした後、教える型をたった三手に絞しぼったのだ。

　それから、どれだけいつきが努力したかなど、この拳の重みでいやというほど伝わった。

「父さんのが一番いい方法だって、隻蓮さんも信じてるんですか！　あの人が何をやろうとしてるか知らないけれど、それが絶対に間ま違ちがえてないって、そう思えるんですか！」

「少し、勘かん違ちがいがあるでござるな」

　かすかに、隻蓮は目を細めた。

「これは……拙僧たちの責任でもござる」

「責任？」

「ずっと前からやりそこねていたことで、──っ！」

　隻蓮の袈け裟さが、翻ひるがえった。

　少年と密教僧の間に、突とつ如じよ、巨きよ大だいな拳こぶしが割って入ったのだ。

　一いつ瞬しゆん、魔ま神じんか精せい霊れいといった魔術の産物とも思えたそれは──真実、人間の拳であった。

「つああっ！」

　旋回の勢いを殺さず、隻蓮の右回し上段蹴げりが、乱入者の首筋に叩たたき込まれる。

　それでも、相手は一瞬震ふるえただけだった。

　ばかりか、

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　咆ほう吼こうとともにもう片手が強ごう引いんに捻ひねり込まれ、次の刹那、両者を弾はじき飛ばす。

　まるで、鬼おにだった。

　見上げなければ目が合わせられぬその身長は、優に二メートル近い。ゆるりとした神職の衣い装しようを纏まとっていてさえ、身体中に張りつめた筋肉が察せられた。異様に太い二の腕うでは下手な女性の腰こしぐらいあり、隻蓮の蹴りを跳はね返した首回りなど岩を積み重ねたようだった。

　鬼にも見み紛まがう巨漢の正体を、いつきはよく知っていた。

「辰巳……さん」

「……お取り込み中のところ、すまねえな」

　口中が切れたのか、たまった血を吐はき出し、辰巳が言う。

　紫藤辰巳。

　橘弓鶴と同じく、奈良は葛城家の事件でいつきに助けられた守もり人だった。

「弓鶴が取り逃にがしたっつうんで、合流しようとしたら、こっちでえらい呪じゆ力りよくが動いてるからよ。慌あわててやってきたらこれだ」

　これまた太い唇くちびるを歪ゆがめ、巨漢は隻蓮を見つめた。

「知ってるぞ、あんた。……確か、いつきの師し匠しようだろ。隻蓮とか言うんだったよな。昔、いつきが嬉うれしそうに話してくれてたよ」

「そうでござるか」

　表情を変えず受けた隻蓮へ、さらに辰巳が言う。

「なんで、それがいつきとこんなときに殴なぐり合ってんだ？　修行とかそんな雰ふん囲い気きじゃなかったぞ。……あげく、このふたりまで倒たおれてるのはどういうわけだ」

　倒れた鎬とクロエをさして、辰巳はぐっと拳を握にぎった。

　少年──いいや、今や青年と呼ぶべき年となった巨漢は、彼女たちを守るようにして、大樹のごとく地面を踏ふみしめる。

　その圧力は、隻蓮にも劣おとらなかった。

　近接格かく闘とうにおいて、体格もまた才能にほかならぬ。二メートル近い身長と、その体格を悠ゆう々ゆうと操あやつる筋力は、それだけで圧あつ倒とう的なアドバンテージだ。葛城家に伝わる神しん道とうも古武術も、彼の血肉として溶とけ込んでいる。

　この巨漢こそは、隻蓮の研けん鑽さんさえ上回る可能性を持つ、一柱の鬼き神しんに相そう違いなかった。

「事と次し第だいじゃ……俺がぶちぎれても仕方ねえよな」




　　　　２




　足早に竜蓮寺から離はなれ、奥まった路地についたところで、伊庭司は小さく息をついた。

「いやあ、危ない危ない」

　帽ぼう子しを脱ぬいだまま、ぽりぽりと頭を搔かく。

「ぼやぼやしてると会ってしまうのは分かってたんだけど、こう、つい会いたくなっちゃうよねえ。親心ってのはホントどうにもならないもんだ。今いま更さらながら、自分の身になってみて、ようやっといろいろ分かる」

　微び苦く笑しように表情をゆるめて、そんなことを呟つぶやく。

　近くの壁かべに背中をつけたまま、横顔は妙みように満足げだった。

　ほんの数秒の吐と息いきに、何年もの想おもいを込こめているかのようでもあった。

　それから、ゆっくりと路地の奥を振ふり向いた。

「やっぱり君か。まあ、あの子の妖精眼グラム・サイトに気づかれず追つい跡せきするとしたら君ぐらいしかいないだろうけれど」

　と、囁ささやいたのだ。

　そこから滲にじんだ影かげを、どう例えたらいいだろう。影そのものよりも存在感が薄うすく、見えているのに見えていないかのような、不思議な男はただ静かに佇たたずんでいた。

　魔法使いを罰ばつする魔法使い。

　その、筆頭とも呼ばれる男。

「……柏原くん、じゃないよね。今は影崎に戻もどってるんだっけ」

「…………」

　異様に存在感の薄い異い貌ぼうは、すぐには答えなかった。

　代わりに後ろから、対極とも思われる人物が姿を現したのだ。

　海を思わせる蒼あおいスーツ。獅し子しのたてがみにも似た金きん髪ぱつのオールバックを見て、司は怖こわがる子供みたいに両手をこすりあわせた。

「ありゃあ、やっぱりあんたまで来ちゃったか」

「……ふん」

　と、相手は重々しく息をついた。

「やっぱり出てきたな……伊庭司」

　ダリウス・レヴィが、呟く。

「やっぱり？　一応行方ゆくえ不明って設定だったんだけど」

「どこまで隠かくし通せると思っていた？」

　厳おごそかに、壮そう漢かんが問う。

　司を見つめる蒼い瞳ひとみは、凍こおりついた湖のように冷たく、ただゆっくりと言葉を吐き出す。

「あまり〈協会〉をなめるな。大きくなりすぎた組織の常として小回りは利きかんが、本気で情報を集める気になれば、たいていのことはできる。お前がいろいろやってきた小細工も耳に入っているし……いつまでも、裏を搔かせるつもりもない」

「なるほど。こりゃ怖い」

　おどけて二の腕うでを司が擦さすった。

　いや、本気だったかもしれない。ダリウスの身体からだから発散される敵意は、相対するものの温感を狂くるわせる領域に達していた。

　真夏に、冬の寒さを感じさせるほどに。

「影崎がこうなってるのも、あんたが理由か」

　少し片目を細め、司はダリウスとその従者を見比べる。

　主あるじが登場してから、影崎は何も言葉を発さなかった。彼らが出会うのも、おそらく十年近くの時間を隔へだててのことだったろうに、男の表情からはまったく感情が読み取れない。あまりに気配の絶えたその身体は、ひょっとすると心臓さえ脈打っていないのではないか。

　──かつては、こうではなかった。

　影崎という男が、別の名前の男が、〈アストラル〉に所属していたときは。

「この場合、あんたをけなすべきか礼を言うべきか、迷っちゃうなあ」

「好きに思えばいい。俗ぞく人じんがどう思おうが、私に一いつ切さい関係はしない」

「なるほど、王だ」

　ダリウスの言葉に、司が苦笑する。

「王様ってのはそうじゃないといけない。圧あつ倒とう的で傲ごう慢まんで、他人の言うことなんざ欠片かけらも聞かない──だからこそ、誰だれに対しても公平な神様と同じだ。当たり前だよな。西洋の魔ま法ほう使つかいってのはそういう一神教の概がい念ねんからできあがってるわけだし。ただまあ、つまるところいつきのヤツが抗あらがってるのはそういうシステムだろうさ」

「……何を言いたい？」

　かすかに、ダリウスが眉まゆをひそめた。

　司は、ことりとうなずく。

「弱肉強食の果てが絶対集権。あんたみたいなすげえ王様の統すべる世界。そいつが魔法使いの選んだシステムってこと。だから、それ以外のシステムを目指すなら、それは魔法使い以外の人間じゃないとできない。盲点だとか発想の転換以前に、そいつは魔法使いの世界を壊すことに他ほかならないからさ。結構みんな気づいてないみたいだけれど、そういうのって結構完かん璧ぺきなブレーキだよ。誰だって、自分の信念を折りたくはないからねえ」

「…………」

　男の長ちよう広こう舌ぜつに、ダリウスが何を思ったか。

　一歩、ダリウスは前へ出た。

「言いたいのはそれだけか」

　と、地面を踏ふむ。

　汚よごれた路地裏に転がるアルミ缶かんを、上質の革かわ靴ぐつがにじった。ひしゃげたアルミの容器が、まるで人間の身体を押しつぶしたように、残った液体を迸ほとばしらせた。

「お前が紅あかい種を持っているなら、私はそれを回収するだけでいい。大魔術決闘グラン・フエーデだとかいうこのくだらない催もよおしも終わりだ」

「ふうん」

　司は、軽く首を傾かたむけた。

「終わりにして、いいのかな？」

「……何？」

「いやいや、この大魔術決闘グラン・フエーデって、ご破算にするにはいろんな意味で惜おしいイベントじゃないかな。だいたいほれ、ここで君が紅い種を奪うばっても、〈螺旋なる蛇オピオン〉は全員残ってるし、せっかく〈アストラル〉がつくってくれた魔法円も利用できないでしょ。それって、単に〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の激げき突とつが始まって、元の木もく阿あ弥みになるだけですよー？」

　にまにまと、司が語る。

　相も変わらぬ、ふざけた口調。

　しかし、ダリウスはつかのま呼吸を止めた。

　それが真実だったからだ。

　もとより〈協会〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉がこの大魔術決闘グラン・フエーデなる提案に踏み切ったのは、このまま争えば互たがいに決着のつかぬ──ついたところで、魔術世界すべてを疲ひ弊へいさせ、取り返しのつかぬ泥どろ沼ぬまに陥おちいると悟さとったからだ。

　伊庭いつきという少年のつけこんだ、二大勢力の隙すき。

　そして。

　この男の言葉通り、大魔術決闘グラン・フエーデをご破算にするということは、戦いを泥沼に引きずり戻もどすのと同意だった。

「……うん、一応僕も〈アストラル〉だし、厳密に言えば所属を外されてるわけでもない。つまるところ、大魔術決闘グラン・フエーデの前提は破壊されたわけじゃないんだよ。僕が紅い種を持っている間はね」

「だから、自分を見み逃のがせとでもいうつもりか」

「いやいや。それじゃホントに意味ないでしょ。子供の屁へ理り屈くつじゃないんだから。君らだって俺を逃にがすつもりなんて欠片もないだろし」

　ひらひらと司が手を振ふる。

　それから、彼は思いもかけぬ行動に出たのだ。

　何度か小さくうなずいてから、おもむろに両手をあげたのである。

「お、前……」




「──だから、俺が君らに捕まったらいいんじゃないかな」




　両手をあげた降こう伏ふく姿勢のまま、司はいつも通りの表情で、そんなことを言ってのけた。

　さしものダリウスが、その姿に目を見開いた。

「……本気、か？」

「ん？　本気も本気だよ。だって俺魔法とか使えないし、〈アストラル〉の新人を騙だますぐらいはできても、君ら相手に同じことやってのけるのはちょっと無理でしょ」

　飄ひよう々ひようとした、司の弁。

　だが、だからといって納なつ得とくできるものでもあるまい。

　これだけ引っかき回した当の本人が、突とつ然ぜん降伏してきたからといって、欠片も信用できるはずがない。むしろ胡う散さん臭くささだけが際きわだって、ひたすらうざったい。

　それでも、迂う闊かつに手が出せなくなったことは確かだった。

　明らかに戦力で上回りながら──向こうは降伏の意志まで示しているのに、それはむしろ攻せめの一手とも見えた。

　ふたりの間に短い沈ちん黙もくが落ちて、

「……あなたは、またそんな方法ですか」

　これは、第三の男が口を開いたのだ。

　ずっとダリウスの傍かたわらで、自らの意思など殺したままかと思われた影崎が、初めて自分の意思を述べたのである。

「おやおや」

　と、司は視線をそちらへ流した。

「筋は通ってると思うけれど」

「筋しか通ってないでしょう。必要な条じよう項こうだけを、つじつま合わせに数珠じゆずつなぎしただけだ」

　影崎の口調は、いつもと少し違ちがって聞こえた。

　ひどく珍めずらしいことに──彼の声こわ音ねには微び量りようの感情さえ宿っているようだった。ロンドンと京都の事件以来、さらに薄うすれていた影崎という男の人間性が、伊庭司の前にあってだけは活性化されるようだった。

「……たとえば」

　と、影崎は囁ささやく。

「……たとえば、あなたから紅あかい種を奪って、いつき様に返すという手もあります」

「へえ？」

「もとよりイレギュラーなのはあなたの方です。大魔術決闘グラン・フエーデという形式を守る必要があるなら、あなたを捕とらえるより、その方がよほど都合がよろしい。紅い種を一度いつき様に返した上で、改めて彼を倒たおせば何の問題もないはずです」

　彼のどこにそれほどの多弁が隠かくれていたのか。

　目を剝むくほどの言葉に、

「なる……ほど」

　と、司も瞬まばたきした。

「確かに、そいつも一理ある。君がそういう話をするようになったこと自体が、ちょっと意外ではあるけどね」

「…………」

　自分でも似合わぬ行こう為いだと思ったのか、再び影崎は黙だまり込む。

「……何が狙ねらいだ？」

　今度はダリウスが、口を開いた。

「狙い？」

「こちらに捕まっていいと──そう言い出す理由だ」

「みんな、そういうのをいちいち気にするものだね」

　微び苦く笑しようして、司は片手を頭に下ろして、ぼりぼりと搔かいた。

「俺の狙いはそんなに突飛なものでもないよ。〈螺旋なる蛇オピオン〉よりは〈協会〉の方が近いから、下手に抵てい抗こうするよりはそっち側についた方がお互い得じゃないかってだけ。いやまあ、そっちは俺を捕まえてるわけなんだから、細かいところは尋じん問もんでも何でもしたらいいんじゃないかな」

「…………」

　少し、間がおかれた。

　数秒。

　もしくは一呼吸。

　それだけの、短い時間で、

「……いいだろう」

　ダリウスが、ゆっくりとうなずいたのだ。

「〈協会〉副代表としてお前を拘こう束そくする。お前の持っている紅い種もそのまま所持していることを許そう」

「ダリウス様」

　影崎のあげた声を、ダリウスは一いち瞥べつもせぬことで制止した。

「伊庭司。お前の罠わなに乗ってやる。乗った上で踏ふみ潰つぶしてやろう。踏み砕くだいてやろう。魔ま法ほう使つかいの世界において、王であるとはそういうことだ」

「これはどうも」

　伊庭司が軽く頭を搔いて、恐きよう縮しゆくの態度を示す。

「だったら、俺からもひとつ約束しよう。……大魔術決闘グラン・フエーデの期間中に、伊庭いつきを倒せたなら、紅い種これはきちんとあんたへ譲ゆずり渡わたす。まあ、いざとなったら俺から無理矢理取り上げるにせよ、そういう約束ぐらいはあった方がいいだろ？」




「──いいや。吾は、そんなことをせぬ」




「っ──！」

　猛もう烈れつな勢いで、司が天空を振ふり仰あおいだ。

　路地の中空に、ふわり、と新たな影かげが現れていたのだ。

　その影を目まの当たりにして、初めて司の表情にただならぬ波は紋もんがよぎった。いや司のみならず、ダリウスさえもこめかみを動かしたのだ。唯ゆい一いつ影崎だけは、いつもと同じ、路ろ傍ぼうの石に向けるような視線をそちらへ傾かたむけた。

　圧あつ倒とう的な気配だった。

　あらゆる光を吸い込んでしまいそうな、闇やみ色いろの気配。

　肌はだも、髪かみも、服も、爪つめの色や、手にした王おう錫しやくさえもすべて漆しつ黒こくに染まった霊エーテル体の少年に──伊庭司は大きく息を飲み、やっとのことで囁いた。

「そうか、あんたが……」

「名は、ニグレド。〈協会〉代表を務めている」

　短く、少年は自分の正体を告げた。

　事実上〈協会〉を指揮しているダリウスの上司──ほとんど伝説上の、〈協会〉のトップであると。

「君の持っているそれが、紅い種か」

　黒い少年は、その神秘的な眼めで、静かに伊庭司を見下ろす。

「……そう、なるかな」

「なるほど、そういうものか。見るだけで、あれが──〈螺旋なる蛇オピオン〉が何をしようとしてたのかは想像がつく。〈創世〉とかいう魔術の正体も納なつ得とくがいった。なるほど、それなら〈創世〉という名に恥はじぬだろう。そして、ほかにもいくつかの使い道が思いつくな」

　言葉のひとつひとつが、胃の腑ふまで落ちるようだった。

　思わず、この汚よごれた路地に跪ひざまずいてしまいたくなる。

　ダリウス・レヴィを魔法使いの王とするなら、ニグレドはまさしく神であった。王権神授説。古い時代、王に聖なる権力を与あたえた神とは、このような存在だったのではあるまいか。

　いいや。

　けして大げさな表現ではなく──ニグレドとはそういう存在なのだと、司は嚙かみしめていた。自分が〈アストラル〉を率いていたときには出会わなかった、ばかりか世界の名だたる魔術結社首領ですらほとんど会ったことのない〈協会〉代表の意味を、彼はその目で確かめていたのである。

（……やっぱり、なあ）

　嚙みしめる。

〈協会〉という組織において、このニグレドが長おさを務めるその意味を。

「その紅い種、大切に握にぎりしめているがよい。吾われとダリウスはこの戦いくさに勝ち、堂々とその品を貰もらい受けよう。構わぬな？」

　最後の問いは、誰だれに向けたものでもなかった。

　あえていうならば、声を聞くすべての者へ向けた、神の御み言こと葉ば。

　ゆえに。

　返す言葉などなく、場に居合わせた三人は、そろって深々とうなずいたのであった。




　　　　＊




　その日、布留部市を走っている者は数多くいた。

　何十人という魔ま法ほう使つかいたちが、この大魔術決闘グラン・フエーデに活路を求め、〈協会〉や〈螺旋なる蛇オピオン〉、はたまた〈アストラル〉のいずれの陣じん営えいにあるかを問わず、この街を疾しつ駆くしている。

　そして。

　巫女みこ装しよう束ぞくを纏まとった幼い少女も、そのひとりであった。

　葛城みかん。

　少女の足が止まったのは、布留部市の東側に流れる川にかかった、小さな石橋だった。

　もしも少女の行動に注目している者がいれば、彼女が訪おとずれているのが、布留部市の主要な橋ばかりであることに気づいたかもしれない。

　川原へ回り、橋はし脚げたに手をついて、少女はすっと目を閉じた。

　一いつ瞬しゆんで、絶無の集中へと入る。巫女としてふさわしい、万ばん物ぶつの霊れいを受け入れられる状態。すなわち空くうと化したみかんの内側へ、周囲の呪じゆ力りよくがゆっくりと染しみていく。

　受け入れながら、少女はそれらの呪力に働きかけていく。

　あたかも、濾ろ過かのようだった。

　呪力についたさまざまな不純物をこそぎとり、自分の身体からだを通して純化させていく、そういう作業をみかんはこなしていたのだ。古くより日本の巫女が──とりわけ山に住む巫女が託たくされてきた仕事であった。

　花にも似て可か憐れんな唇くちびるが、霊句を口ずさむ。




「──とほかみ、えみため、とほかみ、えみため」




　この国に磨みがかれた、祝いの言葉。

　祝詞のりと。

　清らかな水の流れに、その祝詞が溶とけ込むようだった。祝詞とともに、みかんの身体を通した呪力も、ゆっくりと川の流れに一いつ致ちしていく。

　やがて、周囲の霊脈レイラインが一定の流れを形成するようになってから、ほっと少女は肩かたを落とした。

　そのまま、がくりと膝ひざを落とした。

　少しの間、動かなかった。

　真夏の太陽の下、うつむいたまま、深く、浅く、呼吸を繰くり返す。

「……うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　自分を鼓こ舞ぶするように、みかんは巫女装束の胸むな元もとで拳こぶしをつくった。

「あたし、今の〈アストラル〉じゃ一番の古株なんだもん」

　だから、いつきは自分に頼たのんだのだと思う。

　猫屋敷のいない今、〈アストラル〉においては自分こそがいつきと最も古い付き合いになるのだから。

　黒羽やラピスやオルトヴィーンの、誰にとっても自分は先せん輩ぱいなのだから。

　だから、頑がん張ばれる。

　必要とされていること自体が、少女の身に『力』を与あたえてくれる。

　かつて、誰からも見捨てられていた──ただの代だい替たい品ひんでしかなかった少女にとって、それはどれほど嬉うれしいことだったろう。




「……しかし、不要な無理をすることはあるまい」




　不意に、声がかかった。

　うつむいていた少女の手が、同じぐらい小さな手に摑つかまれた。

「え？」

　こちらを見つめた相手は、ことりと首を傾かしげて、口を開いたのだ。

「そうではないかの、みかん」

「お姉ちゃん！」

　少女が、目を見開いた。

　陽光からこちらを守るように和わ傘がさを差し掛かけてくれたのは、日本人形にも似た、華か麗れいな振ふり袖そでを纏まとう少女であったのだ。

　みかんと同じ顔つきでありながら、まったく違ちがう印象。

　静せい謐ひつな夜にも似た、ぬばたまの瞳ひとみ。

　葛城香。

　辰巳と同じく、かつて奈良と京都の事件で〈アストラル〉と行動をともにした葛城家の次期当主──そして、みかんの実の姉であった。

「みかんは、いくつ回れた？」

「えとその……これで、十八カ所」

「……ほう。わらわより多いな」

　少し驚おどろいた後、香が微び笑しようする。

「わらわとて努力してきたつもりじゃが、いつのまにやらみかんに追い抜ぬかれておったかの」

「……だ、だって、これ、葛城の本式じゃないから！」

「大した自信じゃの。本式じゃないなら、自分が勝って当然とでもいうつもりか」

「え、え、え、えええ？」

　からかうような返答に、みかんがわたわたと手を振った。

「お、お姉ちゃん!?」

「良いから。おぬしは少し自信を持て」

　ひとつ息をついて、香は妹の手の甲こうに、もう片方の手を重ねる。

「本式であろうがなかろうが、わずか半日で十八カ所もの霊れい穴けつを浄きよめるなど、わらわにもできぬ。それはおぬしの能力じゃし、いつき殿どのの妖精眼グラム・サイトが、おぬしの才能を伸のばしてくれたということじゃろう。葛城の誰だれにも──弓鶴にも、あのおばあさまにも──わらわにもできなかったことじゃ」

　ほんのわずか、声こわ音ねに忸じく怩じたるものが混ざるのを、香は自覚した。

　この布留部市の霊脈レイラインは、さほど扱あつかいづらくはない。

　というよりも、〈アストラル〉やその関係者に対して友好的なようでもあった。自分にとってそうなのだから、おそらくみかんにはなおさらだろう。

　しかし。

　だからといって、霊脈レイラインを浄じよう化かする作業がたやすいはずはないのだ。直接霊脈レイラインを支配・掌しよう握あくするような神かみ業わざとは比べるべくもないが、並の魔ま法ほう使つかいにこなせる魔術ではない。

　少なくとも、かつてのみかんならできなかったはずだ。

（……変われる、のじゃな）

　香は、そう思う。

　いつきがあの妖精眼グラム・サイトを我がものとしてから一年。

〈アストラル〉を受け継ついでからでも二年。

　いくら異能の助けがあったとはいえ、たったそれだけの間に、少年は誰にも見み出いだせなかったみかんの才能を引きずり出した。それはきっと、妖精眼グラム・サイトだけでは成しえなかったことだろうと、香は思う。

　努力だけでも、才能だけでも、異能だけでもできないこと。

　多くの魔法使いを見てきて、多くの魔法使いの強さを感じてきたあの少年なればこそ、初めてできたことだろうと思う。

（……もしも、わらわに）

　自分にそんな能力があったなら、この妹と別れずにすんだろうかと思う。

　弓鶴も辰巳も悲しませず、祖母である鈴香に苦く渋じゆうの決けつ断だんもさせず、もっと幸せでいられたろうかと、想像してしまう。

　想像してしまってから、少女はすぐに打ち消した。

　もう、終わったことだから。

　辛つらくても、悲しくても、その時間を糧かてとして、自分たちはここにいるのだから。

　多分、それは。

　とても悔くやしいけれど、とても嬉しいことだと、香は思う。

「──ホントに、悔しいのう」

「お姉ちゃん？」

　難しい顔をした姉の顔を、みかんが見上げる。

「なんでもないわい」

　と、香は視線をそむけた。

　それから、小さな声で付け加えた。

「……いつき殿の方は、辰巳が行ってくれてるはずじゃ。時々、辰巳のヤツはわらわよりいつき殿の方が好きなんじゃないかと思わされるが」

「えっと……」

　ぷう、と膨ふくらんだ白い頰ほおに、みかんはひどく珍めずらしいものを見たように目を丸くした。

　実際、初めてかもしれなかった。

　少女の記き憶おくに残っている姉は、いつも穏おだやかで優やさしくて、物語に出てくるような理想的な存在だった。魔術だけでなく、ちょっとした挙きよ措そや立ち振る舞まい、礼れい儀ぎ作法に至るまで、姉は常に自分の上を行く相手だった。

　だから、今みたいな姉の姿はとても意外で──でも、納なつ得とくできてしまったのだ。

　なんとなく微笑して、みかんは少し意地悪っぽく口を開いた。

「それって、お姉ちゃん嫉しつ妬としてるの？」

「……ふわぇ？」

　妙みような声が、香の喉のどからこぼれた。

「は、あ、いや！　その、そういうわけじゃ、な、なきにしも、あらず、でなくて！　いや違ちがう。違うのじゃ。まったくそんなことじゃないのじゃ！」

「んっふふふ」

　みかんが、口元を押さえてにんまりと笑う。

　そのいかにも意地悪な笑い方は、どこか猫屋敷に似ていた。

　考えてみれば、みかんが葛城家を離はなれてから最も長く付き合っていたのが猫屋敷なのだから、似てしまうのは当然だったかもしれない。

「ううう……」

　しばらく唇くちびるをへの字にさせて、変わってしまった妹を見つめ、

「そ、それより、この霊脈レイラインのことじゃがの」

　と、少女は咳せき払ばらいした。

「いつき殿が切り札と言うておったが、その意味はわらわにも分かる。確かにこれは、使いようによっては〈協会〉相手でも〈螺旋なる蛇オピオン〉相手でも切り札になろうさ。──じゃが」

　前置きして、彼女は続ける。

「みかんも、気づいたか？」

「うん」

　うなずいて、みかんがこう言ったのだ。

「あたしたち以外にも、この街の霊脈レイラインに手を出してる魔ま法ほう使つかいがいるよね」

「うむ。〈協会〉か〈螺旋なる蛇オピオン〉かは分からんがな。幸い、わらわたちが浄じよう化かしてるのとは別の流れではあるが、それもいつき殿どのの狙ねらい通りかどうか」

　片目をつむって、香は思案した。

　相手の手の内を、どこまであの少年は見み透すかしていたものだろう。

〈螺旋なる蛇オピオン〉と〈協会〉は、どこまであの少年の思おも惑わくに迫せまっているのか。はたまた誰だれが誰を罠わなにかけ、誰が誰に騙だまされているのか。何十人という魔法使いの関かかわった盤ばん面めんは、香にもまったく読み切れない状態となっていた。

　そんなことに頭を悩なやませていると、

「関係ないよ」

　と、みかんが言い切ったのだ。

「……何？」

「あたしは、お兄ちゃん社長のことを信じるだけ。お兄ちゃん社長を信じて、お兄ちゃん社長に頼たのまれたことをやるだけ」

　きっぱりと、幼い少女が言う。

　いや、もうその横顔は幼い子供のものではない。〈アストラル〉の皆みなとともに何度となく死線をくぐり、修しゆ羅ら場ばを越こえてきた一人前の魔法使いのものだった。

「……強うなりおったな」

　香は、感かん嘆たんの声をあげた。

　今一いつ瞬しゆん、本当に羨うらやましくなってしまったからだ。

　自分にはない強さ。

　葛城家を離れて、〈アストラル〉でみかんが手に入れたもの。

　それが眩まぶしくて、羨ましくて──同時に姉として誇ほこらしくて、葛城香は瞼まぶたを閉じた。

「分かった」

　と、振ふり袖そでの胸むな元もとを優ゆう雅がに押さえる。

　続けて、

「ならば、わらわたちは、わらわたちの為なすべきを為すぞ」

　力強く、宣言したのであった。
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　辰巳と、隻蓮。

　意外なことに、両者の対たい峙じは格かく闘とう戦へともつれこまなかった。

　辰巳に阻はばまれた次の刹せつ那な、隻蓮は後方へ大きく跳とびすさったのである。




「──帝釈天に帰命したてまつる（インダラヤ　ソバカ）！」




　真言とともに、隻蓮の手が複雑な印を組んだ。

　帝たい釈しやく天てん。

　三十三天の筆頭にして、発はつ祥しようたるバラモン教ではインドラと呼ばれる武しき神がみ。

　あるいは、雷らい神じん。

　隻蓮の手から放たれた七つの独どつ鈷こ杵しよはどれもが強きよう烈れつな紫し電でんを纏まといつつ、それぞれ別個の弧こを描えがいて、辰巳へと殺さつ到とうしたのである。




「イィ──エヤァ──！」




　辰巳の一いつ喝かつが、それらの独どつ鈷こ杵しよを薙なぎ払はらった。

「────っ！」

　反射的に耳を押さえ、隻蓮が瞠どう目もくする。

（発声だけで、帝釈天真言を弾はじくでござるか！）

　雄詰おころびという。

　神しん道とうの魔術特性──〈禊（Absolute Purification）〉を応用した迎げい撃げき術式。呪じゆ力りよくを込こめた気合いに天あめ之の沼ぬ矛ぼこ印いんをもって、魔や災いを断たつ清めの行法。

　しかし、これだけ強烈な雄詰は類例を見なかった。

（こやつ……純じゆん粋すいな精気オドの量だけなら、ソロモンの七十二柱にも勝まさるぞ）

　相手の力量に、隻蓮はぞくりと背筋が粟あわ立だつのを感じた。

　葛城の鬼おに。

　葛城の守もり人とは、これほどのものであったか。

　奈良と京都の事件には隻蓮が直接関係することはなく、その風評は間接的に聞くだけだった。葛城家当主と後こう継けい者しやに寄り添そい、あらゆる戦闘技術を叩たたき込まれる守り人の噂うわさは時折耳にしていたが、よもや単純な呪力だけでここまで並外れた『力』を発揮するとは。

「そっちが帝釈天だっつうなら──こっちも！」

　叫さけび、今度は巨きよ漢かんが動いた。




「生いく魂たま、、足たる魂たま、、玉たま留とまる魂たま、、国くに常とこ立たちの尊みこと！」




　辰巳の手が、大きく柏かしわ手でを打つ。

　神が鳴る。

　辰巳の柏手は、正しくかみなりと成った。

　虚こ空くうを割る衝しよう撃げき音はそのまま呪力の断層を招き、イオン層の断だん裂れつを──不可視の電撃を招いて、隻蓮へと反撃したのだ。




「迦楼羅神よ！　その翼を貸し与えたまえ（オン　ギヤロダヤ　ソワカ）！」




　咄とつ嗟さに、隻蓮が印を組み変かえた。

　今度は、迦か楼る羅ら神の神通力。

　インド神話の主神ヴィシュヌの乗じよう騎きたるガルーダ迦楼羅。その尊格をあらわす結印は、つかのま飛ひ翔しようの『力』を僧そう侶りよへ与え、隻蓮は風を蹴けって空に跳はね上がる。

　神鳴りは、その腰こしをかすめるにとどまった。

　隻蓮が電撃より速いわけではない。

　相手の魔ま術じゆつを見み抜ぬき、すんででその射程外へ逃のがれた結果だ。それでも袈け裟さの一部はぶすぶすと焼け焦こげ、辰巳の放った電撃の凄すさまじさを物語っていた。寸秒でも隻蓮が戸と惑まどっていれば、間ま違ちがいなく全身を灼やかれていたことだろう。

　さらに、印が組み変わる。

　密教の魔術特性は、〈両界曼荼羅（Mandara of Dual World）〉。

　数多あまたある仏格・尊格より最も適したカタチを喚よび出す──千せん変ぺん万ばん化かの魔術体系。

　しかし、




「あまねく諸仏に帰命したてまつり（ナウマク　サマンダ　ボダナン）──」




　新たな真言は、途と中ちゆうで停止したのだ。

　隻蓮の魔術に備えて、防ぼう御ぎよを固めていた辰巳の前へ、少年が歩み出たからだ。

「……若」

　隻蓮が呟つぶやき、

「……いつき」

　辰巳もまた、自らの友人の名を呼んだ。

　ふたりの間に凝ぎよう縮しゆくした強大な呪力を、文字通り目にしながら、きっぱりと少年が言う。

「まだ、僕は答えを聞いてません」

　空中の隻蓮を見上げ、いつきは再び問うたのだ。

「どうして、隻蓮さんは父さんに与くみするんですか？　隻蓮さんの言いかけていた──自分たちの責任っていうのは何のことですか」

「…………」

「答えてください、隻蓮さん！」

　強く、少年が叫んだ。

　袈裟の肩かた口ぐちが、かすかに揺ゆれた。

　密教僧の顔色は、ひどく複雑に感情を入り乱れさせ、彼の苦く悩のうをあらわすかのようだった。

　やがて、

「……いいや」

　と、僧侶はかぶりを振ふったのだ。

「隻蓮さん」

「……これ以上、足止めする必要もござるまい。失礼いたす」

　ぐ、と隻蓮の足がたわんだ。

　次の瞬しゆん間かん、僧侶の姿は空中を駆かけた。

「隻蓮さんっ！」

　今のいつきたちのメンバーには、閉じ込められた黒羽以外、空中戦可能な者がいない。

　本気で撤てつ退たいした隻蓮を追える者もいるはずがなく、たちまち遠ざかっていく僧侶の背中を見送るしかできなかった。

　強く拳こぶしを握にぎりしめ、いつきはしばらく動かなかった。

　その内、辰巳の気付けもあって、クロエと鎬が起き上がる。

　同じぐらいのタイミングで、

「社長！」

　ようやっと竜蓮寺の結界を破り、オルトヴィーンがやってきた。

　ラピスは衰すい弱じやくしているのか、少し遅おくれて石段を下りてきた。これは黒羽が騒霊現象ポルターガイストを使って、心配そうに支えながら一いつ緒しよに移動してきたものだ。

　最初に、オルトヴィーンが尋たずねた。

「紅あかい種は──？」

「取られた」

　いつきが、かぶりを振る。

　その返事に、ルーン使いの少年はさっと顔を青ざめさせた。

「じゃあ、大魔術決闘グラン・フエーデは……」

「…………」

　少しの間、いつきは沈ちん黙もくした。

　そして、こう言ったのだ。




「──いいや。このまま進めるよ」




「このまま、ですか？」

　隣となりで、黒羽が瞬まばたきする。

　ラピスも顔をあげて、少年の言葉を聞き漏もらすまいと、唇くちびるを引き締しめた。

　辰巳やクロエ、鎬もまた、続くいつきの言葉を待って、しわぶきひとつせず彼を見つめた。

　そんな中、少年はゆっくりと言葉を連ねる。

「多分……父さんや隻蓮さんは、大魔術決闘グラン・フエーデを潰つぶすのが狙ねらいじゃないと思う。そういう目的なら、もっと早くから介かい入にゆうしてる。だったら、紅い種を奪うばったことを公表はしないはずだ」

　この段階では、いつきもまた欺あざむかれていた。

　父が早々とダリウスに投降していようとは、いかな少年にも読めるはずがない。

　もっとも、大魔術決闘グラン・フエーデを潰す意図はないだろうという、その仮説自体は正しかったのだが。

「だったら、次はどうするつもりです？」

　クロエの問いを、いつきは神しん妙みような顔で受け止め、口を開いた。

「……もともとの計画を進めるのと、父さんから紅い種を取り戻もどすのを同時に進めるつもりです。そのために、いくつか編成を変えるけれど、基本的な方針は同じ」

　言って、少年はぐっと奥歯を嚙かみしめる。

　自分の芯しんを、確かめるように。

　このまま、心の重みで折れてしまわないように。

　死んだはずの父と出会った──自分でも思いがけないほどの動どう揺ようを、必死の思いで押し込めるように。

「いつきくん……」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　心配そうな黒羽の言葉に、いつきは微び笑しようした。

　それから、




「……僕たちは、僕たちの方法で、魔ま法ほう使つかいを守るんだから」




　小さく、自分自身の目的を口にしたのであった。
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　大魔術決闘グラン・フエーデ、初日。

　正午にさしかかった頃ころ、アディリシア・レン・メイザースは自らの屋や敷しきに座していた。

　布留部市に建てた別宅である。徐じよ々じよに日は傾かたむき、欧おう州しゆうの風ふ情ぜいを漂ただよわせた優美な屋根や、様々な意い匠しようの凝こらされた煙えん突とつも、八月の眩まぶしい光に晒さらされている。

　夏の光。

　朝の蒸むし暑さにかかわらず、今の気温は不思議と穏おだやかだった。

　広大な──といっても、ウェールズの本宅からすれば十分の一ほどの──英国式庭園に、少女は白木の椅い子すを出して、そこに座っている。

　少女が動かない理由は、ほかでもない。

　目の前には、大きな魔法円が広がっていたのだ。

　大魔術決闘グラン・フエーデに際して、〈アストラル〉が賞品として提供した、紅あかい種を破は棄き・活用するための魔法円だった。

　この魔法円を守るべく、アディリシアはここに座していたのである。

　わざわざこの庭園に魔法円が設置されたのは、彼女が布留部市で購こう入にゆうした屋敷も、霊脈レイラインに連なっていたからだ。魔法使いが自らの住居として選んだ土地なのだから、それも当然のこととはいえる。彼らにとって霊脈レイラインとは領土であり、自らはその領土を統すべる王なのだから。

「…………」

　沈ちん黙もくのまま、少女の麗うるわしい縦ロールも夏の輝かがやきを孕はらんでいた。ずいぶん長いことそうしていて、少女と屋敷と庭園は、そのまま一いつ幅ぷくの絵と化したかのようにも見えた。

「──アディリシア様、お疲つかれですか」

　不意に、声がかけられた。

　黒白の色を纏まとう麗れい人じんが、カップに紅茶を淹いれながら、尋たずねたのである。

「ダフネ」

〈ゲーティア〉副首領、ダフネだった。

　広い屋敷に、今はこのふたりきりである。

　ほかのメイドや徒と弟ていたちは、布留部市から退たい避ひするよう指令を出されていた。

〈銀の騎き士し団〉と同じく、〈アストラル〉への過か剰じような支し援えんととられないためだ。

　いかに〈ゲーティア〉と〈銀の騎士団〉とはいえ、〈協会〉が全力を出せばひねり潰つぶすのは簡単なことだ。だからこそ、〈協会〉がそうできないだけの体てい裁さいを保つ必要があった。

　ガーデンテーブルに置かれたカップへ、主あるじのための紅茶を新たに注ついで、ダフネは言う。

「いくつかの経路で確かく認にんしてみましたが、どこの勢力からも、伊庭いつきを打ち倒たおしたという報告は入っていません。何度かの小こ競ぜり合いはあったようですが、ひとまずこの昼まで、いつき様はうまく立ち回ったと見てよいかと思います」

「……そう、ですか」

　少女の横顔が、憂うれいに曇くもる。

「不安ですか？」

　ダフネが問いかけると、アディリシアは少し考えてから、答えた。

「そうじゃない……と言えば噓うそになりますわね」

「いつき様の、ことが？」

「……そうですわ」

　素す直なおに、アディリシアはうなずいた。

　そんな少女に、ダフネは淡あわく微び笑しようした。

「アディリシア様は、強くなられましたね」

「何の話です？」

　訊きき返したアディリシアに、ダフネはそっと自分の髪かみを押さえて、答えたのだ。

「以前は魔法使いとしての誇ほこりを、最も大事にしてらっしゃいました。でも今は、魔法使いとしての誇りと恋こい心ごころを、一いつ緒しよに大事にしてられるように、私には見受けられます」

「そう……かも、しれないですわね」

　恋心という言葉を、アディリシアは否定しなかった。

　自分の中の、とても大切なものを包むように、胸むな元もとで両手の指を絡からませる。肺の奥まで息を吸い込んで、花の香かおりを嗅かぐように瞼まぶたをつむる。

「あの人を大事に思うことが……私を強くしてくれます。そう思えますから」

「そうですか」

　ダフネの微笑が深くなる。

　少しだけ、羨うらやましそうな表情だった。

　自分がずっと見てきた少女の変化が愛いとおしくて──同時に、哀かなしくてたまらないとでもいうかのような。

「……アディリシア様」

「お父様の話は聞きました」

　家令であり、副首領でもある、最も親しい相手の言葉にアディリシアは答える。

　かつて、父──オズワルド・レン・メイザースが落ち込んだ魔ま術じゆつの陥かん穽せい。

　ソロモンの七十二柱。すべての魔神と契けい約やくするために、父が支し払はらった代だい償しようとその意味を、今のアディリシアは知っている。だからこそ、ダフネが案じてくれているのも分かっている。

「……それでも、私は」

　と、言いかけたときだった。

　少女の手が、すうとあがった。その滑なめらかな指先に不可思議な黒い鳩はとが降り立ったのである。

　魔神の一柱とは、ごく一部の者しか見み抜ぬけまい。

　アディリシアが監かん視し用に配置した魔神、シャックスであった。

「そう」

　指先の黒鳩シヤツクスと会話するかのように、何度かうなずいてから、アディリシアはダフネの淹れてくれた紅茶を唇くちびるへ運んだ。

　ダフネも、それ以上は口を挟はさまなかった。

　そして、間をおかず、庭園へ細身の影かげが差したのだ。

「〈ゲーティア〉の敷しき地ちに、ソロモン王の魔術ならざる魔法円を描えがくとは──ずいぶん堕だ落らくなさったものですな、お姫ひめ様さま」

　歓かん迎げいされざる客は、堂々と正門から侵しん入にゆうし、こちらへ歩み寄ってきたのだ。

　アディリシアが、すっと椅い子すから立ち上がった。

「ごきげんよう。……やっぱり、間ま違ちがいじゃなかったのね」

「おひさしぶり。姫様にダフネ」

　紅あかい帽ぼう子しを胸元へあてた相手は、ラテン系の顔立ちをしていた。

　年は二十代半ばか。野性味と甘さがほどよく混じり合った表情は、銀幕の俳優にも劣おとらぬ。

　ただし、その口と頰ほおは特とく殊しゆな立体型のマスクに覆おおわれていた。その意味を知る者は、彼の売り払った代償を想像して、戦せん慄りつするだろう。

　ガラ。

　幼い頃ころより〈ゲーティア〉に仕え、ダフネと同時期に入信儀礼イニシエーシヨンを受けた青年。

　そして二年前のある儀ぎ式しきの際、〈螺旋なる蛇オピオン〉に与くみして、〈ゲーティア〉を裏切った魔法使いであった。

「霊脈レイラインから検けん索さくしてみると、ここにおかしな反応があったものでね。勝手知ったる仲ということで、俺が来てみた」

　くつくつと、男が肩かたを揺ゆらす。

　アディリシアは、緊きん張ちようを切らさぬまま、かつての部下へと尋たずねる。

「目的は、この魔法円？」

「まあ、それもひとつだ。そいつを確保しておけば、いろいろ使い勝手がありそうだからな。場合によっては、紅い種がなくても役に立つ」

「ルールすれすれですこと」

　小さく、アディリシアはかぶりを振ふった。

「ですけど、あなたは〈螺旋なる蛇オピオン〉に所属しているのでしょう？　大魔術決闘グラン・フエーデの参加リストに名前はあがってなかったですけれど、〈螺旋なる蛇オピオン〉は棄き権けんでもするつもり？　こちらはすれすれじゃなく、完全にルールを逸いつ脱だつしてますわよ」

「ああ、そいつも一応問題ないつもりだよ」

「問題ない？」

　アディリシアの眉まゆ根ねが寄る。

　ダフネの視線が、ガラの向こう側へと吸い寄せられる。

　新たな影が、青年の背後から現れたのだ。

「……それはすでに独立した魔法使いではなく、私の使い魔アガシオンだからだ」

「〈礎イエソド〉……！」

　ふたりの魔女が、その巨きよ漢かんの名を──仮の名を呼んだ。

　髑髏どくろの仮面をつけた、白いインバネスの錬れん金きん術じゆつ師しだった。

　先代〈アストラル〉に仕えた自動人形オートマタたるユーダイクスと同じ系けい譜ふ。いささか旧型の自動人形オートマタだともいう。ユーダイクスと違い、個体名がつけられなかったゆえに、座セフイラーの名前がそのまま彼の名となった。

　しかし、彼女たちが最も驚きよう愕がくしたのは、ここに〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーが現れたことではなく、彼が口にした──ガラが使い魔アガシオンとなったという言葉であった。

　人として数えられていない。

　魔法使いとして数えられていない。

　使い魔アガシオンとは、そういうものだ。

　かつて、ユーダイクスはラピスを使い魔アガシオンとして扱あつかっていた。呪じゆ力りよくの糸パスを結び、支配・被ひ支配の関係に互たがいを拘こう束そくした。魔ま法ほう使つかいの常識からすれば、それはもはや人間というより、ロボットのごとき使し役えき物ぶつに等しい。

　つまりは猫屋敷の式しき猫ねこや、アディリシアの魔神を、わざわざ人間のようにカウントしないのと同じ。

　同様の行こう為いを、〈礎イエソド〉はガラに対して行ったというのだ。

　さしものアディリシアが、美しい目を剝むいた。

「ガラ……！　そこまで堕おちましたの！」

「もう、今しか機会がないと思ってな」

　対して、ガラの浮うかべた表情は、諦てい観かんと欲よく望ぼうと羨せん望ぼうとが混じり合った──ひどく醜しゆう悪あくなものだった。

「もちろん屁へ理り屈くつのイカサマだがね。〈アストラル〉の社長側も十分なイカサマをしてる。いまさら、この程度のやり口が認められないとは言わないだろう？」

「…………っ」

　それこそ、いつきのとった行為の、最大のデメリットだった。

　ルールのギリギリをこちらがつくなら、向こうもギリギリをついてくる。

　ガラを使い魔アガシオンとした外げ法ほうにしろ、直接魔法円を狙ねらってきたやり口にしろ、この半年ほどいつきが〈協会〉や〈螺旋なる蛇オピオン〉を相手にやってきた行為を、今度は向こうもやり返してきただけ。

　これを認めないと言えば、向こうも同じように言い返し、危あやういバランスでなりたっている大魔術決闘グラン・フエーデなど、瞬しゆん時じに崩ほう壊かいするだろう。

　無論、それは相手も望んでない。

　ただ、ここまでは押せるはずと、コインを上乗せレイズしてきただけ。

「……ええ」

　アディリシアも、うなずいた。

「大魔術決闘グラン・フエーデの決定権を持っているのは私ではありませんが、協力者である〈ゲーティア〉としては認めざるを得ませんわね」

「ありがたい」

　ガラの目が、笑えみに歪ゆがんだ。

　そこだけ見れば好漢ともとれる表情から、アディリシアは視線を逸そらさない。

「……ただし、あなたが伊庭いつきと〈協会〉を攻こう撃げきすることは禁じさせていただきます。私が認めるのは、あくまで〈ゲーティア〉と戦うだけの権利です」

「ははあ。大魔術決闘グラン・フエーデとは関係なく、〈ゲーティア〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の私し闘とうとして括くくるつもりか？」

「いけませんか？」

　少女の白い頰ほおを、冷や汗あせが伝う。

　ガラの目的は、あくまで自分たちゲーテイアと見た。

　だったら、互いの妥だ協きよう点として、この交こう渉しようは間ま違ちがえてないはずだ。

「いつのまにやら、あのお姫ひめ様さまがこまっしゃくれた交渉術をこなすようになったもんだ。──俺はいいが、ご主人はどうだ？」

　ガラが、ちらりと〈礎イエソド〉の方を見る。

　すると、

「……いいだろう。ここの魔法円を先に確保できるなら、私としても問題は感じない」

　と、〈礎イエソド〉も肯こう定ていしたのだ。

「おお、主人の承しよう認にんも出た。実に素す晴ばらしいね」

　軽く肩かたをすくめて、ガラはマスクを押さえた。

　もともと細い目がなおさら細まり、かつての主あるじと同どう僚りようを凝ぎよう視しする。隠かくしきれぬ笑みが、ふつふつとラテン系の青年の全身から発散されるようだった。

　アディリシアは、そんな青年を不思議な表情で見やった。

「なんとなく、あなたは来るんじゃないかと思ってましたわ。大魔術決闘グラン・フエーデの如何いかんにかかわらず、あなたのことにケリがつくまで〈ゲーティア〉の首領としてふさわしくなったとはいえない、とも思っていました」

　自分もまた、ガラを待っていたのだと、アディリシアは言う。

　偉い大だいな首領だった父に胸を張るため、この対たい峙じは避さけられなかったのだと。

　少女の手の平に小さな青銅の壺つぼが並び、内側に蔵されたソロモンの魔神たちの、圧あつ倒とう的な呪力を撒まき散らした。

〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーたちと相対するのに、少女が選んだ魔神たちは何か。

「アディリシア様」

　ダフネが、前に出た。

「何？」

「これの──ガラの相手は、私にやらせてください」

「……おい？」

　ガラが、形のよい片かた眉まゆをあげた。

「ふざけてんのか。お前が使えるのはソロモン王の護符魔術がせいぜいだろ。魔神の使役もできないくせに、俺とやるつもりか。俺がどういうモノか、忘れたわけじゃないだろう？」

「それこそ、忘れるわけがありません」

　ダフネの目が、厳しくなった。

「忘れないからこそ、私が相手をすべきなのです。思い出も友情も踏ふみにじり、ともに魔道を極きわめんと誓ちかったクライブさえも裏切ったあなただからこそ、ほかの誰だれにも譲ゆずれないのです」

「はん？　クライブのことも忘れてなかったのか」

　一瞬、ガラの言葉に遠い面おも影かげがよぎった。

　クライブ・ローランド。

　ガラの甘かん言げんによって、ともに〈ゲーティア〉を離り反はんし、結局はガラの裏切りによって命を落とした男であった。

　ダフネは、ガラとクライブとともに徒と弟てい時代を過ごした。

　未熟だった頃ころから互たがいを支え合い、いずれ首領となるアディリシアを守らんと誓い合った日々は、もはや蜃しん気き楼ろうより儚はかなく遠い過去の物語だ。

　それでも。

　三人でよく通った喫きつ茶さ店てんの名前を、ダフネははっきりと覚えていた。

　何か面めん倒どう事ごとが起きて、自分のところにお鉢はちが回ってくるたび、あの頃のダフネはこんなことを言ったものだった。




　──『だったら、〈ブルーノ〉でアイリッシュコーヒーをおごって』




「まだ……」

　と、ダフネが口にして、ガラが促うながすように顎あごをしゃくった。

「何だよ」

「まだ……〈ブルーノ〉のアイリッシュコーヒーを覚えてますか？」

　質問に、ガラがついと目元に皺しわを寄せる。

　マスク越ごしに、ひとつため息をついた。

「あいにく……味覚なんて上等なものはとっくに無くなっててなあ」

「……そうですか」

　それだけの言葉で、ダフネは納なつ得とくした。

　額面通りの意味も、それ以上の意味も、はっきりと彼女は悟さとった。

「あー」

　と、ガラが頭を搔かく。

「しみったれた問答も性しように合わないな。さっさとやらせてもらおうか」

　青年の手が、マスクにかかった。

　人さし指を引っかけ、一気に引き下げる。

　その下から覗のぞいた口は──両耳の真下まで引き裂けていた。




「──来たれハウレス！　三十六の軍団を従える炎ほのおの侯こう爵しやく！」




　詠えい唱しようと同時、眼前に炎を纏まとう獣けものの霊エーテル体が現れ──たちまちその引き裂けた口へと吸い込まれていったのだ。

　青年の身体からだが、真しん紅くの炎に包まれる。

　通常の炎ではない。霊エーテル体の根源より発する業ごう炎えんだった。

　ガラが〈ゲーティア〉より奪うばった魔ま神じんの名はハウレス。すなわち災わざわいを司つかさどり、土星の加護のもと暴ぼう虐ぎやくを振ふるう六十四番目の悪あく霊りよう。単体でも十分以上に強大なこの魔神に加え、ガラの摑つかんだ禁きん忌きは──かつてオズワルドが目指して成しえなかった奇き蹟せきを、ごく一部とはいえ完成させていた。

　つまり、魔神との一体化。

　魔神を喰くらい、魔神に侵しん食しよくされ、魔神そのものに自らを変えること。

　いいや、以前にも増して、ガラの身体は巨きよ大だいに膨ふくれあがった。生き物のごとく蠢うごめく炎と現実の身体を合一させ、体高四メートルに至ろうかという、文字通りの怪かい物ぶつと化したのだ。

「な……っ！」

　息を飲んだダフネに、

「──当然だ。使い魔アガシオンとなった以上、呪じゆ力りよくは私からも供給される。自動人形オートマタとはいえ、そこらの魔法使いに呪力で劣おとるつもりはない」

　重々しい声で、〈礎イエソド〉が言った。

　それは、ガラと魔神ハウレスの呪力に、〈礎イエソド〉のそれも上乗せされるということか。

「これでも……」

　炎に造形された──それでも本来の面影を宿した、ガラの顔が笑う。

「これでも……俺を……止められるのかあっ！」

　もはや呪文も不要。

　ガラの意思ひとつで、世界に魔炎が渦うず巻まく。

　人が世界に働きかける魔法使いの『理ことわり』ではない。人でも魔神でもなく、ただ思うだけで世界をねじ曲げる災さい厄やくそのものの顕けん現げん。




「我をあだなすものを迷わせ、我を惑わすなかれ。我でなく敵を恐れさせよ（Confundantur qui persequuntur me et non confundar ego paveant illi et non paveam ego.）！」




　かざしたダフネの手に、銀の指輪がきらめいた。

　ソロモンの護ご符ふ魔術。

　月の４の護符タリスマン。

　惑わく星せいの位相関係アスペクトより引きずり出された加護は、邪じや悪あくよりの保護。

　単体の呪力で足りぬ分は自らの身体を用いると言わんばかりに、ダフネの足が強く大地を蹴けった。旋せん風ぷうのごとく黒いスラックスが駆かけ抜ぬけ、炎を打ち払はらい、庭園におびただしい薔薇ばらの花びらを舞まい散らせた。
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「それでも……」

　真紅の炎と花弁の隙すき間まを縫ぬうようにして、さらにダフネは叫さけんだ。

「それでも！　あなたを止めるのです！　私が私であるために！」




「主は汝の右手にありて、怒りの日に王を打ちたまえり（Dominus a dextris tuis, * Confregit in die ira sua reges.）──！」




　鉄の指輪に刻まれたるは、火星の４の護符タリスマン。

　すなわち、その加護は『絶対の勝利』。自らの熱情さえ呪力に変えて、ダフネの身体は疾しつ風ぷうよりも速く加速する。

　そして、

「……では、こちらも、始めようか」

〈礎イエソド〉の手も、自らのインバネスの内側へと忍しのび入った。

〈螺旋なる蛇オピオン〉の錬れん金きん術じゆつ師しは、当初よりその視線をアディリシアへと定めていた。

　ここに来る前から、自分の相手はソロモンの姫ひめと決めていたのだろう。

「二年前、お前はユーダイクスに敗れていたな」

「それがどうかしましたの？」

「ならば、同型の私に勝てる道理もあるまい。彼が廃はい棄きされていた年月も、私には魔術の神秘が刻まれている」

「呆あきれたことですわね。二年も前の勝敗がいまだに意味があると思ってらっしゃいますの？」

「今は、違ちがうとでも」

「ええ！」




「──I do strongly command thee, by Beralanensis, Baldachiensis, Paumachia, and Apologle Sedes; by the most Powerful Princes, Genii,Lichide, and Ministers of the Tartarean Abode; and by the ChiefPrince of the Seat of Apologia in the Ninth Legion──」




　アディリシアもまた、自らの魔神を喚かん起きすべく、高らかに詠えい唱しようした。

「どう違うか、その身で味わっていただきます！」

　ソロモンの五芒星セーマンを手に、少女もまた姉とともに叫んだのだ。




「──来たれ！」




　　　　２




　穂波と猫屋敷は、寂さびれた屋や敷しきへと誘いざなわれていた。

　屋敷といっても、家財は持ち去られ、過去を匂におわせるような品はほとんど見あたらない。せいぜい広間を中心とした設計と、埃ほこりの積もった廊ろう下か、時々つり下げっぱなしになっている古いシャンデリアが、かすかに当時をしのばせるばかりだ。

　高度経済成長期とバブル後の衰すい退たい期を短いスパンで体験した布留部市には、こうしたエアポケットが多く存在する。

　そして。

　彼らの前にいるのは、二メートルを超こす巨きよ漢かんであった。

　白いインバネスを纏まとい、炎ほのおのごとき赤せき髪はつを垂らしている。哲てつ学がく者しやのごとく厳いかめしい横顔は、もう何十年も──いいや何百年もその表情を崩くずさなかったかのよう。

　実際、そうだったかもしれない。

　伊庭司がこの自動人形オートマタをとある呪じゆ物ぶつ商の手元で発はつ掘くつするまで、彼は何百年となく眠ねむっていたというのだから。

「……以上が、あらましだ」

　巨漢の自動人形オートマタが、長い物語を言い終える。

　ユーダイクス・トロイデ。

　先代〈アストラル〉に仕えた錬金術師にして、古き技術によってつくられた自動人形オートマタ。〈螺旋なる蛇オピオン〉に属する〈礎イエソド〉もまた、同型の自動人形オートマタだという。

　少し前、いつきを追おうとした穂波たちをひきとめたのが、この錬金術師だったのだ。

「それで、全部なん？」

　穂波が訊きき返し、ユーダイクスは小さく顎あごをひくことで肯こう定ていした。

「私の知る限りは、全すべてだ」

　と、念押しする。

「十二年前、先代〈アストラル〉に起きた出来事。いつきの妖精眼グラム・サイトに施ほどこした処置。解散した〈アストラル〉と、突とつ然ぜん二ヶ月前連れん絡らくを寄越してきた伊庭司。もっとも、彼個人の目的や動機までは聞いていないが」

　そう。

　ユーダイクスは、かつての事件──先代〈アストラル〉が解散した出来事と、伊庭司の復活を少女たちに伝えていたのだ。

　わざわざこの屋敷まで案内されたのは、ユーダイクスの話とこの場所が密接に絡からんでいたためだ。

　同時に、穂波たちもまた、それらの情報が当座のいつきの監かん視し以上に重要と認めたからこそ、ここまでついてきたといえる。どの道、いつきの妖精眼グラム・サイトからすれば、自分たちの監視がバレる可能性は高く思えたし、ここまで持ち込んだいつきが早々やられることも考えにくかった。

　しかし、

「……どうして、今急に話すつもりに？」

　猫屋敷も、尋たずねた。

　それは、ふたりの魔ま法ほう使つかいが怪あやしむ最大のポイントだった。ユーダイクス・トロイデが伊庭司の情報を知り得たのはともかく、それを自分たちに伝える理由は存在しなかった。

　対する赤髪の錬れん金きん術じゆつ師しは、ただいつものように、

「解かい釈しやくは好きにすればいい」

　と、口にした。

「ただ、私と隻蓮はそういうつもりで、伊庭司と行動をともにすることにした。その説明ぐらいはお前たちにしておこうと、考えただけだ。その程度はお前たちにも世話になっただろう」

「…………」

　猫屋敷と穂波が、ともに沈ちん黙もくする。

　伊庭司が紅あかい種を持って〈協会〉に投降したという情報は、ユーダイクスとの会話の途と中ちゆうに、ふたりへ知らされていた。〈螺旋なる蛇オピオン〉にはその事実を漏もらさず、大魔術決闘グラン・フエーデを続行するという指令も同様にもたらされている。

　つまり、彼の言っていることは噓うそではない。

　だが、納なつ得とくのいかぬわだかまりがあることも事実だった。

　そのひとつを、穂波はストレートにぶつけてみた。

「ラピスは、どうするつもりなん？」

「言う必要があるか？」

　ユーダイクスの言葉に──

「あるに、決まってる！」

　穂波が、強く言った。

「だってラピスは──」

「ラピスは、ラピスの好きにするだろう」

「……え？」

　つかのま、反応が遅おくれた。

　意表を突かれた顔の穂波を見下ろし、ユーダイクスがもう一度口を開く。

「あれは、もう私の使い魔アガシオンではない。独立した意志をもって、独立した個我をもって、〈アストラル〉と運命をともにすることを選んだ生物だ。ならば、私がどうこう言う立場ではないだろう。……確か、この国では、子こ離ばなれ・親離れの時期も大切にするのではなかったか」

「あ……」

　虚きよを突つかれたように、穂波はぽかんと口を開くしかなかった。

　思い知らされたから、だろう。

　変わったのは、自分たちだけではない。

　自動人形オートマタすら変わるのだと、そんな事実に打ちのめされたからだ。

「じゃあ、ユーダイクスさんは、伊庭社長とは──」

　つい、昔の呼び名を口にしてしまいそうになって、穂波は渾こん身しんの意思力でそれを避さけた。

　すると、巨きよ漢かんは短く答えた。

「契けい約やくは絶対だ」

　変わるものと、変わらないもの。

　自動人形オートマタである彼にとって、こちらは後者だったか。

「私の主人は伊庭司と決まっている。ゆえ、伊庭司が命じるならいかなる悪あく辣らつな行こう為いにも及およぼう。だが、それは同時に、命じられてないことをする自由もあるということだ。今は、その自由を行使したにすぎん」

　それだけ言って、踵きびすを返す。

　インバネスの裾すそが、かすかに床ゆかの埃ほこりを巻き上げた。

「ユーダイクスさん」

「また、いずれ。──この大魔術決闘グラン・フエーデからすれば、すぐに再会することとなるやもしれんが」

　言い残し、遠ざかっていく背中を、ふたりは見送った。

　広間に残った穂波たちは、完全にユーダイクスの気配が消えてから向かい合った。

「猫屋敷さん、どう思う？」

「今のユーダイクスさんの話ですか？　それとも、伊庭司が突とつ然ぜん〈協会〉へ投降してきたことですか？」

「両方」

　穂波の言葉に、猫屋敷は目をつむって沈ちん思しした。

　少し間をおいて、

「……関連は、あるでしょうね」

　と、結論する。

「そうでなくても、私たちは肝かん心じんなところを知らされてないんです。知っているのは〈竜りゆう〉を視みたことによって、紅い種が伊庭いつきの瞳ひとみに移植されてしまったというその事実だけ」

　言って、こう続けた。

「一体どういう経けい緯いで、どうやって、社長の──伊庭いつきの瞳に紅い種が宿ったのか。それを私たちは半分しか知らされてない。今のユーダイクスさんの話を加えても、です」

「…………」

　穂波が、きゅっと唇くちびるを嚙かむ。

　それこそ、核かく心しんだったからだ。

　ユーダイクスの教えてくれた情報は、それについて大きく前進させてくれた。しかし、完全な回答とはならなかったのだ。あくまでユーダイクスが見た範はん囲いでの真実でしかなく、すべての結論というには程ほど遠い。

「穂波さんは何か、覚えてませんか？」

「あたしは……」

　少女が、顔を押さえる。

　当時の記き憶おくは、ひどく曖あい昧まいだ。

　確か、小学校に入ったばかりか、その直前か。




　──『キミ、本当は幽ゆう霊れいとか見えるんでしょ？』

　──『でもね、でもね、あたしも本当は魔ま法ほう使つかいなのっ！』




　なんと無む邪じや気きで、致ち命めい的な言葉だろう。

　あの子は特別な妖精眼グラム・サイトを持っていると教えられ、その『力』を見てみたくて、当時の穂波は〈幽霊屋や敷しき〉へと少年を誘さそった。

　穂波にとって最大のトラウマとなった、その後の生き方を決定づけることとなった一連の出来事。あのときいつきが視てしまったものによって、背負ってしまった業ごうによって、穂波はただの魔法使いですらいられなくなった。

　あそこで──いや、ここで起きたことは、いまだ少女の心を縛しばっている。

　曖昧な記憶を探さぐることは、同時に少女の心の傷をほじくりかえすことに他ほかならなかった。

「ここを調べれば……その答えが出るかもしれません。〈協会〉としてみても、十分以上に欲しい情報には違ちがいないでしょう」

　猫屋敷が、廊ろう下かを見み渡わたした。

　確かに、いくらかの呪じゆ力りよくは凝こごっているようだが、呪波汚お染せんには到とう底てい至らない程度だ。

　しかし、ユーダイクスが言ったことが事実なら、この屋敷こそが穂波がいつきを誘った〈幽霊屋敷〉だというのだ。

　身体からだの芯しんがガクガクと震ふるえて、脳が沸ふつ騰とうしそうになった。

　それでも、抑おさえきった。

「……うん」

　と、少女はうなずく。

「大だい丈じよう夫ぶ。どんな答えが出ても、あたしは受け入れられる」

　自分の決意を口にして、逃にげないように追い込んでしまう。今度こそ逃げられないように、自分自身を追い詰つめてしまう。




「……へえ、なかなか面おも白しろいね」




　その声に、穂波と猫屋敷が凍こおりついた。

　突然、それまで感じられなかった新たな気配が生まれたのだ。

　屋敷の錆さび付いた窓が、がらりと開いた。

「今の話、良かったら僕にも訊きかせてもらえないかな」

　ひょっこりと顔を出した枯かれ草色の髪かみの若者を、穂波は戦せん慄りつとともに迎むかえた。

「フィン！」

　何故なぜここに、と思う間もなかった。

　なぜならば、若者はもうひとりの魔法使いを連れていたからだ。

　ある意味で、妖精眼グラム・サイトの魔法使いよりもよほど恐おそろしい──人のカタチを取った獣けものが、そこには立っていた。

　猫屋敷もまた、息を詰まらせる。

「ツェツィーリエ……！」

「あーあー、こりゃ面白いところに跳とばしてくれるじゃないか。フィン」

　ふたりの魔法使いを前に、女おんな吸きゆう血けつ鬼きはこきこきと首を鳴らした。

　不ふ吉きつに黒く染まった唇は、穂波と猫屋敷を認めて、ひどく愉たのしそうに歪ゆがんだのである。

「単に、霊脈レイラインの流れに沿って跳んだだけだから、これは単なる偶ぐう然ぜんだよ。まあひょっとしたら……今の話からすると、僕の妖精眼グラム・サイトが引き付けられた結果かもしれないけれど」

　対して、自らの右目に触ふれて、フィンが微び苦く笑しようする。

「でも、確かに悪くない。ちょっと焦あせって跳ぶハメになったけど、おかげで思いの外、面白い相手に出会えたかな。素す直なおに幸運に感謝しよう」

「幸運？」

　穂波が訊き返す。

　少女の手も、すでに漆しつ黒こくのマントに挟はさまれている。その内側で摑つかんだものは、ケルト魔術を発するためのヤドリギか。

　ともにケルト魔術を学んだ若者は、ふわりと笑った。

「幸運だとも」

　と、うなずく。

「君に会えたし、イツキくんの過去を聞くことまでできた。これを幸運と言わずしてなんと言うんだい？」

　笑えみは、とても優やさしかった。

　本気で言っているのだと、否いやが応でも思い知らされた。

　フィン・クルーダ。彼の思考と思想は、やはり人の外にあるのだと。

「ちょうどいい。ちっと嫌いやなヤツに出会って腹が減ってたんだ」

　隣となりに立つこちらは獰どう猛もうに、ただ欲よく望ぼうを滴したたらせる。

「ここで……お前らを喰くわせてもらおうかあ？」

　粘ねばっこい涎よだれにぎらついて──ツェツィーリエの顎あごが開いた。
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　ちょうど、同じ頃ころ。

　いつきたちは、長い階段をのぼっていた。

　クリスタル・タワー。その中層階の階段だった。

　あれから、少年はまず〈螺旋なる蛇オピオン〉の魔ま法ほう円えんを排はい除じよすることを選んだのだ。

　連れているのは、オルトヴィーンとクロエ、そして辰巳の三人だった。

　鎬にはほかの人間への連れん絡らくと、ラピスの応急処置を頼たのんでいる。ラピスの外傷は大したことがなかったが、呪力の消しよう耗もうが激しく、半日ほどは休む必要があるとのことだった。

　万が一罠わなを仕し掛かけられている可能性を考え、中層階までエレベーターを使い、そこからは非常用の階段をのぼっている。

「…………」

　そうしながら、いつきは唇くちびるを嚙かんだ。

　犠ぎ牲せいが必然とは分かっている。

　だけど、これまでの事件とはまったく経けい緯いが違ちがっていた。

　今回は、単に巻き込まれたのではない。しかも、〈アストラル〉だけではなく、自分たちを信じてくれた友人までも、いつきは戦いへと引きずり込んでいる。

　自分の決断ゆえに、仲間が傷つく恐ろしさを、今いま更さらにいつきは強く嚙みしめていた。

　そんな背中に、声がかかる。

「社長」

　オルトヴィーンだった。

　目つきの悪いまま、軽く唇を歪めて、いつきの背中をこづく。

「気分が悪いなら、そこらで深呼吸でもしてろ。仮にもリーダーがそんな不景気な面つらしてどうする」

「あ……その、ごめん」

　少しうつむいて、謝罪する。

「だから、いちいち謝るな」

「え、あ、その、は、はい！」

　思わずかしこまったいつきに、オルトヴィーンがため息をつく。

　ついで辰巳も、少年の肩かたを叩たたいて微笑したのだ。

「俺らも好きでここにいるんだ。気にするな」

「……ありがとう」

　体格と似たがっちりした言葉が、胸にじんと染しみた。

　本当に、嬉うれしかった。

　葛城家を去った直後、辰巳が追いかけてくれたとき、どれだけいつきが喜び、かつ思い悩なやんだことだろう。あれだけ苦しんだ葛城の一族を、またも自分の都合で振ふり回してしまうことに、どれだけの罪悪感を覚えたことだろう。

　その想おもいごと包み込むように、辰巳はぐいっと少年の首根っこを摑んだ。

「それとも……お前は似たような状じよう況きようで俺らが困ってたら、今度は助けないのか？」

「そんなことはないです！」

「だろうが」

　これだけは即そく答とうしたいつきに、してやったりと辰巳が苦笑する。

「あ……」

「いつき様は他人のことばかり考えすぎて、自分がおろそかになる癖くせがありますね」

　これはやや冷たく、隣のクロエが言った。

「そ、そうかな」

「ええ、そうです。もう少し、いつき様はご自分のことを分かってくださいませ」

　ふん、と不ふ機き嫌げんに鼻を鳴らす。

　このあたりは、クロエにとって結構腹立たしかったことらしい。

「念のため、ボクも同感だと言っておこう」

　などと、オルトヴィーンまでも追つい随ずいする。

　すっかり四し面めん楚そ歌かである。

　もっとも、いつきの場合言われるだけの事情はたっぷりと備えているわけで、完かん璧ぺきな自じ業ごう自じ得とくではあった。それぐらいは分かったので、いつきは黙だまったまま、ただ階段をのぼる足をさきほどより速めた。

「……ありがとう」

　と、もう一度だけ呟つぶやいて。
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　最上階まで、数分とかからなかった。

　広々とした展望台にもなっているそこは、いつきにとって忘れられぬ場所だった。

　フィン・クルーダと、彼に惑まどわされた穂波。そのふたりと〈アストラル〉が戦った舞ぶ台たい。いつきが初めて〈螺旋なる蛇オピオン〉という名前を知った戦場。

　一いつ瞬しゆん、当時の記き憶おくが残ざん響きようした。

　初めて会ったときの、フィンの笑え顔がお。

〈アストラル〉と敵対してしまい、今にも泣き出しそうなのをこらえる穂波の表情。

　そして、




　──『あなたはイツキが好きなんですの!?　それとも、ただ昔のことに負い目を感じているだけですの!?』




（……え？）

　思いがけない記憶が混入して、いつきは面めん食くらった。

　それが自分の記憶ではなく、この瞳ひとみの記憶だと悟さとるのに、ほんの少しかかった。

　紅あかい種によって、妖精眼グラム・サイトが振り回されていた頃ころ。伊庭いつきの人格と、伊庭いつきの視界とが混じり合い、結果として記憶が曖あい昧まいだった頃。その瞳が視みて、聞いていたことが、今少年の脳にフラッシュバックしたのだ。

（す、好きって……う、あ、わ）

　到とう底てい今の状況には似合わぬ思考を、必死で少年は振り払はらう。

「社長」

「……う、うん」

　オルトヴィーンの声に、視線をあげる。

　今、考えるべきは、過去ではない。

　予想通り、展望台には魔ま法ほう円えんが描えがかれていた。

　魔法円の周囲にはふたり、〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーが佇たたずんでいる。

「……ああ……来たね……」

　魔法円の上で、メルキオーレが陰いん鬱うつに囁ささやき、

「来たナア」

　ジェイクが、ぼりぼりと頭を搔かいた。

　こちらは相変わらずのブルーサングラスをかけて、シャツの胸きよう襟きんを開き、三重の金ネックレスをつけていた。

　魔法使いというよりも、陽気な成金白人としか見えない。

　だが、この男もまた〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーにふさわしい実力の持ち主なのだと、いつきたちは十分知らされていた。

　広い肩かたをすくめて、ジェイクが口を開いた。

「やっパリ、霊脈レイラインヲ取り戻シニ来たネ。でナイと、おちおち隠かくれテモいらレナクなるもンネ。それトモ、ほかニ考えテル事トカあるのカナ？」

「ジェイク……余計なお喋しやべりは……いらない……」

「えエー、せっカクだから、少しグライ話しコンでもいいんジャないノ？」

「そう言って……君が……少しですんだことは……ないでしょう……」

　こほこほ、と咳せき込みながら、魔法円上のメルキオーレが口を挟はさんだ。

　この魔法円をつくった代だい償しようか、幾いく分ぶん衰すい弱じやくしているらしかった。

　もっとも──彼が死を扱あつかう死霊術師ネクロマンサーであることを考えれば、これもハンデにはあたるまい。ひとつ間ま違ちがえば、自らを蝕むしばむ死の影かげさえも『力』と変えかねないのが、このメルキオーレという魔法使いだった。

　覚かく悟ごを決めて、いつきが踏ふみ出す。

「どの道、霊脈レイラインを使って捜さがしていたのは僕でしょう？　だったら、あなたたちの用が省けたんじゃないですか」

「…………」

　メルキオーレは、濃こいくまを貼はりつかせた目で、こちらを見やる。

「それも……間違いじゃない……。でも……それだけじゃない……」

　不ふ吉きつに、微び笑しようする。

　愛いとしげに魔法円を指先でなぞり、青年が言う。

「君が欲しいのは……ここの〈竜りゆう〉だよね……」

「っ──！」

　いつきが、息を止めた。

　青年の言う意味を、正しく理解したがためだった。

「当たり前だろう……？　魔法使いなんだから……ここの〈竜〉が特別なことぐらいは分かるとも……。ああ……どうして紅い種が……新しくもうひとつ生まれたのか……今ならとてもよく分かるよ……」

　暗く、暗く。

　儚はかなく、昏くらく。

　闇やみそのもののごとく、メルキオーレは笑う。

「だから……僕は……ここの〈竜〉が欲しい……。僕だけじゃない……〈螺旋なる蛇オピオン〉の誰だれもがここの〈竜〉を欲しがる……」

　うっとりと、メルキオーレは口にした。

　他人への憎ぞう悪お以外は滅めつ多たに露あらわとせぬ彼の、ひどく珍めずらしい歓かん喜きの声こわ音ねであった。




「生命の実を生む……生命の樹きとなった〈竜〉がね……」
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　飛行船は、布留部市を睥へい睨げいしつつ、中空を彷徨さまよっていた。

　この大魔術決闘グラン・フエーデに際し、〈螺旋なる蛇オピオン〉より参加メンバーが少ない〈協会〉側は、二度までの外部介かい入にゆうを許されている。その内ひとつを使って、飛行船を常時布留部市に滞たい空くうさせることが認められたのだった。

　豪ごう奢しやなデッキの食堂に、今は異い貌ぼうの男だけが座っていた。

　申し訳程度にパンとサラダ、珈琲コーヒーが置かれていたが、口をつけた様子はない。

　代わりに、

「……出てきて、かまいませんよ」

　と、呟つぶやいたのだ。

「あら、恥はずかしい。結構前からバレてた？」

「伊庭司と一いつ緒しよにデッキに乗り込んだときからです。ダリウス様もお気づきの様子でしたから、いちいちどうこうは言いませんでしたが」

　つまらなそうに、影崎が言う。

　すると、近くの机の下から、小さな動物の影がぴょこんと伸のび上がったのだ。

　器用に椅い子すの上へ飛び乗って、ぺろぺろと自分の前まえ肢あしを舐なめてから、猫ねこはため息でもつくみたいに軽くうなずいた。

「残念。たまにはあなたの驚おどろいた顔を見たかったのに」

　背中についた、いかにも人工物くさい羽がぴこぴこと動く。

　ヘイゼル・アンブラー。

　そう名乗っているモノであった。

「変な動きを見せなければ、ここにいるのはかまいません。好きなだけ散歩するのがよいかと思います」

「ふうん？」

　面おも白しろそうに、羽猫は目を細める。

　それから、不意にこんなことを言った。

「おかしな話よね」

「何がです？」

　訊きき返した影崎を悪戯いたずらっぽく見つめ、羽猫が言う。

「もしもあなたがいなかったら、この大魔術決闘グラン・フエーデとかいうの、とっくの昔に終わってるはずよ。戦力分散なんて愚ぐの骨頂。〈協会〉も〈螺旋なる蛇オピオン〉も全員集まって、いつきくんをぶっ殺しにいって終わりよ。結果として、どっちがうまくあの子を倒たおすか、どっちが相手に全ぜん滅めつさせられるかは運次し第だいでしょうね」

　やれやれとでも言わんばかりに、羽猫はかぶりを振ふって、こう続けた。

「……そうならなかったのは、あなたが怖こわいから」

「…………」

　影崎が、沈ちん黙もくする。

　かまわず、羽猫はさらに言葉を連ねた。

「集合してるところを、あなたという鬼札ジヨーカーに全滅させられてはたまらないから。だから、〈螺旋なる蛇オピオン〉はせいぜいふたりから四人組ぐらいでばらばらにいつきくんを捜さがしたり、小細工を打つしかない」

[image: ]

　それが、〈螺旋なる蛇オピオン〉の事情。

「対する〈協会〉の方も、鬼札ジヨーカーは一度しか切れない。いつきくんの捜そう索さくや〈螺旋なる蛇オピオン〉の小細工もそれぞれ手を割さかなきゃいけないから、出で遅おくれないようにしながら受け身に回ることになる。伊庭司なんて不確定要素の存在を知ってるからなおさらよね」

　それが、〈協会〉の事情。

「〈アストラル〉も話は一緒。いくらいままでのコネクションを取り込んだところで、〈協会〉や〈螺旋なる蛇オピオン〉以上の戦力になるわけじゃない。可能な限り罠わなを張って、いつきくんが時間稼かせぎしなきゃいけない。一番苦しい立場には違ちがいないわ」

　それが、〈アストラル〉の事情。

　三者三様、いずれの組織もこの大魔術決闘グラン・フエーデにおいて、当たり前の戦いができない仕組み。無論、主しゆ催さい者しやたる伊庭いつきはこの状じよう況きようを狙ねらい澄すましていたのだろうが、だとしてもあまりにいびつで、凄すさまじい構図ではあった。

　たったひとりの、最強の魔ま法ほう使つかいを前提とした、戦争。

「…………」

　その分ぶん析せきに対する感想は黙もくしたまま、影崎は羽猫へ問うた。

「あなたは、出ないのですか？」

「無理よ」

　すげなく、羽猫が否定した。

「分かってるでしょう？　魔法使いには当然の限界がある。理論や術式に限界はなくても、人の器うつわにはどうしようもない限界があるわ。そして私は人間の限界を超こえたのだから、人間ではいられないって理り屈くつ。結局のところは、あなたと同じ穴の狢むじなよ」

「…………」

　影崎は、答えない。

　視線はずっと窓の外を向いている。

　眼下に広がる布留部市を──魔法使いたちの戦場を見つめている。




「時間はどうしようもなく進んでるの。誰だれにも止められないわ。できるのはその流れを速めることと、ほんの少し舵かじを利きかせるぐらい。ねえ、あなたはどんな風景を見てみたいの？」




　羽猫の声だけが、エンジン音と混じり合い、飛行船の食堂に響ひびいたのであった。




　　　　４




　飛行船の内側で、会話している人物はもう一組あった。

　デッキにいくつかつくられた客室である。実のところ、数ヶ月前〈銀の騎き士し団〉と〈アストラル〉が魔術決闘フエーデを行った際に吹ふき飛ばされた部分なのだが、これらの傷きず跡あとは綺き麗れいに修しゆう繕ぜんされていた。

「──ああ、怖こわかった」

　その床ゆかにどっかりと座り込んだまま、伊庭司は呟つぶやく。

「いやあ、息子むすこ怖い。変わりすぎて怖いわ。俺が知ってるいつきはこーんな小さい泣き虫だったのにねえ。あんまり大きくなってるから、会った途と端たん心臓止まりそうになっちゃった。もうこの年になったら心臓とかヤバイよねー」

　へらへらと軽口を叩たたいて、胸むな元もとをさする。

「ほう。心臓に持病でもあるのか」

「いや、多分ないと思うんだけど、なんせ九年寝ねてたしね。精密検査とか受ける暇ひまもなかったから、気をつけないといけないかなーと」

「なるほど。いろいろ気を遣つかうものなのだな」

「そりゃ年ですからねー。んで、まさかあなたがそんな話を聞いてくれるとは思わなかったのだけど」

　司が、ぱちぱちと瞬まばたきする。

　ニグレド。

　ダリウスの上司たる、〈協会〉代表の霊エーテル体だった。

「気にするな。この際に、いくつか検証してみたかっただけだ」

　と、ニグレドは落ち着いた声で口にした。

「ははあ、検証？」

「君のやろうとしてる──もしくは、かつて君が行った事こと柄がらだ。あるいは〈螺旋なる蛇オピオン〉のやろうとしてることだ。この街に来て以来、吾われの身体からだにも感ずるところがあるのだが、それはつまり、そういうことで構わないのか？」

〈協会〉代表の問いかけに、司はうーんとのんびりした声で、頰ほおを搔かいた。

「……うん、まあ、そういうことになりますかねえ？」

　いかにも困ったぞという風に眉まゆを八の字にして、それでいて何ら譲ゆずることもなく、平然と問いに答える。

「〈協会〉にしろ、〈螺旋なる蛇オピオン〉にしろ、紅あかい種を使った究極の魔術なんて大差はないでしょ。もとより魔女狩がりで分ぶん裂れつする前は同じ組織なんだから。でまあ、それで〈創世〉なんて大層なことを言ってるわけだから、これはもう答え合わせの必要もないと思いますけれど」

「だが、吾は聞いてみたい」

　ニグレドが切り返す。

「伊庭司、君は興味深い。魔法使いでないにもかかわらず、誰よりも魔法使いらしい。そんな君の口から言ってもらいたいのだ。どうだ？」

「はは、王様というより神様にそこまで言われちゃかないませんね」

　小さくうなずいて、司は答えを口にした。




「──惑星魔術」




「……やはり、な」

　それは、ニグレドにも納なつ得とくのいく答えだったらしい。

　深く瞼まぶたを閉じた霊エーテル体に、司が肩かたをすくめる。

「まあ、宇宙も次元もひっくるめて全部変えちゃいそうな〈創世〉なんて言葉よりは、よっぽど明確でちゃっちくなったでしょ？　所しよ詮せんこの星ひとつなんだから」

　所詮などという言葉がまるで似つかわしくないスケールを、平然と司は話す。

　ニグレドは、続けて言った。

「つまり、君は……」

「ええ、俺のやりたいことなんて簡単です」

　司がうなずく。

「〈協会〉のニグレド、〈螺旋なる蛇オピオン〉のタブラ・ラサ。あなた方と同様の超越存在を、俺は〈アストラル〉につくってやりたいんです」

　静かに、男は言い切った。

　たとえば、それは。

〈協会〉の秩ちつ序じよを、永く魔ま法ほう使つかいたちが信しん奉ぽうしてきたように。

〈螺旋なる蛇オピオン〉の革命に、今いま更さら魔法使いたちが魅み入いられたように。

　彼らに無視できない、第三の象しよう徴ちようをつくってみせるのだと、伊庭司は言い放ったのだ。

「そうしたら、うちの息子が言ってるような──新しい概がい念ねんを魔法使いに提供するのなんて簡単だ。なんたって第三団サード・オーダーの言葉は、魔法使いにとっての神しん託たくですからね」

「……それが君の、魔法使いが幸せになる方法か」

「そんなとこです」

　神しん妙みような顔つきで言ったニグレドに、飄ひよう々ひようと伊庭司はうなずいた。

　そして、




「──まったく同意できんな」




　と、別の人ひと影かげが部屋に入ったのだ。

「おや、ダリウス」

　司が嫌いやそうに眉をひそめてもお構いなしに、壮そう漢かんは部屋へと乗り込んできた。

　いや、ダリウスだけではなかった。

「あ、あ、ああ、す、すす、すいません」

　どもり声で入ってきたのは、ギョーム・ケルビーニだった。実に申し訳なさそうに小太りの身体を屈かがめ、ニグレドと司の間に入るのは不ふ遜そん過ぎるというように、おどおどと視線を彷徨さまよわせている。

　初めて会う相手に、一いつ瞬しゆん首を傾かしげ、司は硬こう直ちよくした。

「それ──」

　彼の胸にかかった、鏡を見たのだ。

「ああ、気づいたか」

　愉ゆ快かいそうに、ダリウスが肩をそびやかした。

「ひとつ、妖精博士フエアリードクターに見てもらいたくてな。なかなかの出来ではないかと思ってる」

「わ、わわ、私がつくった、た、た、鏡人形で、ででで、す」

　ギョームが、こわごわと首をひっこめる。

　それも、司の目に入らなかった。

　男の胸むな元もとに吊つられたペンダントの鏡には──伊庭いつきの姿が映っていたのだ。

「この男はほとんど異能というべき鏡魔術リートウス・スペクルムの天才でな。お前なら、この意味は見るだけで分かるだろう？」

　ダリウスが鷹おう揚ようにうなずいて見せる。

「つまり──魔術的に、もうひとりの伊庭いつきをつくったということだ」




　　　　５




　──それぞれの局面で。




　それぞれの者が。

　それぞれの想おもいを胸に。

　それぞれの『力』を振ふるっていた。

　ただのひとつも当たり前のやり口などなく、ただのひとつも当たり前のやりとりなどなかった。いかなる強大な魔法使いも、この戦いでは平等に魂たましいの血を流さねばならないのだと、誰だれもが自然に悟さとっているようでもあった。




　ゆえに。

　あらゆる想いもあらゆる『力』も飲み干しながら──ただ、大魔術決闘グラン・フエーデだけは、いや増しに加速していくのだった。








〈了〉










　あとがき




　お待たせしました、『レンタルマギカ　争乱の魔法使いたち』をお届けします。

　なんとか予告通り夏にお届けできて、ほっとしています。今年はかなり早くから暑かったですが、体調を崩くずされている方はいないでしょうか。三月の震しん災さい以来、この国はまだ立ち直りきってはいませんし、あなたの日常にもいくらかの影かげを落としているかもしれません。せめてこの本が、あなたの生活になにがしかの潤うるおいとなるのなら、これ以上の幸せはないのですが。




　さて、本編について。

　気づかれた方も多いかと思いますが、サブタイトルで初めて魔法使いたちという言葉を採用しました。大魔術決闘グラン・フエーデの開始に際して、関かかわる魔法使いの数が膨ぼう大だいになりましたが、それぞれのキャラクターにきちんと自分の物語を全うしてほしい──そんな考えから自然とついたタイトルです。

　付け加えることは、あまりありません。

　魔法使いたちが、それぞれに掲かかげる信念。それぞれに信じる未来。

　イレギュラーを任ずるあの男もついに参加して、大魔術決闘グラン・フエーデはここに開幕します。

　これは、そういう物語です。




　最後になりますが、今回とりわけ力をいれたイラストをあげてくださったpakoさん、三十人からの魔法使いについて考証してくださり一部資料はサンフランシスコへ照会してくださった三輪清宗さん、スケジュールや何やらでご心労をおかけした担当のＭさんとＵさん、そして読者の皆みな様さまに感謝を申し上げます。




　次は年末か年始の予定です。

　当然大魔術決闘グラン・フエーデの続きとなりますが、物語が終わっていくのを見るばかりでは寂さびしいでしょうし、ひとつ新しい始まりを持ってくる予定です。そちらも楽しみにしてくださると嬉うれしいです。




　二〇一一年七月


小林大樹の『スカイブルー』を読みながら　　
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